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製品を安全に使用していただくために

●本書の取り扱いについて

本書には、お買い上げいただいた製品を安全に正しく使用するための重要なことが

らが記載されています。製品を使用する前に本書をよくお読みください。 

特に、本書に記載されている「安全上のご注意」は必ずお読みいただき、内容をよ

く理解したうえで製品を使用してください。 

本書はお読みになった後も製品の使用中いつでも参照できるように、大切に保管し

てください。弊社は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使

っていただくために細心の注意を払っています。当製品を使用する際は、本書の説

明に従ってください。 

Microsoft、Windows、Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の米国およ

びその他の国における登録商標または商標です。 

ESC/P は、セイコーエプソン(株)の登録商標です。 

その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。 

その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

● VCCI適合基準について

この装置は、クラスＢ機器です。この装置は、住宅環境で使用することを目的にし

ていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受

信障害を引き起こすことがあります。 

マニュアルに従って、正しい取り扱いをしてください。 ＶＣＣＩ－Ｂ 

●本製品およびオプション品のハイセイフティ用途について

本製品およびオプション品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用等

の一般用途を想定して設計・製造されているものであり、原子力施設における核反応

制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムに於ける運行制御、生

命維持のための医療機器、兵器システムにおけるミサイル発射制御など、極めて高度

な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する

重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるよう設

計・製造されたものではございません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する

安全性を確保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。ハイセイフ

ティ用途に使用される場合は、弊社の担当営業までご相談ください。



● 事業系の使用済製品の引取りについてのお願い

この製品の所有者が事業主の場合には、使用済後に廃棄される製品は産業廃棄物扱

いとなり、廃棄する際にはマニフェスト伝票（廃棄物管理表）の発行が必要となり

ます。 

● 漏えい電流自主規制について

本製品は、日本工業規格（JIS C 6950-1）の漏えい電流基準に適合しております。 

● 電源高調波について

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 

● コンピュータウィルスに関連する被害の免責について

コンピュータウィルスに感染することによって発生した障害については、当社はそ

の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

● 長時間、または大量に印字するときの換気について

換気の悪い部屋で長時間使用するとき、または大量の印字を行うときは、適切な換

気を行ってください。 

● 騒音について

この製品は、印字中に騒音が発生しますので、事務所とは別室に設置することを推

奨します。 

© 2004-2022 富士通アイソテック株式会社 
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はじめに
このたびは、fit3150/fit3250 プリンターをお買い求めいただきまして、ありが

とうございます。 
ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、プリンターが十分に機能を発

揮できますよう正しい取り扱いをお願いいたします。 

2022 年 06 月 

● 本文中の略語について

表：製品名称の表記 

製品名称 本書での表記 

Windows 11 Enterprise Windows 11 

Windows 11 Education 

Windows 11 Pro 

Windows 11 Home 

Windows 10 Enterprise (64ビット版/32 ビット版) 10 

Windows 10 Education (64ビット版/32 ビット版) 

Windows 10 Pro (64 ビット版/32 ビット版) 

Windows 10 Home (64 ビット版/32 ビット版) 

Windows 8.1 Enterprise (64 ビット版/32 ビット版) 8.1 

Windows 8.1 Pro (64 ビット版/32 ビット版) 

Windows 8.1 (64 ビット版/32 ビット版) 

Microsoft Windows Server 2022 Datacenter 2022 

Microsoft Windows Server 2022 Standard 

Microsoft Windows Server 2022 Essentials 

Microsoft Windows Server 2019 Datacenter 2019 

Microsoft Windows Server 2019 Standard 

Microsoft Windows Server 2019 Essentials 

Microsoft Windows Server 2016 Datacenter 2016 

Microsoft Windows Server 2016 Standard 

Microsoft Windows Server 2016 Essentials 

Microsoft Windows Server 2012 R2 Datacenter 2012 R2 

Microsoft Windows Server 2012 R2 Standard 

Microsoft Windows Server 2012 R2 Essentials 

Microsoft Windows Server 2012 Datacenter 2012 

Microsoft Windows Server 2012 Standard 

Microsoft Windows Server 2012 Essentials 

Adobe Reader Adobe Reader 
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メモ
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●警告表示マークについて
本書ではいろいろな絵表示をしています。これは製品を安全にかつ正しくお使いい
ただき、あなたや他の人々に加えられる恐れのある危害や損害を未然に防止するた
めの目印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく
ご理解の上、本文をお読み下さい。 

警告 注意

この記号は、取扱いを誤った場合、死亡
または重症を負う事が有り得ること（潜
在的な危険状態）を示しています。 

この記号は、取扱いを誤った場合、軽傷を
負うことがあり得ること（潜在的な危険状
態）を示しています。また、正しく使用し
ない場合、当該製品自体または、その他の
財産に、損害が生じる可能性があることの
みを示しています。 

絵記号の例とその意味 

△で示した記号は、警告、注意を促す事項があることを告げるものです。
記号の中には、具体的な警告内容を表す絵（左図の場合は感電注意）が示さ
れています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも

のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）

が示されています。 

●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。 

記号の中には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグを抜く）が示さ

れています。

高温による傷害の危険性について記述していることを示します。 

発火する危険性について記述していることを示します。 

触れることによって傷害が起こる可能性について記述していることを 

示します。 

機器を分解することにより、感電などの傷害が起こる可能性について 

記述していることを示します。 
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絵記号の例とその意味 

一般的な禁止事項を記述していることを示します。 

一般的な注意事項を記述していることを示します。 
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安全上のご注意 

■ プリンター設置および移動時のご注意

警告

同梱の電源コードセットは本製品以外の電気機器には使用しないでください。 

添付の電源コード以外は使用しないでください。 

感電・火災の原因となります。 

プリンターの上にまたは近くに花びん・植木鉢・コップなどの水の入った容器、金

属物を置かないでください。 

感電・火災の原因となります。 

湿気・ほこり・油煙の多い場所、通気性の悪い場所、火気のある場所におかないで

ください。 

感電・火災の原因となります。 

電源プラグは、交流 100V、10A 未満のコンセントには差しこまないでください。 

また、タコ足配線をしないでください。 

感電・火災の原因となります。 

接地付き電源コードと接地接続のあるコンセントを使用してください。 

電源を接続する前に必ず以下のいずれかにアース接続してください。 

・電源コンセントのアース線

・銅片などを 650mm 以上地中に埋めたもの

・接地工事（D 種（第 3 種））を行っている接地端子

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電・火災の原因となります。 

アース接続は必ず、電源プラグをコンセントに差し込む前に行って下さい。

また、アース接続を外す場合は、先に電源プラグをコンセントから抜いてください。 

風呂場、シャワー室など、水のかかる場所で使用しないでください。 

火災や感電の原因となります。 

オプション機器の取り付けや取り外しを行う場合は、プリンター本体およびパソコ

ン本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いたあとに行ってく

ださい。

感電の原因となります。

オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以外の機器は接続しないでください。 

感電・火災または故障の原因となります。 
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注意

プリンターの開口部（通風孔など）をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

プリンターの上に重いものを置かないでください。 

また、衝撃を与えないでください。 

バランスが崩れて倒れたり、落下してけがの原因となることがあります。 

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。 

直射日光の当たる場所や炎天下の車内など、高温になる場所に長時間放置しないで

ください。 

高温によってカバーなどが加熱・変形・溶解する原因となったり、プリンター内部

が高温になり、火災の原因となることがあります。 

このプリンターは突入電流がありますので、無停電電源装置(UPS)に接続しないでく

ださい。故障の原因となることがあります。 

矩形波が出力される機器に接続しないでください。 

故障の原因となることがあります。 

プリンターを移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、接続ケーブ

ル類を外してください。作業を行うときは、足元に十分注意して行ってください。

電源コードが傷つき、感電・火災の原因となったり、本プリンターが落ちたり、倒

れたりしてけがの原因となることがあります。

プリンターケーブルの抜き差しは、必ずパソコンとプリンターの電源を切ってから

行ってください。 

電源を切らずに行うと、パソコンやプリンターが故障する原因となることがあります。 
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■ プリンター使用時のご注意

警告

異常音がするなどの故障状態で使用しないでください。 

故障の修理は当社 プリンター相談窓口(プリンター編 『第５章 保守点検』「アフ

ターサービス」参照)にご依頼ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。また、タコ足配線をしな

いでください。 

感電・火災の原因となります。 

プリンターに水をかけたり、濡らしたりしないでください。 

感電・火災の原因となります。 

電源コードを傷つけたり、加工したりしないでください。 

重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったり、加熱したりす

ると電源コードを傷め、感電・火災の原因となります。 

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込み口がゆるいときは使用

しないでください。 

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。 

カバーを外した状態でコンセントを差したり、電源を入れたりしないでください

感電・火災の原因となります。

開口部（通風孔など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込んだ

り、落とし込んだりしないでください。 

感電・火災の原因となります。 

プリンターの電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでください。 

プラグが変形し、火災の原因となります。 

プリンター本体のカバーや差し込み口についているカバーは、必要な場合を除いて

取り外さないでください。 

内部の点検、修理は当社 プリンター相談窓口(プリンター編 『第５章 保守点検』

「アフターサービス」参照)にご依頼ください。 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。 

プリンターをお客様自身で改造しないでください。 

感電・火災の原因となります。 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因となります。 
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警告

万一、プリンターから発熱や煙、異臭や音がするなどの異常が発生した場合は、た

だちにプリンター本体の電源スイッチを切り、その後、必ず電源プラグをコンセン

トから抜いてください。

煙が消えるのを確認して当社 プリンター相談窓口(プリンター編 『第５章 保守点

検』「アフターサービス」参照)にご依頼ください。お客様自身による修理は危険で

すから絶対におやめください。

異常状態のまま使用すると、感電・火災の原因となります。

異物（水・金属片・液体など）がプリンターの内部に入った場合は、ただちにプリ

ンター本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。

その後、当社 プリンター相談窓口(プリンター編 『第５章 保守点検』「アフター

サービス」参照)にご連絡ください。

そのまま使用すると感電・火災の原因となります。

特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

プリンターを落としたり、カバーなどを破損した場合は、プリンター本体の電源ス

イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。

その後、当社 プリンター相談窓口(プリンター編 『第５章 保守点検』「アフター

サービス」参照)にご連絡ください。

そのまま使用すると、感電・火災の原因となります。

プリンターの清掃および保守、故障の処理を行う場合は、電源スイッチを切り、必

ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

電源スイッチを切らずにプリンターの清掃や保守を行うと、やけどや感電の原因と

なることがあります。 

電源プラグの金属部分、およびその周辺にほこりが付着している場合は、乾いた布

でよく拭いてください。 

そのまま使用すると、火災の原因となります。 

移動中に落下させたり、ぶつけるなどの衝撃を与えないでください。 

故障の原因となります。 
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注意

電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。 

火災・故障の原因となることがあります。 

プリンターが動作しているとき、給紙口や排紙口に髪やネクタイなどが巻き込まれ

ないように注意してください。 

けがの原因となることがあります。 

電源プラグをコンセントから抜くときは、電源コードを引っ張らず、必ず電源プラ

グを持って抜いてください。 

電源コードを引っ張ると、コードの芯線が露出したり断線して、火災・感電の原因

となることがあります。 

使用中のプリンターは布などでおおったり、包んだりしないでください。 

熱がこもり、火災の原因となることがあります。 

電源コードを束ねて使用しないでください。 

発熱して、火災の原因となることがあります。 

長期間プリンターを使用しないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントか

ら抜いてください。 

感電・火災の原因となることがあります。 

近くで雷が起きたときは、電源コードのプラグを電源コンセントから抜いてください。 

入れたままにしておくと、プリンターを破壊し、お客様の財産に損害を及ぼす原因

となることがあります。 

使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になります。温度が下がるまで触らないで

ください。 

やけど・けがの原因となることがあります。
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注意

プリンターが動作しているとき、給紙口や排紙口に手を触れないでください。 

けがの原因となることがあります。 

プリンターケーブルコネクターや印字ヘッドの金属部には触らないでください。 

けがやプリンターの故障の原因となることがあります。 

印字ヘッドが動いているときは、印字ヘッドに触れないでください。 

やけど・けがの原因となることがあります。 

連帳用紙は、連続して逆送りをさせると用紙送りトラクターから外れることがあり

ますので注意してください。 

用紙厚に対して用紙厚調整レバーのセットを適正状態で取り扱ってください。 

リボンカセットは、純正品の使用をお奨めします。

純正品は製品とともに開発し、安全性が得られるように設計しています。

プリンターの内部やローラー部に繊維クズがたまっている場合は、定期的に清掃し

てください。 

リボン巻取りノブは、反時計方向に回さないでください。

リボンがロックして回転できなくなります。

リボンがたるんだまま印字を開始すると、リボンが絡まったり、リボンの巻取りが

ロックすることがあります。

使用済のリボンカセットは、不燃物として地方自治体の条例または規則に従って処

理してください。 

印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。 

リボン交換時は温度が下がったことを確かめてから、印字ヘッドをリボン交換位置

に移動してください。

プリンターを廃棄するときは、地方自治体の条例または規則に従って処理ください。 
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■ 装置上のマークの説明

本製品には、注意ラベル，警告ラベルが貼ってあります。

内容をご覧になり、安全にお使いください。

注意ラベル，警告ラベルは、絶対に剥がしたり、汚したりしないでください。

・電源スイッチ

プリンターの電源をＯＮ(印字可能状態)／ＯＦＦ(印字不可能状態)にします。

・印字ヘッド／駆動モーター

使用中や印字した直後は、印字ヘッドやプリンター内部が高温になります。

温度が下がるまで印字ヘッドやプリンター内部に触れないでください。

けがや、やけどの原因となることがあります。

・警告表示

安全のため、カバーを外さないでください。

また、必ずアース(接地)接続を行ってください。けがややけど、感電の原因となることがあります。

ＯＦＦ 
ＯＮ 
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マニュアルの構成 –––––––––––––––––––––

本プリンターのマニュアルの構成を以下に示します。 

目次 内容 

プリンター編 

第 1 章 お使いになる前に お使いになる前に知っておいていただきたいこ

と、設置のしかた、リボンカセットの取付けか

た、電源の投入／切断について説明しています。 

第 2 章 プリンターの機能と 

その使いかた 

操作パネルの機能や機能設定の変えかたなど、

プリンターのもつ機能と、その使いかたについ

て説明しています。 

第 3 章 用紙のセット 連続帳票用紙、単票用紙のセットのしかた、用

紙厚の調整のしかた、印字開始位置の調整のし

かたを説明しています。 

第 4 章 用紙について このプリンターで使用できる用紙と取り扱い

上の注意点について説明しています。 

第 5 章 保守と点検 リボンカセットの交換や、用紙づまりなどトラ

ブルの対処のしかた、テスト印字のしかた、お

よびアフターサービスなどについて説明して

います。

第 6 章 オプション このプリンターのオプションの取り付け／取

り外しをはじめ、基本的な使いかたについて説

明しています。 

付録 プリンターの概略仕様 プリンターの仕様、コマンド一覧表および文字

コード一覧表など、プリンターを使用する上で

補助的に必要になることがらについて説明し

ています。

ソフトウェア編

第 1 章 ソフトウェアの概要 プリンターに添付されているソフトウェアの

基本的なことがらやインストール方法につい

て説明しています。 

第 2 章 プリンタードライバー

の設定 

プリンタードライバーのインストールと設定

方法について説明しています。 

第 3 章 fitステータスモニター fitステータスモニターについて説明しています。 

第 4 章 fitリモートパネル fitリモートパネルについて説明しています。 

付録 fitステータスモニター 

状態表示一覧 

fit ステータスモニター状態表示一覧表を記載

しています。 
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オンラインマニュアルの使いかた –––––––––

オンラインマニュアルは、Adobe Reader がインストールされたパソコ

ンから次の手順で表示します。

1 添付の CD-ROMをパソコンの CD または DVDドライブにセットする

2 エクスプローラーで CD-ROM の「MANUAL」フォルダーにある PDF

ファイルをダブルクリックする

プリンター編をお読みになるときは「INDEX(PRINTER).PDF」、ソフトウェア

編をお読みになるときは「INDEX(SOFTWARE).PDF」をダブルクリックします。 

Adobe Readerが起動し、オンラインマニュアルが表示されます。 

 

メニューバー

プルダウンメニューから印字や

ヘルプの表示などを行うことが

できます。

ツールバー

↓をクリックすると、次のページを表示します。

また、拡大や検索などの操作を行うことが

できます。

しおり 

見出しをクリックすると、そのページを表示します。 

＋ が表示されている場合、これをクリックすると 

次のレベルの見出しが表示されます。 
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プリンター編





第１章

お使いになる前に 

この章では、プリンターの主な特長や製品の内容、使用上の注意

事項、各部の名称とはたらき、設置のしかた、リボンカセットの

取付け、電源の投入／切断について説明します。 

主な特長 ······································· 4
製品の内容 ····································· 5
使用上のお願い ································· 6

設置場所について ·························· 6
電源について ······························ 6
使用方法について ·························· 7
パソコンのBIOS設定について 
（対象：FMVシリーズおよび各社DOS/V互換機） · 7

各部の名称とはたらき··························· 8
各部の名称 ································ 8
各部のはたらき ···························· 9

プリンターを設置する·························· 10
設置手順 ································· 10
輸送用固定材の取り外し ··················· 11
カバーの取扱いについて ··················· 12
パソコンとの接続 ························· 13
電源コードの接続 ························· 16

リボンカセットを取り付ける···················· 17
電源の投入と切断 ······························ 20

電源を入れる ····························· 20
電源を切る ······························· 21
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主な特長 ––––––––––––––––––––––––––––

優れた印字品質

・ ピン径 0.2mm の 24 ピン印字ヘッドは、日本語の表現に適した見やすく優れ

た印字品質を実現します。

印字処理時間の短縮

・ 同一行内に漢字、ANKが混在したときは、自動的に速度を切り替えて高速度

で印字します。

・ 自動的に正逆方向の最短距離を判別して印字します。

・ 印字中に新しいデータを受信するダブルバッファー方式を採用し、印字処理

時間の短縮をはかっています。

・ ドットの間引き印字（高速印字モード）により、さらに高速度で印字できます。

専用 Windows プリンタードライバー添付

・ Windows 8.1以降の Windows オペレーティングシステムに対応した専用プリ

ンタードライバー（ESC/Pモード用）を添付しています。

・ 用紙サイズ選択の他に用紙給紙口の切り替え、印字品質の切り替えがプリン

タードライバーで設定可能です。

ユーティリティーソフトの添付

・ Windows 8.1以降の Windows オペレーティングシステムに対応した専用ユー

ティリティーソフトを添付しています。

・ 専用ユーティリティーソフトによりプリンターの状態監視、セットアップの

設定変更が可能です。

多彩な印字機能

・ JIS第一水準および第二水準漢字を印字できます。

・ 漢字、ANKの標準文字のほかに拡大文字、縮小文字なども印字できます。

・ グラフィック印字が可能です。

優れた操作性

・ 用紙の自動吸入機能（オートローディング）で単票用紙を簡単にセットでき

ます。

・ 連続帳票用紙をスイッチ操作で後退させられるので、連続帳票用紙をセット

したまま、単票用紙に印字できます。

省資源対応

・ 待機時 fit3150:10W以下/fit3250:28W 以下の省エネルギー設計です。

複写紙対応のカットシートフィーダー（fit3250 オプション）

・ fit3250オプションのカットシートフィーダーはプリンターの後に搭載可能

で、最大 3Pまでの複写紙が使用できます。
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製品の内容 –––––––––––––––––––––––––––

お使いになる前に、以下の物が揃っていることを確認してください。 

なお、プリンターが入っていた箱は、プリンターの保管・輸送の際に

必要になりますので捨てないでください。 

プリンター本体 リアカバー

電源コード（1 本） リボンカセット（黒、1 個）

fit3150/fit3250 プリンター 

セットアップディスク

fit3150/fit3250 プリンター 

クイックスタートガイド

お客様登録カード 

・添付の『お客様登録カード』に必要事項をご記入の上、必ずご返送

ください。ご返送くださったお客様に「保証書」を送付いたします。

詳しくは、プリンター編『第５章 保守と点検』「アフターサービス」

(114 ページ)をご参照ください。

・本プリンターにプリンターケーブルは含まれていません。プリンタ

ーケーブルは、別途用意してください。

・保証書は大切に保管してください。

お願い
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使用上のお願い –––––––––––––––––––––––

このプリンターを使用する際には、以下の点に十分留意されるようお願

いします。不明な点については、お買い上げの販売店にご相談ください。 

■ 設置場所について

！注意！ ・ 長時間直射日光の当たる場所や、エアコンの前

など極端に温度や湿度が変わる場所には設置

しないでください。

温度と湿度が、以下の範囲内の場所に設置して

ください。

・周囲温度：5℃～35℃

・周囲湿度：30％～80％（結露しないこと）

・ 水平で安定した平面に設置してください。

・ 通風口をふさがないでください。

振動のある場所には設置しないでください。

・ 落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えないで

ください。

・ ほこり、腐食性ガス、潮風にさらされる場所は

避けてください。

・ 磁石はもちろん、テレビやスピーカーなど磁気

の強いものの近くに設置しないでください。

！注意！ プリンターを設置するときには、用紙や、リボン

カセットの交換などが容易にできるようなスペ

ースを確保して下さい。

本プリンターの外形寸法については、付録の外観

図を参考にして下さい。

■ 電源について

・次の電圧、周波数の範囲の電源を利用してください。

・電源電圧：AC100V±10％

・電源周波数：50～60Hz +2%，-4%

！警告！ 万一、発煙、異臭、異常音などがある場合には、

電源を切ってください。 

感電や火災のおそれがあります。 
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■ 使用方法について 

！注意！  
 

・ プリンターの上に物を置かないでください。 

・ 長時間プリンターを使用しないときは、電源コ

ードのプラグを電源コンセントから抜いてく

ださい。 

・ 万が一、近くで雷が起きたときは、電源コー

ドのプラグを電源コンセントから抜いてくだ

さい。 入れたままにしておきますと、機器

を破壊し、お客様の財産に損害をおよぼす可能

性があります。 

・ 用紙およびリボンカセットをセットしていな

い状態で、印字しないでください。 

印字ヘッドやプラテンが傷みます。 

 

！注意！  
 

印字ヘッドは高温になります。温度が下がるまで

触らないでください。 

火傷、けがのおそれがあります。 

 

！注意！  
 

・ プリンターケーブルコネクター、印字ヘッドの

金属部には触らないでください。 

・ 印字ヘッドが動いているときは、印字ヘッドに

触れたり、電源を切ったりしないでください。 

 
 

■ パソコンの BIOS 設定について（対象：FMV シリーズおよび各

社 DOS/V 互換機） 

本プリンターを接続するパソコンのパラレルインターフェイスのポー

ト設定は、必ず「Bidirectional（双方向）」にしてご使用ください。 

確認および設定の方法については、パソコンのマニュアルを参照して

ください。 
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各部の名称とはたらき ––––––––––––––––––

■ 各部の名称

◆ 正 面

 

 

◆ 背 面

① フロントカバー

②リアカバー

④トップカバー

⑤用紙厚調整レバー

⑥プラテンノブ

⑦プラテン

⑩電源スイッチ

⑨操作パネル

⑬カードガイド

⑫印字ヘッド

③用紙ガイド

⑪連帳／単票切替えレバー

⑯リアカバーフタ

⑰イジェクションカバー

⑮電源コネクター ⑧プリンターケーブル

コネクター

⑭用紙送りトラクター
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■ 各部のはたらき

各部の名称 は た ら き 

①フロントカバー 印字ヘッドをホコリやチリから守ります。 

印字動作中にフロントカバーを開けると、印字

動作が一時停止します。（詳細については、『第

2 章 自動検出機能』（42 ページ）のカバーオ

ープン検出を参照。） 

②リアカバー 単票用紙の送りを支えます。 

③用紙ガイド 印字する用紙の幅に合わせてセットします。 

⑤用紙厚調整レバー 使用する用紙の厚さおよび枚数に応じて印字

ヘッドとプラテンの間隔を変えます。

⑥プラテンノブ プラテンをまわすノブです。 

⑦プラテン 用紙を支えたり、送ったりします。 

⑨操作パネル プリンターの状態を示すランプ、プリンターを

操作するための各種スイッチがあります。（詳

細については、『第 2 章  プリンターの機能と

その使いかた』の「操作パネルの機能（24 ペ

ージ）」を参照。） 

⑩電源スイッチ 「｜」側を押すと電源が入り、「○」側を押す

と電源が切れます。 

⑪連帳／単票切替えレバー 連続帳票用紙か単票用紙かを選択します。 

⑫印字ヘッド 用紙に印字する部分です。 

⑬カードガイド 用紙を送るときの案内板です。また、カードガ

イド上のリブは、行方向の印字位置を合わせる

ための目安です。

⑭用紙送りトラクター 連続帳票用紙をプリンター内部へ送ります。 

⑯リアカバーフタ 印字音および動作音を抑えます。 

連続帳票用紙を使うときは、下に閉じて使います。 

⑰イジェクションカバー 用紙の送りを支え、用紙の排出をガイドします。 

刻印されている目盛りは、印字できる範囲を表

しています。 

・印字ヘッドが動いているときは、印字ヘッドに触れたり、無理

な力を加えたりしないでください。

・印字中は、フロントカバーを開けないでください。

お願い
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プリンターを設置する ––––––––––––––––––

■ 設置手順

プリンターは下記の手順を確認しながら設置してください。 

1 製品が全てそろっていることを確認する 

梱包されている製品は「製品の内容」（5ページ）を参照してください。 

2 カバー部品を固定しているテーピングを外す

3 フロントカバーを開けて輸送用固定材を外す

輸送用固定材の取り外しについては「輸送用固定材の取り外し」（11

ページ）を参照してください。 

4 リアカバーを取り付ける

リアカバーの取り付けについては「リアカバーの取り付け・取り外し」

（12ページ）を参照してください。

5 電源コードを接続する 

電源コードの接続については「電源コードの接続」（16ページ）を参

照してください。 

6 リボンカセットを取り付ける

リボンカセットの取り付けについては「リボンカセットを取り付ける」

（17ページ）を参照してください。

7 必要に応じて機能設定を変更する 

機能設定の変更方法については「第２章 プリンターの機能とその使い

かた」（23 ページ）を参照してください。 

8 パソコンと接続する 

プリンターケーブル（別売り）を準備します。パソコンとの接続にい

ては「パソコンとの接続」（13ページ）を参照してください。 

9 プリンタードライバーをインストールする 

プリンタードライバーのインストールについては『ソフトウェア編』

を参照してください。
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■ 輸送用固定材の取り外し 

輸送中の振動などから印字ヘッドを保護するため、輸送用固定材が取

り付けられています。プリンターを使用する前に、必ず取り外してく

ださい。 

 

 

取り外した輸送用固定材は、箱と一緒に保管しておき、再びプリ

ンターを輸送する場合や保管する場合に使用してください。 

 

フロントカバーを開けて、印字ヘッドを固定している輸送用固定材を

上に抜き取ります。 

 

 

 

お願い 

フロントカバー 輸送用固定材 
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■ カバーの取扱いについて 

 リアカバーの取り付け・取り外し 

 

【取り付け方】 

1) リアカバーを約 60 度に傾けた状態で、リアカバーの突起１をアッパーカ

バーの溝ａに入れます。 

2) リアカバーの突起 2 がアッパーカバーの溝 b に完全に落ちるまで、軽く

押し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取外し方】 

1) リアカバーを手前側におこします。 

2) 矢印の方向に外します。 

 

 

約 40～60 度 

リアカバー 

アッパーカバー 

－fit3150－ －fit3250－ 

リアカバー 

突起 1 
突起 2 

溝ａ 

アッパーカバー 

リアカバー 

溝ｂ 



第 1 章 お使いになる前に 

13 

■ パソコンとの接続 

このプリンターはパラレルインターフェイスおよび USB インターフェ

イスを備えています。プリンターケーブルは接続するパソコンによっ

て異なります。別途用意してください。 

！警告！  感電

 

プリンターケーブルを抜き差しするときは、必ず

パソコンと本プリンターの電源を切り、電源プラ

グをコンセントから抜いたあとに行なってくだ

さい。 

感電の原因となります。 

 

！注意！  感電

 

プリンターケーブルの接続は間違いがないよう

にしてください。 

誤った接続状態で使用すると、プリンター本体、

およびパソコン本体が故障する原因となること

があります。 

 

パソコンとの接続は、次の手順で行います。 

 

1 プリンターとパソコンの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 プリンター左側のシャッターを開いて、プリンターケーブルの一方

をプリンター側面のプリンターケーブルコネクターに差し込ます。 

     

◆ パラレル              ◆ＵＳＢ                ◆ LAN 

インターフェイス       インターフェイス         インターフェイス 

3 ケーブルのもう一方をパソコンに接続する 

接続の方法は、お使いになるパソコンのマニュアルをご覧ください。 
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！注意！

 

・ USB インターフェイスで接続した場合、パラレルインター

フェイスとの同時接続はできません。 

・ USB インターフェイスは全ての USB 対応機器との接続を保

証するものではありません。 

・ パソコンとプリンターの接続に使用する USB ケーブルは、5m 

以下のシールドケーブルをお使いください。 

・ 印字中に USB ケーブルを抜き差ししないでください。 

・ USB ハブを使用する場合は、パソコンと直接接続された USB 

ハブに接続してください。 

・ 本プリンターと接続した USB ケーブルのもう一方は、パソ

コン本体の USB コネクター、またはセルフパワータイプの

USB ハブ（電源コードや AC アダプターにより電源が供給

されるタイプのハブ）のコネクターに接続してください。

上記以外の USB コネクターに接続すると、正常に動作しな

い場合があります。 

 

 

 ガイド  

・ USB2.0 に準拠した USB ケーブルを用意してください。 

・ USB ケーブルは本製品には添付されていません。お使いのパソ

コンに合わせて、別途購入してください。 

・ オプションの LAN カード（PR-LN1）を取り付けることにより、

100BASE-TX/10BASE-T のネットワーク環境でのプリンター共有

が可能になります。LAN カードの取り付け方法については、LAN

カード添付のオンラインマニュアルを参照してください。 

・ LAN カード搭載時は、パラレルインターフェイスおよび USB イン

ターフェイスとの同時接続はできません。 
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 シャッタ－の取り外し・取り付け 

シャッターが不要な場合は、以下の手順で取り外すことが出来ます。 
 

【取り外し方】 

 

 
 
① シャッターを開きます。 
 
 
② シャッターの後側を軽く手前側へ押します。 

 

 
 

 

 

 

③ ②の状態を保持しながら下に回します。 
 
④ シャッターを外します。 
 

 

 

【取り付け方】 

 

 

 

⑤ シャッターを傾けて片側の突起部から装置

の取り付け穴（a）側に入れ、取り外し時の

逆の順序で取り付けてください。 

 

 

！注意！  
 

シャッターの後側を押す際に、強く押し過ぎない

ように注意してください。 

シャッターの突起部分が破損する場合があります。 

 

① 

② 

シャッター 

② 

③ 

④ 

⑤ 

取り付け穴 

(a) 
突起部 

シャッター 
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■ 電源コードの接続 

！警告！  感電

 

接地付き電源コードと接地接続のあるコンセントを使

用してください。 

添付の電源コード以外は使用しないでください。 

プラグから出ている緑/黄色のしま模様のアース線を、

必ず次のいずれかに取り付けてください。 

・銅片などを 650mm 以上地中に埋めたもの 

・接地工事（D 種（第 3 種））を行なっている接地端子 

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、

感電・火災の原因となります。 

必ずアース接続を行って下さい。アース接続は必ず、電

源プラグを電源につなぐ前に行って下さい。また、アー

ス接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離

してから行って下さい。 

 

電源コードの接続は、次の手順で行います。 

 

1 プリンターとパソコンの電源を切る 

電源スイッチが「○」側に倒れていることを確認します。 

2 プリンター背面の電源コネクターに電源コードを接続する 

電源コードのプラグを電源コンセントへ接続し、電源コードプラグの

アース線を、電源コンセントのアース端子に接続します。 

 

 

 

電源プラグは、根元まで確実に差し込んでください。 

 

お願い 

プラグ 

アース線 

アース端子 
電源コンセント 

電源コネクター 

電源コード 
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リボンカセットを取り付ける –––––––––––– 

リボンカセットの取り付けは、次の手順で行います。 

1 以下の手順でローラーのロックを外し、リボン巻取りノブを時計

回りに回してリボンのたるみをとる 

リボンカセット側面にロックしてある２個のグレーのツメを内側に押

し外し、ローラーを「FREE」側にします。 

 

 

 

リボン巻取りノブは、反時計方向に回さないでください。 

 

2 電源が切れていることを確認する 

電源スイッチが（○側）に倒れた状態です。 

 
 

お願い 

 

矢印方向へ回します ローラー 
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3 用紙厚調整レバーを“D”の位置にセットする 

4 フロントカバーを開ける 

5 印字ヘッドをプリンターのイジェクションカバーの●部（緑）に

移動する 

 
 

！注意！  
 

使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になります。

温度が下がるまで触らないでください。 

 

6 印字ヘッドとカードガイドの間にリボンを通し、リボンカセット

を静かに押し込む 
（リボン巻取りノブが上になるようにセットする） 

 

 

 

●部（緑） 

リボン 

印字ヘッドの先端部 

カードガイド 

カードガイド 

印字ヘッド 

リボンカセット 
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7 リボン巻取りノブを計回りに回して、リボンのたるみを取る 

8 リボンカセットの取付け完了後、使用する用紙の厚さ、枚数に合

わせて用紙厚調整レバーをセットする 

用紙厚調整レバーについては「第３章 用紙のセット」（47 ページ）

を参照してください。 
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電源の投入と切断 ––––––––––––––––––––– 

プリンターの電源の入れかたと切りかたについて説明します。 

■ 電源を入れる 

 

 

購入後初めてプリンターに電源を入れるときは、次の点を確認し

てください。 

- 輸送用固定材（印字ヘッド部保護用固定材）が取り外して

あること 

- 電源コンセントの電源電圧が 100V、電源周波数が 50 また

は 60Hz であること 

 

フロントカバーが閉じていることを確認して、プリンターの側面に

ある電源スイッチの（｜）側を押します。 

 

 

お願い 

電源スイッチ （│）側 
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■ 電源を切る 

 

 

・ 電源の切断は、必ず電源スイッチで行ってください。電源プラ

グを抜いて電源を切ると、プリンター内の回路を傷めたりする

場合があります。 

・ 印字ヘッドが動いているときは、電源を切らないでください。 

・ 電源を切った後、再び電源を入れる場合は、2 秒以上待ってく

ださい。 

間隔を開けずに電源を入れると、故障の原因になります。 

 

「電源ランプ」が点灯しているときに、電源スイッチの（ ○ ）側

を押します。 

 

 

お願い 

電源スイッチ（○）側 
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第２章 

プリンターの機能と  

その使いかた 

この章では、操作パネルの機能やその使いかたについて説明し

ます。 

 
操作パネルの機能  ······························ 24 

ランプ ··································· 24 
スイッチ ································· 25 

機能設定を変える  ······························ 28 
機能設定の変えかた ······················· 28 
機能設定の種類 ··························· 31 

行間ズレを直す  ································ 38 
用紙の吸入量を調整する ························ 40 

カット位置の補正方法 ····················· 41 
自動検出機能 ··································· 42 
エラー表示機能  ································ 43 
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操作パネルの機能 –––––––––––––––––––––– 

操作パネルには、プリンターの状態を示すランプとプリンターを操作

するためのスイッチが付いています。 

 

 

 

 

■ ランプ 

ランプの機能は、下表のとおりです。 

 

ランプ名称 色 機   能 

電源 緑 電源が入ると点灯します。 

用紙切れ 橙 用紙がなくなると点灯します。アラームやエラー発生

時に点滅します。 

高速 緑 高速印字モードで点灯します。 

モード 緑 ESC/P モードのとき点灯します。 

FM モードのとき消灯します。 

書体 緑 漢字書体の状態を表示します。 

ゴシック体設定時に点灯、 

明朝体設定時に消灯します。 

オンライン 緑 オンライン状態で点灯、オフライン状態で消灯します。 
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■ スイッチ 

スイッチの機能は、下表のとおりです。 

スイッチ名称 機   能 

オンライン ・オンライン状態とオフライン状態を切り替えます。 
・オンライン状態のときは、「オンライン」ランプが点
灯します。 

本文中では、 オンライン  と表記します。 

改行／書体 本スイッチはオンライン時とオフライン時で機能が異な
ります。 
〔オンライン状態のとき：書体〕 
・ 全角漢字、及び半角漢字の書体を切替えます。 
・ 「書体」ランプが消灯している時に本スイッチを押

下すると、ゴシック体選択状態となります。「書体」
ランプが点灯します。 

・ 「書体」ランプが点灯している時に本スイッチを押
下すると、明朝体選択状態となります。「書体」ラ
ンプが消灯します。 

・ 漢字書体は、セットアップモード、または書体切替
えコマンドでも切替え可能です。 

・ データ受信中、または印字動作中は、本スイッチは
無効です。 

〔オフライン状態のとき：改行〕 
・ 1 回押すたびに、1／6 インチずつ改行します。 
・ 押し続けると、連続して改行を行います。 
本文中では、 改行  と表記します。 

改ページ 〔オンライン状態のとき〕 
本スイッチは無効です。 

〔オフライン状態のとき〕 
【連帳モード時、単票モード（カットシードフィーダー未
搭載）時】 
・ 用紙を 1 ページ分送ります。 

【単票モード（カットシードフィーダー搭載）時】 
・ カットシートフィーダーにセットされた単票用紙を

吸入します。 
・ 用紙が吸入された状態で、本スイッチを押すと用紙

を排出してから、カットシートフィーダーから次の
用紙の吸入を行います。 

本文中では、 改ページ  と表記します。 
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スイッチ名称 機   能 

用紙カット／高速 本スイッチはオンライン時とオフライン時で機能が異な
ります。 
〔オンライン状態のとき：用紙カット〕 
連帳モードのとき 
印字ヘッドがページの先頭印字位置にあるときは、カ
ット位置まで用紙を送ります。 
もう一度押すと、用紙が元の位置に戻ります。 

単票モードのとき 
このスイッチは無効です。 

〔オフライン状態のとき：高速〕 
高速印字モードと通常印字モードを切り替えます。 
高速印字モードのときは、「高速」ランプが点灯します。 
(注) 高速印字モードは、通常印字モードに比べて文字

構成の密度が粗くなります。用途や目的に応じて
使い分けてください。 

本文中では、 高速  と表記します。 

用紙セット 〔オンライン状態のとき〕 
本スイッチは無効です。 

〔オフライン状態のとき〕 
連帳モードのとき 
・ 用紙なし状態のときは、用紙を印字開始位置まで送

ります。 
・ 用紙あり状態のときは、用紙が退避位置まで後退し

ます。 
単票モードのとき 
【カットシードフィーダー未搭載時】 
・ 用紙なし状態のときは、リアカバーにセットした用

紙を印字開始位置まで送ります。 
・ 用紙あり状態のときは、用紙の排出動作をします。 

【カットシードフィーダー搭載時】 
・ 用紙なし状態のときは、カットシードフィーダーか

らの用紙の吸入を行います。 
・ 用紙あり状態のときは、用紙の排出動作をします。 

本文中では、 用紙セット と表記します。 
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◆ 2 個のスイッチを使って操作するとき（微小改行）

次のスイッチの組合せで、微小改行等の操作を行うことができます。 

名  称 スイッチ 機 能 

▲微小正改行 オンライン

＋ 

改行 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンライン を押しながら、改行 を押

すと、1 回押すたびに 1／180 インチ単

位で正方向に微小改行します。 

・ 押し続けると、連続して微小正改行し

ます。

▼微小逆改行 オンライン

＋ 

改ページ 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンライン を押しながら、改ページ  を

押すと、1 回押すたびに 1／180 インチ

単位で逆方向に微小改行します。 

・ 押し続けると、連続して微小逆改行し

ます。

リセット オンライン

＋ 

高速 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンライン を押しながら、高速 を押す

とブザーが鳴り、リセット動作を行い

未印字データが消去されます。 

用紙の吸入量の 

調整 

オンライン

＋ 

用紙セット 

〔オフライン状態のとき〕 

・ オンライン を押しながら、用紙セット を

押すと用紙の吸入量を調整できる状態

になります。 

・ 用紙の吸入量を調整する方法は「用紙

の吸入量を調整する」（40ページ）を

参照してください。

◆ スイッチを押しながら電源を入れるとき

名  称 スイッチ 機 能 

機能設定の変更 用紙セット 用紙セット スイッチを押しながら電源を
入れると機能設定が変更できる状態になり
ます。 

行間ズレを直す 高速 
＋ 

改ページ 

高速 スイッチと 改ページ スイッチ押し
ながら電源を入れると、行間ズレを直すた
めの調整パターンを印字します。 
「行間ズレを直す」（38ページ）を参照し
てください。 

テスト印字をする 改行 改行 スイッチを押しながら電源を入れる
とテストパターンを印字します。 

「テスト印字をする」（109 ページ）を参
照してください。 
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機能設定を変える ––––––––––––––––––––– 

ここでは、プリンターの各機能の設定変更の内容と、設定の変えかた

について説明します。 

■ 機能設定の変えかた 

機能設定の変更を行う場合は、まずトップカバーを開いてメニュー

印字が見えるようにしてください。 

機能設定の変更は、次の手順で行います。 

 

1 トップカバーを開いてプリンターにＡ４タテの用紙をセットする 

用紙のセットのしかたは「第３章 用紙のセット」（47 ページ）を参照

してください。 

2 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

3 機能設定を変更できる状態にする 

用紙セット スイッチを押しながら電源を入れます。 

以下のメニューを印字し、プリンターの機能設定が変更できる状態

になります。 

 

※印字ヘッドの位置が選択する項目を示します。 

 
メニューの内容は次のとおりです。 

メニュー名 内 容 
設定 プリンターの機能設定を変更します。 
終了 プリンターの機能設定を終了します。 

設定一覧 現在の設定内容を印字します。 
初期化 現在の設定内容を初期設定に戻します。 

セットアップ開始 
 
設定              終了            設定一覧         初期化 
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4 メニューを選択する 

改ページ スイッチを押して、選択する箇所に印字ヘッドを移動させ
ます。 

改行 スイッチを押すと選択した項目を実行します。 

「設定」を選択したとき ： 機能設定を変更できる状態になります。
→ 5 へ 

「設定一覧」を選択したとき ： 設定一覧を印字します。 

「初期化」を選択したとき ： 設定を初期化後機能設定の変更を終了

します。 

5 設定内容を変更する 

メニューで〔設定〕を変更すると、設定項目の大項目メニューが印

字されます。（下図） 

 
 
 
 
設定変更したい大項目を選択し、「改行」スイッチを押下すると、

最初の設定項目を印字し、現在設定されている設定値にアンダーラ

インを付加して印字します。 

・ 設定値数が 6 個以上の場合、設定値は縮小文字で印字されます。 

・ 印字ヘッドは、アンダーラインを付加した機能の位置に停止します。 

・ 改ページ スイッチを押すと、選択する箇所に印字ヘッドを移動

します。 

・ 改行 スイッチを押すと、選択した内容が設定され、次の設定内

容が印字されます。 

・ 高速 スイッチを押すと、選択した内容が設定され、一つ前の設

定内容が印字されます。 

・ オンライン スイッチを押すと、大項目メニューに戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

装置機能設定 余白量設定 ESC/P設定 補正量設定 その他の設定 

ホストインタフェース 
自動                   ＦＭ                ＡＴ 
自動                   ＦＭ                ＡＴ 
 
モード設定 
自動            ＦＭ（消灯）        ＥＳＣ／Ｐ（点灯） 
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6 初期メニューに戻る 

オンラインスイッチを押すと 3 と同じメニューを印字します。 

 

 

7 機能設定の変更を終了する 

改ページ スイッチを押し、印字ヘッド を「終了」の箇所に移動し

て、改行 スイッチを押すと機能設定の変更が終了します。 

注２） 機能設定の変更中に「用紙切れ」状態になったとき、機能設定を継続する

には以下のようにして下さい。 

単票動作時 ： 次の用紙をセットすると自動的に印字開始位置まで吸入

され、機能設定を継続できます。 

連帳動作時 ： 用紙送りトラクターに連続帳票用紙をセットして、用紙セット  

スイッチを押すと用紙を印字開始位置まで吸入し、機能設

定を継続できます。 

注３） 機能設定を変更中に電源が切れた場合には、設定した内容は保証されま

せん。 

 

設定              終了            設定一覧         初期化 
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■ 機能設定の種類 

 

表中の初期設定とは、ご購入時にすでに設定してある値をいいます。 

○印のついている設定項目が初期設定です。 

◆ 設定項目 

【装置機能設定】 

機能名 設定内容 初期値 内 容 
インタフェースタイプ 自動 ○ 使用するインターフェイスを設定します。 

USB インターフェイスが未搭載（セントロの

み）の場合は、本項目は印字されません。 
セントロ  

ＵＳＢ  

ホストインタフェース ＡＴ ○ パラレルインターフェイス(セントロニクス

インターフェイス)使用時にプリンターが接

続されているホストを設定します。 

「自動」の場合はホストに接続したときに自

動的に切り替わります。 

ＦＭ  

自動 
 

モード設定 

 

自動  電源投入直後のエミュレーションモードを

設定します。 

「自動」に設定すると、『ホストインタフェ

ース』の設定内容により次のようにモードが

決まります。 
(注 2) 

ＦＭ 

（消灯） 
 

ＥＳＣ／Ｐ 

（点灯） 

○ 

 ホストインタフェース モード設定  
ＦＭ ＦＭ 

ＡＴ ＥＳＣ／Ｐ 
 

オートローディング 無効  単票用紙がセットされてから用紙の吸入が

開始されるまでの時間を設定します。 

「無効」を選択した場合は、用紙を吸入しま

せん。 

0.5秒  

1.0秒 ○ 

1.5秒  

2.0秒  

単票用紙無し検出 検出する ○ 単票モード時の単票用紙無しを検出する／

しないを設定します。 検出しない  

印字方向 両方向 ○ 電源投入時の印字方向を設定します。 

片方向  

漢字書体 明朝体 ○ 電源投入時の全角漢字および半角漢字の書

体を設定します。 ゴシック体  
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機能名 設定内容 初期値 内 容 
ブザー 鳴動する ○ ブザーの鳴動する／しないを設定します。

「鳴動しない」を選択すると、一切鳴らなく

なります。 
鳴動しない  

セントロ受信バッファ 有り ○ 『インタフェースタイプ』設定において、「セ

ントロ」を選択した場合の、受信バッファー

の有無を設定します。 

無し 
 

注 1） 「自動」識別されたときも含まれます。 

注 2） FM OASYS を使用する場合は、装置機能設定を以下の設定にしてください。 

・「インタフェースタイプ」 → ｾﾝﾄﾛ 
・「ホストインタフェース」 → FM 
・「セントロ受信バッファ」 → 無し 

注 3） 『セントロ受信バッファ』の設定について 

『セントロ受信バッファ』の有無およびサイズは、『インタフェースタイプ』の設定により、以下のようになります。 

『インタフェースタイプ』 『セントロ受信バッファ』の有無 受信バッファ―のサイズ 

搭
載
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス 

パ
ラ
レ
ル
（
セ
ン
ト
ロ
） 

USB 

  

自動 

● ● 有り 16KB 

● ● 有り 16KB 

●  有り 『受信バッファサイズ』に従う 

セントロ 『セントロ受信バッファ』に従う 16KB 

ＵＳＢ 有り 16KB 

ＬＡＮ 『セントロ受信バッファ』に従う 16KB 
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【余白量設定】 

機能名 設定内容 初期値 内 容 
上端余白量指定 ドライバ指定

優先 
○ 

用紙吸入時の上端余白量の指定方法を設定

します。 

「ドライバ指定優先」を選択した場合は、

プリンタードライバーから指定された上端

余白に従います。 

「セットアップ優先」を選択した場合は、

機能設定の【余白量設定】で指定した上端

余白量に従います。 

セットアップ

優先 

 

単票上端余白量 

ＥＰ 

4.2mm  ESC/Pモードにおける、単票手差し挿入口お

よびカットシートフィーダーから吸入した

用紙の上端から第一行印字文字の上端まで

の量で設定します。 

8.5mm ○ 

22.0mm  

連帳上端余白量 

ＥＰ 

4.2mm  ESC/Pモードにおける、トラクターから吸入

した用紙の上端から第一行印字文字の上端

までの量で設定します。 
8.5mm ○ 

22.0mm  

単票上端余白量 

ＦＭ 

4.2mm  FMモードにおける、単票手差し挿入口およ

びカットシートフィーダーから吸入した用

紙の上端から第一行印字文字の上端までの

量で設定します。 

9.1mm  

14.3mm  

22.0mm ○ 

連帳上端余白量 

ＦＭ 

4.2mm  FMモードにおける、トラクターから吸入し

た用紙の上端から第一行印字文字の上端ま

での量で設定します。 
22.0mm ○ 

連帳下端余白量 8.5mm ○ 連帳用紙の用紙下端から印字可能最終行の

文字の下端までの量で設定します 80mm  

 
 
 
【ＥＳＣ／Ｐ設定】 

機能名 設定内容 初期値 内 容 
ＬＡＮ接続 有効 ○ LANカード(オプション)によるLAN接続の有

効／無効を設定します。 

本項目は、fit3250プリンターで、LANカー

ド搭載時のみ表示されます。 

無効  

連帳ページ長 11インチ ○ 連帳用紙のページ長を設定します。 

連帳用紙のみの有効な値です。 

プリンタードライバーを使って印字した場

合、連帳ページ長は、プリンタードライバ

ーからの指定値で動作します。 

12インチ  

連帳ミシン目スキップ 0インチ ○ 連帳用紙のミシン目を挟んでスキップする

量を設定します。 1インチ  

文字品位 ＬＱ ○ ANK文字の文字品位を設定します。 

ＤＲＡＦＴ  
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機能名 設定内容 初期値 内 容 
縮小文字 標準印字 ○ 印字文字の大きさを設定します。 

縮小印字  

コードテーブル カタカナ ○ ANKコード表を設定します。 

拡張グラフィ

ックス 

 

ＡＮＫ書体 クーリエ ○ ANK文字の書体を設定します。 

サンセリフ  

プレステージ  

ＯＣＲ－Ａ  

ＯＣＲ－Ｂ  

国際文字 日本 ○ 国際文字の出力種類を設定します。 

アメリカ  

文字間 １０ＣＰＩ ○ ANK文字の文字ピッチの大きさを設定します。 

１２ＣＰＩ  

行間 ６ＬＰＩ ○ 改行ピッチの大きさを設定します。 

８ＬＰＩ  

ＣＲコード ＣＲ ○ CR コードの機能を、印字指令とするか、印

字改行指令とするかを設定します。 

「＊ＡＦＸＴ」を選択した時の CR コードの

機能は、電源投入，*INIT受信時の*AUTO FEED 

XT信号の状態により決定されます。 

*AFXTの設定は、『インタフェースタイプ』

が「自動」または「セントロ」に設定され

ている時に有効となります。 

『インタフェースタイプ』が「ＵＳＢ」に

設定されている時に*AFXTに設定すると、CR

コードは「CR」となります。 

ＣＲ＋ＬＦ  

＊ＡＦＸＴ  

オートティアオフ 有効  連帳用紙のオートティアオフの有効／無効

を設定します。 

オートティアオフとは、印字が終了し、ま

たは印字データを印字し終了するごとに自

動的に用紙カット位置まで用紙を送る機能

です。 

無効 ○ 

ＳＬＣＴＩＮ 有効 ○ SLCT IN信号の有効／無効を設定します。 

無効  

ＤＣ１/ＤＣ３ 有効  DC1/DC3コマンドの有効／無効を設定します。 

無効 ○ 

ゼロフォント字体 スラッシュ 

無し 
○ 

ANK コードの 0（ゼロ）の字体を「0」とす

るか「 」とするかを設定します。 

クーリエフォントに対してのみ有効とな

ります。 
スラッシュ 

有り 
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【補正量設定】 

補正量設定では、用紙のたわみにより生じる、累積改行ズレを補正する機能設定です。 
本設定により単票手差し、連帳用紙について補正量を設定することができます。 

機能名 設定内容 初期値 内 容 
単票（手差し） 

改行補正量 

-1.5mm  単票（手差し）用紙に対する累積改行補正量

(注５)を設定します。 

（約 254mm 改行した時の改行ズレ量を補正

します。印字位置が上にズレている場合は+

方向の補正を行います） 

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

+1.5mm  

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ  

ＣＳＦ改行補正量 -1.5mm  カットシートフィーダー用紙に対する累積

改行補正量(注５)を設定します。 

本項目は fit3250プリンターでのみ設定可

能です。 

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

+1.5mm  

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ  

連帳改行補正量 -2.0mm  連帳用紙の用紙吸入後の初期の累積改行補

正量(注５)を設定します。 

（１ページ目に対してその後のページの印

字ズレ量を補正します。印字位置が上にズレ

ている場合は+方向の補正を行います） 

-1.5mm  

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

+1.5mm  

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ  

連帳改行補正量 

（最終頁） 

-1.5mm  連帳用紙の最終ページに対する累積改行補

正量(注５)を設定します。 

（最終ページの下端から約 80mmの改行ズレ

量を補正します。印字位置が上にズレている

場合は+方向の補正を行います） 

-1.0mm  

-0.5mm  

0mm ○ 

+0.5mm  

+1.0mm  

+1.5mm  

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ  

注 4） 補正結果は使用する用紙の種類により変わる場合があります。 
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【その他の設定】 

機能名 設定内容 初期値 内 容 
単票自動オンライン 有効 ○ 単票用紙吸入後、自動的にオンラインとす

るかを設定します。 

用紙の自動吸入、スイッチによる吸入とも

に行います。 

無効  

連帳自動オンライン 有効 ○ 連帳用紙吸入後、自動的にオンラインとす

るかを設定します。 無効  

用紙外印字防止 有効 ○ 用紙の左右端を検出し、印字領域を超える

データの処理方法を設定します。 無効  

逆改行抑制制御 有効 ○ 逆改行抑制制御を行うかどうかを設定します。 

縦倍文字やマルチパス文字など、１回の印

字起動により複数パスとなる文字を印字す

る際に生じる逆改行を、極力少なくする制

御です。「有効」設定時は不要な逆改行が

無くなります。 

無効  

連帳改行時 

リボン保護制御 

有効  連帳改行時に印字ヘッドが用紙送り穴位置

に停止した場合、用紙送り穴位置を避けて

改行し、リボンを保護するか／しないかを

設定します。 

無効 ○ 

用紙カット 

引き戻し制御 

精度優先  用紙カット引き戻し時の動作方法を設定し

ます。 

「速度優先」設定時は、用紙送り出しを行

った分だけ引き戻しを行い、元の位置（ペ

ージ先頭位置）に戻ります。 

「精度優先」設定時は、用紙後退により用

紙無しを検出した場合（用紙が切り取られ

た場合）に用紙再吸入動作を行います。 

速度優先 ○ 

スキップ印字 有効 ○ 1行中の印字データ間に一定量の空白部分

がある場合に、空白部分をスキップ（変速

動作）するかどうかを設定します。 

ただし、空白の前後にある印字データの印

字速度が異なる場合（ＬＱ文字＋空白＋Ｃ

Ｑ文字 等）は、本設定に関わらず、空白

部分での変速動作を行います。 

無効  

エラー監視機能 有効 ○ ニブルモード要求により、ステータス情報

を送信バッファーにセットするかどうかを

設定します。 

本設定は、ESC/Pエミュレーションに対して

のみ有効です。 

無効  
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  メモ   
 



第 2 章 プリンターの機能とその使いかた 

38 

行間ズレを直す –––––––––––––––––––––––
縦罫線などを正逆両方向で印字するときに生じる行間ズレを直します。 
標準印字圧と高複写モードの２つの印字圧について、通常印字、高速

印字およびドラフト印字の各々のモードで行間ズレを直すことができ

ます。 

行間ズレは、次の手順で直します。 

1 10インチ幅以上の連続用紙または A4タテの単票用紙をセットする

（fit3250プリンターでは 15インチ幅以下または A4タテの単票用

紙となります） 

用紙のセットのしかたは「第３章 用紙のセット」（47 ページ）を参

照してください 

2 高速 スイッチと 改ページ スイッチを押しながら、電源を入れる

イメージ印字速度で調整用パターンを印字します。

矢印（←と→）は、印字ヘッドの移動方向を示します。

LQ 速度 
←｜  ｜  ｜  ｜ 
→｜  ｜  ｜  ｜ 
←｜  ｜  ｜  ｜ 
→｜  ｜  ｜  ｜ 
←｜  ｜  ｜  ｜ 
→｜  ｜  ｜  ｜ 

3 調整用パターンの印字が始まったら、調整を行う

・ 印字ヘッドの移動方向と同じ方向に印字結果を移動させるとき
改行 スイッチを押します。

押し続けると、印字ヘッドの移動方向が変わるたびに約 0.06mm ずつ 

矢印と同じ方向に印字結果が移動します。 

・ 印字ヘッドの移動方向と逆の方向に印字結果を移動させるとき
改ページ スイッチを押します。

押し続けると、印字ヘッドの移動方向が変わるたびに約 0.06mm ずつ 

矢印と逆の方向に印字結果が移動します。 

・ 印字モードを切り替えるとき
調整パターン印字中に 高速 スイッチを押します。

高速 スイッチを押すたびに、通常印字モード（ＬＱ速度）→高速

印字モード（ＣＱ速度）→ドラフト印字モード（ＤＱ速度）の順に

切り替わります。 
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・ 印字モードにより、「高速」ランプと「オンライン」ランプの状態

が次のようになります。

モード

ランプ
標準印字 高速印字 ドラフト印字

「高速」 消灯 点灯 点灯

「オンライン」 消灯 消灯 点灯

・ 用紙セット スイッチを行端で押下すると「書体」ランプが点滅し、

高複写モードでの正常印字ずれ補正となります。 

高複写モードでも通常印字、高速印字およびドラフト印字のそれぞれ

について調整を行ってください。 

（fit3250 プリンターでカットシートフィーダー搭載時の単票モード

時は、カットシートフィーダーから自動的に用紙を吸入して印字を行

います。） 

・ 本モードでの調整パターンは、以下のように印字されます。

印字圧モード（標準印字圧／高複写印字圧），印字速度（標準／高速

／ドラフト）の状態が、調整パターン（｜）の前に印字されます。

印字圧モード／印字速度 タイトル印字

標準印字圧／通常印字 標準印字圧／LQ 速度 

標準印字圧／高速印字 標準印字圧／CQ 速度 

標準印字圧／ドラフト印字 標準印字圧／DQ 速度 

高複写／通常印字 高印字圧／LQ速度 

高複写／高速印字 高印字圧／CQ速度 

高複写／ドラフト印字 高印字圧／DQ速度 

4 調整が終わったら、オンライン スイッチを押す

調整した内容がプリンターに記憶され、調整パターンの印字が終了

し、オンライン状態になります。 

注） オンライン スイッチを押さないと、調整した内容がプリンターに登録されず

電源を切ると元の状態に戻ります。 

調整は、通常印字速度、高速印字速度、ドラフト印字速度の順で行ってく

ださい。 

標準印字圧／LQ 速度

→｜  ｜  ｜  ｜  ｜ 

←｜  ｜  ｜  ｜  ｜ 

・

・

・
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用紙の吸入量を調整する –––––––––––––––– 

用紙の自動吸入（オートロード）時の用紙吸入位置を、行方向に微調

整します。工場出荷時に、用紙の吸入量（印字開始位置）は初期設定

値(8.5mm)に調整されていますが、ずれている場合は、この機能で調整

してください。連続帳票用紙、単票用紙それぞれの吸入量を調整でき

ます。用紙の吸入量は、次の手順で調整します。 

 

1 プリンターに用紙をセットする 

用紙のセットのしかたは「第３章 用紙のセット」（47 ページ）を参

照してください 

2 オフライン状態で オンライン スイッチを押しながら、用紙セット 

スイッチを押す 

プリンターの用紙吸入量を調整できる状態になります。 

3 用紙の吸入位置を調整する 

上端余白を大きくしたいとき 改行 スイッチを押します。 

一回の操作で、１／180 インチ（約 0.14ｍｍ）補正します。 

上端余白を小さくしたいとき 改ページ スイッチを押します。 

一回の操作で、1／180 インチ（約 0.14ｍｍ）補正します。 

本モード中に 高速 スイッチを押すと、  を１行印字します。 

吸入量を確認するときに使用してください。 

4 調整が終わったら、オンラインスイッチを押す 

調整した内容がプリンターに記憶され、オンライン状態になります。 

注） オンライン スイッチを押さないと、調整した内容がプリンターに登録され

ず、電源を切ると元の状態に戻ります。 

調整は、単票時の補正、連帳時の補正があります。『連帳／単票切替え

レバー』にて状態を切替え、それぞれの補正を行います。 

5 用紙をセットして、用紙吸入量が適切かどうか確認する 
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■ カット位置の補正方法 

カット位置に用紙を送り出したときに、プリンターの用紙カッタ位置

と用紙のミシン目がずれている場合は次の手順で位置を補正できます。

連帳用紙の送り出し量をそれぞれ補正できます。 

約９ｍｍの補正が可能です。 

1 オンライン状態で 用紙カットスイッチを押し用紙をカット位置

に送る 

2 用紙送り出し後もスイッチを押したまま、改行または改ページス

イッチを押しカット位置を合わせる 

3 用紙カッタ位置に用紙のミシン目が合ったら用紙カットスイッ

チを離す 

新たな用紙カットの送り出し量として設定されます。 

・ 正方向（用紙を送り出す方向）に補正するとき 

改行スイッチを押します。 

1 回スイッチを押すごとに用紙を正方向に 1/180 インチ補正さ

れます。 

・ 逆方向（用紙を戻す方向）に補正するとき 

改ページスイッチを押します。 

1 回スイッチを押すごとに用紙を正方向に 1/180 インチ補正さ

れます。 

注) 用紙カットスイッチを離した時点で送り出し量が設定されますので 

途中でスイッチを離した場合は手順 1から やり直してください。 
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自動検出機能  ––––––––––––––––––––––––

このプリンターには、以下の自動検出機能があります。 

 用紙無し検出

印字中に用紙がなくなると、印字動作が停止して、「用紙切れ」ラ

ンプが点灯し、ブザーが鳴ってオフライン状態になります。

◆ カバーオープン検出

トップカバーが開いた（カバーオープン）ことを検出し、動作を一

時中断させる機能です。

オンラインアイドル中にカバーオープンを検出した場合、ブザーを

鳴動し、オフライン状態に移行します。

印字動作の途中でカバーオープンを検出した場合、その印字動作は

中断されます。

カバーオープン検出中（アイドル中、印字動作中共に）は、全ての

スイッチ操作が無効となります。

◆ 用紙左右端検出

印字ヘッドを左から右に移動しながら、TOF センサーで用紙の左右端

を検出して、印字領域を制御する機能です。 

本機能は、機能設定【その他の設定】で『用紙外印字防止：有効』

に設定されている時のみ行います。 

 印字ヘッド昇温検出

印字ヘッドの過熱状態を検出すると、1 行を 3 回に分けて印字し、印

字ヘッドの劣化を防止します。 

 ヘビーデューティーパターン検出

高密度の印字（50％以上）を行うと、1 行を 3 回に分けて印字します。

 異常電流検出

プリンター内で異常電流が流れたときは、プリンター保護のために

自動的に電流を切断します。この状態で電源スイッチを“ON”にし

ても、約 1 分間は電源が投入出来ません。数分後、電源を再投入し

てください。 
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エラー表示機能 –––––––––––––––––––––––

このプリンターには、操作パネルの各ランプの点滅でアラーム内容を

識別する機能があります。 

エラー発生時に点滅するランプによりアラーム内容を識別できます。 

対処方法については第５章 保守と点検のプリンターがうまく動かな

いときの｢用紙切れ｣ランプが点滅するとき（100 ページ）を参照して

ください。 
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◆ プリンターアラーム

下記アラームが発生した場合、オペレータ・パネルの LED ランプ点滅によ

り、アラームを通知します。 

ランプ 

アラーム名

用
紙
切
れ

高
速

モ
ー
ド

書
体

オ
ン
ラ
イ
ン

発 生 条 件

LES アラーム （b） （b）
スペースイニシャル動作実行中

に LES 検出ができませんでした

オーバーロードアラーム （a）（a） （a）

印字中に過負荷となり 3 分割印

字となったが電源電圧が復旧し

ませんでした 

低電圧アラーム （b）（b） （b）
印字中以外に電源電圧が所定の

レベルより低下しました

過電圧アラーム （a）（a） 
電源電圧が所定のレベルよりも

高くなりました 

ROM/RAM アラーム （a）（a） （a）（a）

以下のエラーが発生しました 

・サムチェックエラー

・リード/ライトエラー

・CG-ROM 未搭載

注１） (a) (b)は、ランプ点滅の周期パターンを表します。 

空白は、消灯を表します。 

LED ランプ点滅周期は、以下の通りです。 

長

点

灯

数

短

点

灯

数

点  滅  周  期

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

（ａ） ０ ２ 

（ｂ） ０ ３ 

 160ms（点滅間隔） 

1280ms（周期） 

注２）  はランプ点灯を表します。 上記の周期で、点滅を繰り返します。 
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◆ プリンターエラー

下記エラーが発生した場合、オペレータ・パネルの LED ランプ点滅により、

エラーを通知します。

ランプ 

エラー名

用
紙
切
れ

高
速

モ
ー
ド

書
体

オ
ン
ラ
イ
ン

発 生 条 件

連帳／単票切り換え 

レバーエラー

－ (ｃ) － － 用紙が吸入されている状態

で、連帳／単票切り換えレバ

ーを切り換えました 

排出ジャムエラー － － － (ｃ) 用紙の排出に失敗しました 

吸入ジャムエラー ○ － － － 用紙の吸入に失敗しました 

注３） (ｃ)は、ランプ点滅の周期パターンを表します。 

“○”は点灯、空白は消灯、“－”は状態変化無しを表します。 

LED ランプ点滅周期は、以下の通りです。 

長

点

灯

数

短

点

灯

数

点  滅  周  期

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

（ｃ） ０ １ 

 160ms（点滅間隔） 

1280ms（周期） 

注４）  はランプ点灯を表します。 上記の周期で、点滅を繰り返します。 

！注意！ 使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になります。

温度が下がるまで触らないでください。 
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第３章 

用紙のセット 

この章では、用紙のセットのしかた、用紙厚の調整のしかた、

印字開始位置、行間ズレの直しかた、および用紙吸入量の調整

方法について説明します。 

用紙をセットする ······························· 48 
連続帳票用紙をセットする ···················· 48 
単票用紙をセットする ························ 55 

用紙のセット（カットシートフィーダー搭載時） ·· 58 
自動給紙印字の用紙のセット ·················· 58 
手挿入印字の用紙のセット ···················· 62 
カットシートフィーダー搭載状態で

連続帳票をご使用の場合 ··················· 64
用紙厚を調整する ······························· 67 
印字開始位置について ··························· 69 

印字開始位置（行方向）を微調整する ··········· 69 
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用紙をセットする ––––––––––––––––––––– 

このプリンターでは、連続帳票用紙および単票用紙が使用できます。 

 

 

■ 連続帳票用紙をセットする 

連続帳票用紙に印字する場合はリアカバーを取り付けてください。 

リアカバーを取り付けない状態で印字すると、排出した用紙が用紙送り

トラクターに巻き込まれて紙づまりを発生する場合があります。 

連続帳票用紙のセットは、次の手順で行います。 

1 プリンターの電源を入れる 

電源スイッチが「｜」側に倒れていることを確認します。 

2 連帳／単票切替えレバーを「連帳」側にセットする 

 

 
 

 

連帳側 



第 3 章 用紙のセット 

49 

3 使用する用紙の厚さ、枚数に合わせて用紙厚調整レバーをセット

する 

下表を目安にレバーを目盛に合わせます。（詳細は、55ページ参照) 

 

 

 

！注意！ 用紙厚調整レバーは、正しく設定してください。 

用紙の厚みに対して、レバーが正しくセットされて

いないと、きれいに印字できないことがあります。 

印字の周囲が汚れるときは目盛りを大きめに、印字

がカスレるときは目盛りを小さめに設定してくだ

さい。 

4 用紙送りトラクターのロックを外し、用紙押さえを開く

リアカバーを開け、用紙送りトラクターのロックレバーをプリンタ

ーに向かって押し上げてロックを解除し、トラクターが左右に移動

できるようにします。次に用紙押えを開き、用紙をセットできる状

態にします。

用紙枚数 用紙厚調整レバーの目盛 

１枚 ① ～ ②

２～３枚 ② ～ ③

４枚 ③ ～ ④

５枚 ④ ～ ⑤

用紙圧調整レバー 

連帳／単票切替えレバー 

「連帳」側 ロックレバー

用紙送り 

トラクター

リアカバー
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5 用紙送りトラクターに連続帳票用紙をセットする 

用紙送りトラクターのピンに連続帳票用紙の送り穴を通し、用紙押え

を閉じます。 

右側の用紙送りトラクターを下図に示す位置にすると、左端余白（用

紙左端からの余白）が最小値（約 11.4mm）となりますので目安にして

下さい（プリンタードライバーを使用して印字する場合はこの位置に

合わせます）。 

用紙幅が５インチ以下の用紙をセットする場合は、必ずトラクター位

置をこの位置に合わせて用紙をセットしてください。 

左側の用紙送りトラクターを用紙が軽く張るくらいに位置を調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！注意 ！ 

 

 

 

用紙づまりを防ぐために、次の点に注意してくだ

さい。 

用紙を用紙送りトラクターにセットするとき、用

紙を張りすぎないようにトラクターの幅を調整し

てください。 

（用紙送りトラクターのピンと用紙のスプロケッ

ト穴の中心が一致するようにします。） 

 

 

 

用紙押え 

用紙押え 
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6 リアカバーから、リアカバーフタを外して倒す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！注意 ！ 

 

 

 連帳用紙をセット後は、用紙の巻き込み防止のため

リアカバーフタは閉めてください。 

7 連続帳票用紙を印字開始位置まで送る 

1) プリンターをオフライン状態にします。 

（「オンライン」ランプが消灯した状態です。）  

2) 用紙セットスイッチを押して、用紙を印字開始位置まで送ります。 

印字開始位置の微調整については、69ページを参照してください。 

 ！注意 ！ 

 

 

 

連帳用紙を使用するときは、左右の用紙ガイドが紙

に触れないようにしてください。 

用紙ガイドは用紙の端から離した位置に移動してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ！注意 ！ 

 

 

 連帳用紙を吸入後は、微小改行にて用紙を送るなど

して、プラテンノブを手回しで回さないで下さい。 

 

リアカバー 

リアカバーフタ 

用紙 ガイド

（右） 

リアカバー 
連帳用紙 

用紙ガイド（左） 

○           × 
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8 オンラインスイッチを押して、オンライン状態（「オンライン」ラ

ンプ点灯）にし、パソコンから印字データを送る 

（注）用紙を排出するには、次の方法があります。 

・ 印字ヘッドがページの先頭印字位置にあるときは、オンライン

状態にして用紙カットスイッチを押すと、用紙がカット位置

まで送られます。 

・ オフライン状態にして改ページスイッチを押します。 

1 回押すたびに、1 ページ分の用紙が送られます。 

 

 ガイド  

・印字中はトップカバーを閉めてください。 
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◆ 連続帳票用紙の置きかた 

連続帳票用紙は、下図（○印）のように置いてください。用紙の流れ

が机の角などに当たって妨げられると、正しく用紙が送られないので

改行ズレ、斜行印字などが発生することがあります。用紙の配置に注

意してください。 

 

 

リアカバーを水平に倒した状態で使用すると、改行の乱れなどの原

因となります。必ずリアカバーを立てた状態で使用してください。 

 

 
○ × 

プ 

リ 

ン 

タ 
ー 
側 

面 

 

 

  

 

 

 

 

 

カットシートフィーダー取り付け時は、補助脚が台にのるようにします。 

プ 

リ 

ン 

タ 

ー 

背 

面 

 

 

 

 

プリンターの用紙出口と用紙の置く位置のズレをなくしてください。 

お願い 
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 連続帳票用紙の後退動作 

連続帳票用紙の後退動作を連続して行うと、トラクターから用紙が外

れる場合がありますので、注意して下さい。 

 印字済みの用紙について 

印字済みの用紙が印字ヘッド付近に残っている状態で次の用紙をセッ

トすると、正しく用紙をセットしない場合があります。 

印字済みの用紙を取り除いてから用紙をセットしてください。 

 複写用紙について 

複写用紙を印字するときは、リアカバーを立てて印字してください。

リアカバーを水平にして印字すると、1 枚目（オリジナル）と 2 枚目

以降（複写）の印字位置がズレることがあります。 

 トラクターユニットの取り付け 

トラクターユニットが外れた場合は、以下の手順で取り付けてください。 

１． プリンターの電源を切る。 

２． リアカバー、防音カバーを開きます。 

３． トラクターユニットの溝をスタッド１に合わせて入れ、そのまま

下に下ろしてスタッド２にはめ込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタッド 1 

スタッド 2 

スタッド 2 

スタッド 1 
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■ 単票用紙をセットする

単票用紙は、連続帳票用紙をセットしたままでもセットできます。 

単票用紙は 1 枚ずつセットしてください。 

単票用紙のセットは、次の手順で行います。 

1 連帳／単票切替えレバーを「単票」側にセットする

2 使用する用紙の厚さ、枚数に合わせて用紙厚調整レバーをセット

する 

下表を目安にレバーを目盛に合わせます。（詳細は、55ページ参照) 

 

 

※ 行間ズレ(縦棒のつなぎの左右ズレ)

が大きい場合には、用紙厚調整レ

バーの目盛りをＡまたはＢに設定し

てください。

！注意！ 用紙厚調整レバーは、正しく設定してください。 

用紙の厚みに対して、レバーが正しくセットされて

いないと、きれいに印字できないことがあります。 

印字の周囲が汚れるときは目盛りを大きめに、印字

がカスレるときは目盛りを小さめに設定してくだ

さい。 

用紙枚数 用紙厚調整レバーの目盛 

１枚 ① ～ ②

２～３枚 ② ～ ③

４枚 ③ ～ ④

５枚 ④ ～ ⑤

はがき ⑤ ※

単票側 

用紙圧調整レバー 
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3 リアカバーを立てる 

 

4 用紙ガイドの位置を調整し単票用紙をセットする 

左側の用紙ガイドを突き当たるまで右側に寄せた位置にすると、左

端余白（用紙左端からの余白）が最小値（約 4～6mm）となりますの

で左端余白量の目安にして下さい（プリンタードライバーを使用し

て印字する場合はこの位置に合わせます）。 用紙幅が５インチ以

下の用紙をセットする場合は、必ず用紙ガイドをこの位置に合わせ

て用紙をセットしてください。 

リアカバーに刻印されている目盛りは、1/10 インチ（約 2.54mm）刻

みです。用紙の目安にしてください。 

右側の用紙ガイドを、用紙の幅に合わせて移動します。 

用紙ガイドに沿って、印字する面を下に向け、用紙をまっすぐに入

れます。 

 

！注意！  
 

・複写用紙をのりづけした単票用紙は、のりづけ部

分からプリンターに挿入します。 

・はがきを使用するときは、『プリンター編』「第

４章 用紙について」の「はがきを使用するとき」

(85 ページ)を参照してください。 

 

連帳／単票切替えレバー 

「単票」側 

リアカバー 

用紙ガイド 
桁スケール 
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5 以下の手順で、単票用紙を印字開始位置に送る 

オートローディングを「有効」（31 ページ参照）に設定していると

きは、自動的に印字開始位置まで送られます。 

1) プリンターをオフライン状態にします。 

（「オンライン」ランプが消灯した状態です。） 

2) 用紙セットスイッチを押し、用紙を印字開始位置まで送ります。 

印字開始位置の微調整については、69ページを参照してください。 

送られた用紙がまっすぐセットされなかったときは、用紙セットスイ

ッチを押していったん単票用紙を排出し、再度セットしてください。 

6 オンラインスイッチを押して、オンライン状態（「オンライン」ラ

ンプ点灯）にし、パソコンから印字データを送る 

注）用紙を排出するには、オフライン状態にして用紙セットスイッチを押し

ます。 

 

 ガイド  

・ トップカバーを外す場合は、垂直に立ててから上へ持ち上げ

てください。また、トップカバーを取り付ける場合は、取り

外しと逆の手順で行ってください。 

・ 印字中はトップカバーを閉じてください。 
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用紙のセット 

(カットシートフィーダー搭載時) ––––––––––– 
fit3250 プリンターでは、オプションのカットシートフィーダーを搭載

することによりセットした単票用紙を一枚ずつプリンターへ送り出し、

印字した用紙をスタッカーへ排出することができます。 

カットシートフィーダーを使用して印字を行う場合には、カットシート

フィーダーにセットした単票用紙を自動的に送って連続的に印字を行う

場合（自動給紙印字）と，手挿入口から手動で用紙を一枚ずつセットし

て印字を行う場合の二通りがあります。 

■ 自動給紙印字の用紙のセット 

単票用紙をセットして自動的に紙送りを行い印字する場合は，次の手順

で行います。 

1 プリンター装置の電源を ON にする 

（この時セットされている用紙は排出されます。） 

2 プリンターの連帳／単票切替レバーを「単票」側にセットする 

3 紙厚調整レバーをセットする用紙の紙厚に合わせてセットする 

紙厚調整レバーのセット位置は67ページを参照してください。 

 

連帳／単票切替レバー 

紙厚調整レバー 

電源スイッチ 
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4 リリースレバーを“開”の位置にする 

5 左側用紙ガイドの位置を決める 

左側の用紙ガイドをスケールの“・”マークの最右端に合わせると、

左端余白（用紙左端からの余白）が最小値（5.08mm）となりますの

で目安にして下さい（プリンタードライバーを使用して印字する場

合はこの位置に合わせます）。B4 横等の幅広用紙を使用する場合は、

用紙の大きさに応じて移動します。 

注） 左側用紙ガイドを … マークを越えて移動すると正常動作ができ

ない場合があります。 

はがきは，左側用紙ガイドを▼マークの位置でご使用ください。 

6 用紙を揃えて左右の用紙ガイドの上に載せてセットする 

（一度にセットできる用紙の量は左側用紙ガイドの赤線までです。） 

 

 

 

用紙 

左側用紙ガイド 

左側用紙ガイド 

右側用紙ガイド 

リリースレバー 

赤線 
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7 用紙セット後，左右の用紙ガイドと用紙の側面が軽く触れる程度

に右側用紙ガイドを合わせ、左右の用紙ガイドのロックレバーを

奥に倒してロックする 

注） 用紙と用紙ガイドとの間に隙間がある場合は，右側用紙ガイドを左

へ動かして隙間をなくしてください。なお，ガイドを用紙に強く押

し付けると吸入不良を起こすことがありますのでご注意ください。 

 

8 リリースレバーを矢印の方向へ回す 

単票用紙をセットするときは“閉”，はがきをセットするときは，

“ハガキ”の位置にリリースレバーを合わせます。 

 

                                 

 

× 強く押し付けた場合 

○ 軽く合わせた場合 

用紙 

リリースレバー 
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9 用紙および用紙のセット時のご注意 

・ 用紙は，直射日光の当たらない場所に保管してください。また，用紙

は立て掛けないで水平に保管したものをご使用ください。 

・ 乾燥し過ぎた場所，また湿った場所に保管した用紙は，吸入不良を起

こし易いので，湿度には十分ご注意ください。 

・ セットする場合は，図のように用紙さばきを行った後，机に上などで

用紙の上下，左右をきれいに揃えた上でセットしてください。 

 

用紙のさばき方 用紙の揃え方 

・ 用紙はカール方向を合わせてセットしてください。 

用紙は，湿度などの影響でカールしていることがありますので，補充

および別梱包の用紙を合わせてセットする場合，カール方向を合わせ

てセットしてください 

（背中合わせにするとダブルフィードを起こす場合があります）。ま

た，少しカールのある場合は，カール方向を下図のようにセットして

ください。 

・ 用紙は同一種類のものをセットしてください。 

銘柄の異なるもの，連量（紙厚）の異なるものを混在させてセットし

ないでください。 

 

 

用紙 
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■ 手挿入印字の用紙のセット 

1 プリンター装置の電源を ON にする 

2 紙厚調整レバーをセットする用紙の紙厚に合わせてセットする 

3 連帳／単票切替レバーを「単票」側にセットする 

4 用紙の左側をスケールの“・”マークの最右端に合わせて手挿入

口から挿入する 

A3 用紙を横長方向で使用する場合は，左側の▼マークに合わせます。 

用紙は左右を平行に，軽く突き当たる所まで挿入してください。 

注） 用紙の左側は， … マークの範囲内で使用してください。 

右端の“・”マークが左端余白の最小(5.08mm)となる位置の目安です。 

プリンタードライバー使用時はこの位置に用紙をセットして下さい。 

用紙の左側が … マークの範囲外で使用しますと，正常動作ができない場

合があります。はがきは，右側の▼マークの位置で使用してください。 

ハガキをセットした場合

ハガキの場合
A3用紙の場合
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5 操作パネルの「オンライン」スイッチを押下し，「オフライン」

状態に切り替える 

6 「用紙セット」スイッチを押す 

（単票用紙が自動的に印字開始位置まで吸入されます。） 

7 操作パネル上の「オンライン」スイッチを押して「オンライン」

状態に切り替える 

◆ 手挿入用紙のご使用時の注意点 

 

カットシートフィーダーを搭載した状態で、手挿入の複数ページ印

字を行う場合、２ページ目以降はカットシートフィーダーから用紙

を吸入します。 

手挿入で複数ページを印字する場合は、カットシートフィーダーを

外してから印字してください。 
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■ カットシートフィーダー搭載状態で連続帳票をご使用の場合 

このカットシートフィーダーをプリンター装置に搭載した状態で、連続

帳票を使用できます（連続帳票をプリンターへセットする方法について

は、48ページを参照してください）。 

1 プリンター装置の電源を ON にする 

2 操作パネルの「オンライン」スイッチを押し，プリンター装置を

「オフライン」状態（オンラインランプが消えた状態）に切り替

える 

3 使用する帳票の厚さ，枚数に応じて紙厚調整レバーをセットする 

（紙厚調整レバーのセット位置は，67ページを参照してください。） 

4 連帳／単票切替レバーを「連帳」側にセットする 

5 操作パネルの「用紙セット」スイッチを押す 

（連続帳票用紙は印字開始位置まで送られます。） 

6 操作パネルの「オンライン」スイッチを押して「オンライン」状

態に切り替える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連帳／単票切替レバー 

操作パネル 

電源スイッチ 

紙厚調整レバー 

連続帳票用紙 
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7 スタッカーサポートを下図の位置（割合比）に動かす 

       

 連続帳票のご使用時の注意点 

カットシートフィーダーを搭載した状態で連続帳票を使用の場合、

次の点にご注意ください。 

1 連続帳票が前面に倒れる場合がありますので連続帳票の繰り出

しは最初のミシン目が用紙ガイド金具を乗り越える位置まで送

り出す 

 

用紙ガイド金具 

スタッカーサポート 
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2 用紙の流れをスムーズにするため，プリンター装置と用紙の位置

は下図のように置く 

 

 

3 カットシートフィーダーのリリースレバーを“開”にする 

 

 

連続帳票 

カットシートフィーダー 
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用紙厚を調整する ––––––––––––––––––––– 

適切な印字をするために、用紙の厚さや枚数に応じて印字ヘッドと

プラテンの間隔を調整します。 

用紙厚調整レバーが①の位置にあるとき、印字ヘッドとプラテンの

間隔は、最も狭くなり、“D”の位置のとき最も広くなります。 

 

 

用紙厚調整レバーの目盛 
印字ヘッドとプラテンの間隔と 

セットできる用紙枚数  ※1 

① 1枚 

② 1～3枚 

③ 2～4枚 

④ 4～5枚 

⑤ 5枚、はがき 1枚 ※2 

A～C ⑤以上の広さ 

⑤では印字ヘッドとプラテンの間隔が狭いときに、A～C

の順に用紙厚調整レバーをセットしてみてください。 

D 印字ヘッドとプラテンの間隔が最も広くなります。 

リボンカセットを交換するときや、用紙づまりを取り

除くときに、用紙厚調整レバーをセットします。 

※1 用紙とは、連続帳票用紙または単票用紙をさします。 

※2 はがきは、郵便はがきとし、連量 160kg とします。 

用紙のリボンによる汚れが気になる場合は、用紙厚調整レバーの目盛

り位置をひと目盛り大きく設定してください。 

用紙圧調整レバー 

狭い 

広い 
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！注意！  
 

使用する用紙に対して、用紙厚調整レバーのセットが

適切でないときは、次のような現象が起こることがあ

ります。 

用紙厚に対して用紙厚調整レバーのセットが広すぎ

るとき 

・ 印字のかすれや、印字抜けが生じることがあり

ます。 

用紙厚に対して用紙厚調整レバーのセットが狭すぎ

るとき 

・ 印字中にリボンがはずれたり、たるんだりして印

字ヘッドの故障の原因になることがあります。 

・ 用紙の端面が切れたり、しわになったりすること

があります。 

・ リボンによって用紙が汚れることがあります。 

・ 用紙の送りが悪くなることがあります。 

・ キャリアが正常に動かないことがあります。 
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印字開始位置について –––––––––––––––––– 

必要に応じてセットした用紙の行方向の印字開始位置を変えます。 

印字開始位置を調整するときは、カードガイドのリブ（    ）が

文字の中心を示しているので、これを目安にして用紙を合わせます。 

 

■ 印字開始位置（行方向）を微調整する 

操作パネルのスイッチ操作で、行方向の印字位置を微調整できます。 

1 プリンターをオフライン状態にする 

（「オンライン」ランプ消灯。点灯しているときは、オンラインス

イッチを押します。） 

2 行方向の印字開始位置を微調整する 

・正方向（用紙を送り出す方向）に微調整するとき 

オンラインスイッチを押しながら、改行スイッチを押します。 

正方向に 1/180 インチ改行します。 

押し続けると、連続して正改行します。 

・逆方向（用紙を戻す方向）に微調整するとき 

オンラインスイッチを押しながら、改ページスイッチを押します。 

逆方向に 1/180 インチ改行します。 

押し続けると、連続して逆改行します。 

！注意！  
 

用紙を引っ張ったり、プラテンノブを回しての微調

整は行わないでください。 

用紙の改行が乱れる原因となります。 

リブ 
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第４章 

用紙について 

この章では、使用できる用紙と取り扱い上の注意点について説
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連続帳票用紙 ––––––––––––––––––––––––– 

このプリンターで使用できる連続帳票用紙は、次のとおりです。 

 用紙の寸法 

連続帳票用紙の寸法を下図に示します。 

 

 

記 号 
寸 法 

fit3150 fit3250 

Ｙ（用紙幅） 101.6 mm 

～ 

266.7 mm 

(4～10.5 インチ) 

101.6 mm 

～ 

419.1 mm 

(4～16.5 インチ) 

Ｔ（折り畳み長さ） 101.6 mm 以上 

(4 インチ以上) 

101.6 mm 以上 

(4 インチ以上) 
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 用紙の構成枚数 

オリジナルを含む用紙の構成枚数と用紙の厚さ (連量) の組合わせは、

下表のとおりです。 

用紙種類 枚数 連量（kg） 備  考 

一枚用紙 1P 45,55,70  

ノンカーボン紙 2P 34,43,55,(70) （ ）内の連量の用紙は、

複数つづりの一番下の用

紙のみ使用可能です。 
3P 34,43,(55,70) 

4P 34,(43,55,70) 

5P 34,(43,55) 

裏カーボン紙 2P 34,45,55,(70) 

3P 34,45,(55,70) 

4P 34,(45,55,70) 

5P 34,(45,55) 

中カーボン紙 2P 30,40,45,(55,70) 

3P 30,40,(45,55) 

4P 30,40,(45,55) 

5P 30,40,(45,55) 

注 1) 連量とは、四六判(788×1091mm）の用紙 1000 枚の重量を kgで示した値です。 

注 2) ノンカーボン紙および裏カーボン紙の連量は、用紙メーカーによって多少異な

る場合があります。その場合、表の数値に近いものを選んでください。なお、裏

カーボン紙は、多湿環境で使用しないでください。 

注 3) 中カーボン紙は、間に挿入されるカーボン紙を用紙 1 枚に相当するものとして

数え、複写枚数は 5P までです。 

中カーボン紙に使用するカーボン紙の厚さは、0.03mm 以下としてください。 

注 4) 用紙の種類および保管状況により、印字品質に差が出る場合があります。不具

合が発生する用紙については、その度合いが容認できるものであるかどうか判

断の上ご使用ください。 

注 5) 全体の用紙厚さは、0.33mm 以下にしてください。 

注 6) とじられた用紙の大きさは、各層とも互いに同一になるようにしてください。 
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 用紙のとじかた 

連続帳票用紙の重ね合わせのとじ方は、「点のりとじ」にしてください。 

片側しかとじてない用紙は正しく給紙されない場合がありますので使

用しないでください（層間ズレ、改行ズレ、用紙ジャムの原因となり

ます）。 

のりづけ方法はいろいろありますが、折り曲げやすいように点のりで、

各層間で交互の位置にのりづけする方法をおすすめします。 

と
じ
方
法 

点のりとじ 

説 

明 

図 

 

用
紙
枚
数 

５枚まで 

備
考 

本プリンターに最も適したとじ方です。 

注１) 上記説明図では、帳票の片側のみ示していますが、実際には両側をのりづけし

てください。 

注 2) 完成した用紙の折畳み部分を平らに伸ばしたときのふくらみは、下図に示すよう

に 1mm 以下になるようにしてください。 

連帳ミシン目に山折れ／谷折れ部のふくらみが大きい用紙は改行精度が乱れる

場合がありますのであらかじめ確認のうえ使用してください。 

 

注 3) 用紙づまりや印字ズレの原因になるので、紙ホチキスとじは使用しないでください。 

注 4) 帳票のスプロケット穴の層間でのズレが 0.4mm 以下のものを使用してください。 

！注意！  
 

金属ホチキスとじは使用しないでください。 

プリンターが故障する原因となります。 
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 ミシン目の入れ方 

ミシン目の入れ方によっては、用紙送りに悪影響を与えることがあり

ます。 

特に 1 枚用紙の場合、ミシン目を強く入れると、使用中にミシン目か

ら破けることがあります。 

ミシン目の入れ方は、次のようにしてください。 

・ 1 枚用紙のミシン目（縦、横ミシン目共）のカット（切る部分）、ア

ンカット（切らない部分）の比率は、約 3：1 にしてください。 

・ 横ミシン目のアンカット寸法（両端部 C）は、1mm以上にしてください。 

・ 縦ミシン目と横ミシン目の交点部は、交点アンカット(b),(c)の方法

にしてください。（(c)の方法を推奨します）交点カット(a)は行わ

ないでください。 

・ 複写用紙についても同様の注意が必要です。あらかじめ確認の上、

使用してください。 

 

注 1) ミシン目上に印字すると、用紙にキズがついたりプリンターの故障となること

がありますので、下の図に示す斜線部には印字しないでください。 

単位 mm 

記号 A B 

寸法 3以上 3以上 
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 印字領域 

連続帳票用紙の印字領域を下図に示します。 

 

 

記号 項 目 
寸 法 

fit3150 fit3250 

A 上端余白 4.2mm 注 1) 

B 印字品質低下領域 25.4mm 注 2) 

C 横打ち出し 注 3） 

D 最終印字 注 3） 

E PE 検出 約 8.5mm または約 80mm   注 4) 

G 印字品質低下領域 約 80mm 注 5) 

K 下端余白 8.5mm 以上 

L 上端余白 8.5mm 以上 

T 用紙長さ 101.6mm 以上（4 インチ以上） 

Y 用紙幅 
101.6～266.7mm 

（4～10.5 インチ） 

101.6～419.1mm 

（4～16.5 インチ） 

印字保証領域 

印字可能領域 

印字可能領域 

印字可能領域 

印字保証領域 
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注 1) A 値の出荷時の値は、8.5mmに調整されています。第 2章「機能設定を変える」

（28 ページ）の機能設定で上端余白を変更できます。 

注 2) 用紙上端およびミシン目の上下1インチの間は、改行が乱れることがあります。 

注 3) C､D 値は、用紙幅と印字桁数に左右されますが、最小 5.08mm とします。 

第 2 章「機能設定を変える」で『用紙外印字防止』の設定が”有効”に設定され

ている場合、約 14.0mm となります。 

注 4) オーバーライド機能により、8.5mm まで印字可能です。 

注 5) G の領域はトラクターから外れた領域です。改行が大きく乱れることがあります。 

！注意！  
 

G 値(80mm)～8.5mm の間は、用紙によっては改行できな

いものがあります。この場合は、機能設定の「連帳下端

余白量（最終頁）」設定を 80mm に変更して、G 値以下

の印字は行わないでください。 

 

！注意！  
 

複写紙の場合、用紙をプラテンロールに巻き付けて搬送

する方式であるため、用紙の層間ズレが生じます。 

層間ズレ量は、用紙の綴じ方や用紙の構成枚数及び厚さ

により違いがでるため、ご使用される複写紙によっては

用紙の自動吸入時の用紙吸入位置が初期設定位置に対

してズレる場合があります。 

その場合は、「用紙の吸入量を調整する」（40 ページ

参照）にて位置を調整してご使用願います。 

 

 



第 4 章 用紙について 

78 

 はがき用紙 

このプリンターでは連続帳票のはがき用紙を使用できます。 

● 用紙サイズおよび印字領域 

 
 

記号 項 目 
寸 法 

fit3150 fit3250 

A 横打ち出し 5.08mm 以上(1/5 インチ) 

B 最終印字 5.08mm 以上(1/5 インチ) 

C 上下端余白  注 1） 8.46mm 以上(1/3 インチ) 

D 印字品質低下領域 25.4mm(1 インチ) 注 2) 

E 印字可能領域 16.94mm(2/3 インチ) 注 2) 

Y 用紙幅 
228.6～266.7mm 

(9～10.5 インチ) 

228.6～330.2mm 

(9～13 インチ) 

T 用紙長さ 
203.2～355.6mm 

(8～14 インチ) 

注 1) C 値内では印字ユニットの横移動はさせないでください。 

用紙のふくらみなどにより、リボン汚れおよび用紙引っ掛けの原因になります。 

注 2) D、E 値内では、多少改行が乱れることがあります。 

注 3) 印字領域内にミシン目がある場合、印字はそのミシン目から 5.08mm 以上離

してください。ただし、折畳み部以外のミシン目は、カットおよびアンカット比

を 2：1 にしてください。 

 連量紙 

135kg 以下とし、枚数は 1 枚のみとします。 

 

 ミシン目の入れ方 

一般連続帳票用紙と同様です。 
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単票用紙 ––––––––––––––––––––––––––––– 

このプリンターで使用できる単票用紙は、次のとおりです。 

また、やむを得ず規格外の用紙を使用する場合は、十分に確認を行

ってから使用してください。 

 用紙の寸法 

 fit3150 fit3250 

横幅 101.6～266.7mm 101.6～420.0mm 

縦長さ 76～364mm 76～420mm 

 

 用紙の構成枚数 

オリジナルを含む用紙の構成枚数と用紙の厚さ（連量）の組合わせは、

下表に示すとおりです。 

ただし、カットシートフィーダー（fit3250 プリンターオプション）

では複写用紙は使用できません。カットシートフィーダーで使用でき

る用紙については、82ページの「カットシートフィーダー（オプショ

ン）で使用できる用紙」を参照してください。 

用紙種類 枚数 連量（kg）(注 1) 備考 

一枚用紙 1P 45,55,70  

ノンカーボン紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,43,55,(70) 

34,43,(55,70) 

34,(43,55,70) 

34,(43,55) 

（ ）内の連量の用

紙は、複数つづりの

一番下の用紙のみ使

用可能です。 

裏カーボン紙 

(注 2) 

2P 

3P 

4P 

5P 

34,44,55,(70) 

34,44,(55,70) 

34,(44,55,70) 

34,(45,55) 

注 1) 連量とは、四六判（788mm×1091mm）の用紙 1000枚の重量を kgで示します。 

注 2) ノンカーボン紙および裏カーボン紙の連量は、メーカーによって多少異なる

場合がありますが、その場合は表の数値に近いものを選んでください。 

注 3) 中カーボン紙は、単票用紙の場合使用しないでください。 

注 4) 全体の用紙厚は、0.33mm 以下にしてください。 



第 4 章 用紙について 

80 

 複写用紙のとじかた 

単票複写用紙は、用紙上端がのり付けされている用紙（天のりとじ用

紙）を使用して下さい。横のりとじ用紙を使用すると、用紙吸入不足

や斜行印字などが発生することがありますので、使用しないでくださ

い。また、のり付け部が波打っていたり、のりがはみ出していない用

紙を使用してください。 

 

 

注 1) のり付け部が極端に硬くなったり、波打ったりしないようにしてください。 

注 2) のり付け部が簡単に外れてバラバラにならないようにしてください。 

注 3) のりがはみ出さないようにしてください。 
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 印字領域 

単票用紙の印字領域を下図と下表に示します。 

 

 A（mm） B（mm） C（mm） D（mm） E（mm） F（mm） G（mm） H（mm） 

上端 

余白 

下端 

余白 

左端 

余白 

右端 

余白 

印字可

能領域 

印字可

能領域 
用紙長さ 用紙幅 

fit3150 
4.2 

注 1) 
約 40.0 

5.08 

注 3) 

5.08 

注 3) 
4.2 25.4 

76.0～ 

364.0 

101.6～ 

266.7 

fit3250 
76.0～ 

420.0 

101.6～ 

420.0 

注1) 上端余白 A 値は、用紙上端から文字上端までの寸法です。 

ただし、工場出荷時の上端余白量は 8.5mm に調整されています。 

注2) 斜線部内に印字はできますが、送り精度を必要とするものは印字しないでくだ

さい。 

注3) D値は、用紙幅と印字桁数に左右されますが、最小 5.08mm(1/5インチ)とします。 

注4) タック紙（ラベル紙）を使用した場合、用紙上端から 40mm 以下の範囲で逆改

行動作をしますと改行が乱れますので、精度を必要とする場合は逆改行動作

をさせないで下さい。 

 

印字可能
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カットシートフィーダー 

 （オプション）で使用できる用紙 –––––––– 
fit3250 プリンターでは別売りのカットシートフィーダーを搭載す

ることにより、セットした複数枚の単票用紙を自動でプリンターへ

送りだすことができます。 

品 名 型 名 

カットシートフィーダー FIT3200CSF 

 

カットシートフィーダーで使用できる用紙は、自動給紙印字と手挿

入印字の場合では条件が異なります。 

 使用できる用紙 

 
枚数 紙質 

連量 

(kg) 

用紙幅 

(mm) 

用紙の長さ 

(mm) 

使用できる 

用紙サイズ 

自動給紙 

印字 
1枚もの 

PPC 用紙 

上質紙 
55～70 182～364 182～364 B5 縦～B4 横 

郵便はがき (FIT3200CSF1 のみ) 

幅：100mm   長さ：148mm 

縦横サイズとも使用でき

ます 

手挿入 

印字 

1枚もの 

PPC 用紙 

上質紙 
55～70 182～420 182～420 B5～A3 

上質紙 40 182～257 182～364 B5～B4 横 

和紙 

用紙厚 

0.07～

0.11 

182～364 182～364 B5～B4 

郵便はがき 

幅：100mm  長さ：148mm 

縦横サイズとも使用でき

ます 

2～3 枚 
ノンカー

ボン紙 
34 182～364 182～364 B5～B4 

注） 用紙の吸入不良または印字ズレが生じる原因となりますので、次の用紙は

使用しないでください。 

・ ミシン目および用紙のコーナーに丸みのついた用紙 

・ 罫線などの印字されている用紙（プレプリント用紙） 
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 複写用紙のとじかた 

手挿入口から使用する複写用紙は、用紙の上端がのり付けされている

用紙（天のりとじ用紙）を使用して下さい。 

 

 

注 1) のり付け部が極端に硬くなったり、波打ったりしないようにしてください。 

注 2) のり付け部が簡単に外れてバラバラにならないようにしてください。 

注 3) のりがはみ出さないようにしてください。 

 



第 4 章 用紙について 

84 

 印字領域 

印字領域を下図と下表に示します。 

 

 A (mm) B (mm) C (mm) D (mm) E (mm) F (mm) G (mm) H (mm) 

上端 

余白 

下端 

余白 

左端 

余白 

右端 

余白 

印字可

能領域 

印字可

能領域 

用紙 

長さ 
用紙幅 

自動給紙 

印字 4.2 

注 1) 

30.0 

以下 

約 8.9 

注 3) 

注 4) 

約 8.9 

以上 

注 4) 

4.2 

以上 
25.4 

182.0～ 

364.0 

182.0～ 

364.0 

手挿入 

印字 

182.0～ 

420.0 

182.0～ 

420.0 

注 1) 上端余白 A 値は、用紙上端から文字上端までの寸法です。 

注 2) BとFに印字はできますが、送り精度を必要とするものは印字しないでください。 

注 3) 左端余白 C 寸法は、用紙ガイドを▼印に合わせたときの基準値です。手挿入

でA3用紙を横長で使用するときは、左端余白C寸法がB5～B4用紙とは異な

ります。 

注 4) C と D の値は、手挿入で使用した場合は条件外です。 
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とじ穴の開けかた ––––––––––––––––––––– 

印字領域内にとじ穴をあけないでください。やむを得ず印字領域内

にとじ穴をあけるときは、とじ穴部と印字が重ならないようにして

ください。 

 

はがきを使用するとき –––––––––––––––––– 

はがきを使用するときは、次の点に注意してください。 

・ はがきは、郵便はがき（公社製はがき）を指します。 

・ 用紙厚調整レバーを④または⑤にセットしてください。( 67 ペー

ジ参照) 

・ はがきに印字する前に、はがきと同じサイズの用紙を使ってため

し印字をし、印字がはがきからはみ出さないことを確認してくだ

さい。 

市販のはがきは、用紙の種類によってはきれいに印字できないこ

とがあります。 

・ 一度折り目をつけた往復はがきは使用しないでください。また、

往復はがきを二つ折りにして印字することはできません。 

・ 往復はがきは、縦長に挿入してください。 

 用紙サイズおよび印字領域 

 

記

号 
項 目 寸法 (mm) 

A 上端余白 4.73 以上 

B 下端余白 4.73 以上 

C 左端余白 5.08 以上 

D 右端余白 5.08 以上 

E 用紙長さ 100，148，200 

F 用紙幅 100，148 

 

 

 

 

注） 往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 

私製はがきを使用する場合は、十分に確認を行ってから使用してください。 



第 4 章 用紙について 

86 

プレプリント用紙を使用するとき ––––––––– 

あらかじめ文字や枠などを印刷してある用紙（プレプリント用紙）

を作成したり、使用したりするときは、次の点に注意してください。 

 光反射率 60％以下の色（例えば黒）を使用する場合 

・ プレプリント用紙に光反射率 60％以下の色（例えば黒）を使用する

ときは、下図の斜線部内を避けてください。 

 

・ やむを得ず斜線部内に印字するときは、次のようにしてください。 

(1) 斜線内に印字する横線の太さは、下図に示すように 8mm 以下に

してください。 

 

(2) (1)の横線が連続するときは、下図に示すようにすきまを 8mm

以上あけてください。 

 

注） 線の太さが 0.5mm 以下のときは、すきまが 4mm 以上でも可能です。 

(3) 斜線内に縦線を入れるときは、線の太さを 0.5mm 以下とし、斜

線内に 1 本までとしてください。 
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・ 用紙の端面付近に印字するときは、下図に示すように用紙の端面か

ら 8mm 以上離してください。 

 

注） 線の太さが 0.5mm 以下のときは、すきまが 4mm 以上でも可能です。 

 

 

 罫線枠の幅 

罫線枠のある用紙（プレプリント用紙）に印字する場合、罫線枠の幅

が 6mm 以下の用紙は、用紙のたわみや吸入セット位置のズレなどによ

って、印字した文字が罫線枠上に重なったり、はみだしたりすること

がありますので、事前に試し印字で印字位置を確認するようにしてく

ださい。 

なお、罫線枠は上下左右に 2.5mm 程度の余裕をもたせることを推奨い

たします。 
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取扱い上のご注意 ––––––––––––––––––––– 

 用紙の保管、取扱いについて 

・ 用紙を保管したり、取り扱ったりするときは、変形、破損が生じな

いように注意してください。 

・ 湿気の多い所での保管は、絶対に避けてください。 

・ 排出された単票用紙を長時間放置したり、大量の単票用紙を排出し

た場合、用紙がカールする、用紙が崩れる、などにより次の排出が

適切に行えなくなります。排出された用紙は、すみやかに取り除い

てください。 

・ 用紙厚さに段差のある用紙や穴のあいている用紙は、印字カスレ、

リボンによる用紙汚れや印字ヘッドピン折れの原因になりますの

で、十分に試し印字をしてください。 

・ 用紙の上端がカールしていたり、折れたりしている用紙は、装置内

部で用紙走行不良を起こしやすいので、カール／上端折れがない用

紙をご使用ください。 
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 特殊用紙について 

・ この章に記述した仕様以外の用紙は、使用しないでください。用紙

づまりなどのトラブルの原因となります。 

・ 再生紙の種類によってはリボンカセットの寿命が短くなったり、用

紙づまりが起きたりすることがあります。このときは、使用を中止

し、紙質の良いものに変更してください。 

 

 使用できない用紙 

次のような用紙は使用しないでください。次のような用紙を使用する

と、用紙送りが不安定になり、紙づまり、折れ、および印字ずれの原

因となります。 

最悪の場合には、印字ヘッドのピンが折れる可能性もあります。 

・ ピン、クリップ、ホチキスの針など金属の付いている紙 

・ のり付け面が露出している紙、波打っている紙、はがれている紙 

・ 連続帳票用紙の横ミシン目以外で折りたたんだ紙 

・ 複写紙において、オリジナルと複写紙で大きさの異なる紙、または 

部分的に複写枚数が異なる紙 

・ とじ方法が線のりとじ、紙ホチキスとじの複写用紙 
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第５章 

保守と点検 

この章では、リボンカセットの交換、用紙づまりやプリンター

がうまく動かないときの処置、テスト印字のしかた、清掃のし

かた、輸送のしかた、およびアフターサービスについて説明し

ます。 
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プリンターを輸送するとき ························· 112 
プリンタードライバーの入手方法 ··················· 112 
消耗品の廃却について ····························· 113 
アフターサービス ································· 114 
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リボンカセットを交換する –––––––––––––– 

■ リボンカセットの種類 

このプリンターで使用するリボンカセットは、下表のとおりです。 

商 品 名 商品番号 備 考 

リボンカセット 

SDM-11（黒） 
0327110 黒色のリボンカセットです。 

サブカセット 

SDM-11（黒） 
0327120 詰め替え用黒リボンです。 

 

上記製品のご購入については、プリンターをご購入頂いた販売店にお

問い合わせください。 

 

 ！注意 ！  誤 飲 インクリボンをお子様が口に入れたりなめたりし

ないようにしてください。 

健康を損なう原因となることがあります。 

 

 

・リボンカセットは、指定の純正品の使用をお奨めします。 

純正品は製品とともに開発し、製品の性能および品質を発揮す

る最適な仕様となっております。 

・インクリボンがたるんだ状態で使用しないでください。 

たるんだまま印字を開始すると、インクリボンがからまった

り、巻きとりがロックすることがあります。 

・使用済みのリボンカセットは、不燃物として地方自治体の条例

または規則に従って処理してください。 

 

 

■ 交換のしかた 

リボンカセットの交換は、次の手順で行います。 

1 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

2 フロントカバーを開ける 

お願い 
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3 印字ヘッドをイジェクションカバーの●部（緑）に移動する 

 ！注意 ！  
 

印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。 

温度が下がったことを確かめてから、中央に寄せて

ください。 

4 リボンカセットの両脇を押して、プリンターから取り外す 

 
新しいリボンカセットの取付けは、17 ページの「リボンカセットを

取付ける」を参照してください。 

■ サブカセットの交換のしかた 

サブカセットの交換は、次の手順で行います。 

 
1 サブカセットの表と裏にあるストッパーを持って「LOCK」側に引

き、ローラーB を離反させる 

 

 

ローラーA 

ローラーA 

ローラーB 

ストッパー 

ストッパー 
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2 フタを固定している 3 つのフックを外してフタをあけ、使用済の

リボンとインクカートリッジを取り出す 

3 ローラーA を矢印の方向に傾けながら、新しいインクカートリッ

ジを装着する 

4 サブカセットケースを逆さにセットし、保護フィルムを静かに引

き剥がす 

5 リボン反転部で反時計方向にひねりながら、カセットに通す 

6 「PUSH」部を押しながら、サブカセットケースをゆっくりと引き

上げる 

7 元の様にカセットフタを閉めてストッパーを解除する 

ローラーA を 2～3 回転まわし、リボンがスムーズに送られることを

確認してください。 

8 使用済のリボンとインクカートリッジは、袋などに入れて廃却

する 

 



第 5 章 保守と点検 

96 

用紙づまりのとき ––––––––––––––––––––– 

■ 連続帳票用紙がつまったとき 

用紙づまりを起こしたときは、用紙を無理に引っ張らず、静かに取り除

きます。 

まず、はじめに取り出しやすいように連続帳票用紙をミシン目でカット

します。 

 

その後、用紙づまりの状態に合わせて、次の手順で用紙を取り除き

ます。 

 用紙の入口付近での用紙づまり 

1 オフライン状態にする 

（「オンライン」ランプが消灯している状態です。） 

2 用紙送りトラクターのロックレバーを解除して用紙押さえを開

き、用紙を取り除く 

ミシン目 
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 印字ヘッドとプラテンの間での用紙づまり 

微小改行（27 ページ参照）を行って、用紙を取り除きます。 

それでも用紙が取り除けないときは、次の処置を行います。 

1 プリンターの電源を切る 

2 プラテンを逆方向に回して用紙を取り出す 

 用紙の出口付近での用紙づまり 

1 プリンターの電源を切る 

2 用紙送りトラクターのロックレバーを解除し、用紙押さえを開く 

3 用紙厚調整レバーを“D”の位置にセットする 

4 用紙が取り出しやすいように印字ヘッドを動かし、用紙を取り除く 

・ この方法で用紙が取り除けないときは、連続帳票用紙 4 枚を重ね

たものを用紙送りトラクターにセットし、プラテンを正方向に回

して用紙を取り除きます。 

このとき、印字ヘッドが用紙の中央部にくることを確かめてから

行ってください。 

 

！注意！  
 

印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。 

温度が下がったことを確かめてから、印字ヘッドを

動かしてください。 
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■ 単票用紙がつまったとき 

用紙づまりを起こしたときは、用紙を無理に引っ張らず、静かに取り

除きます。 

用紙づまりの状態に合わせて、次の手順で用紙を取り除きます。 

 用紙の入口・出口付近での用紙づまり 

1 オフライン状態にする 

（「オンライン」ランプが消灯している状態です。） 

2 微小改行（27 ページ参照）を行って、用紙を取り除く 

 印字ヘッド付近での用紙づまり 

1 プリンターの電源を切る 

2 用紙厚調整レバーを“D”の位置にセットする 

3 フロントカバーを開ける 

4 印字ヘッドを、用紙が取り出しやすいように移動する 

！注意！  
 

印字した直後は、印字ヘッドが高温になります。 

温度が下がったことを確かめてから、印字ヘッドを

動かしてください。 

5 用紙を取り除く 
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カットシートフィーダー 

ご使用での紙づまりの取り除き方 ––––––– 

■ 用紙がカットシートフィーダー内に見えている場合 

1 プリンター装置の電源を「OFF」にする 

2 プラテンノブを回しながら用紙を上へ静かに引き抜く 

 

 

■ 内部で紙づまりを起こした場合 

1 プリンター装置の電源を「OFF」にし，カットシートフィーダー

をプリンター装置から取り外す 

2 カットシートフィーダーを立てて，用紙を静かに引き抜く 

 

用紙 

プラテンノブ 

電源スイッチ 
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プリンターがうまく動かないとき ––––––––– 

プリンターが動かなくなったり、きれいに印字できなくなったりした場合の処

置方法を説明します。 

故障とお考えになる前に簡単な点検で解決する場合がありますので，下表の項

目について確認してください。 

処置を行っても機能が回復しない場合は、当社 プリンター相談窓口にご相談

ください。 

■ 電源投入時の不具合 

電源を投入すると、操作パネルのランプが点灯し、各部機構の位置決

め動作と自己診断を行います。その際の異常動作に対する処置方法を

説明します。 

現象 原因 処置 

電源を投入後「電源」ラ
ンプが点灯せず、プリン
ターが動作しない。 

電源コードの接続が正しくあり
ません。 

プリンターの電源を切り、電源
コードの接続を確かめてくだ
さい。(「電源コードの接続」
16 ページ参照) 

電源を投入後、いったん
「電源」ランプが点灯す
るが消灯する。 

電圧異常を検出し、電源が自動的
に停止しました。 

電源を切って、5分間放置後、
再度電源を投入し、再現する場
合は、修理を依頼してください。 

電源投入後「用紙切れ」
ランプが点滅する。 

用紙やリボンが印字ヘッドにひ
っかかっているため、電源投入時
の印字ヘッドの左右動作(イニシ
ャル動作)が正常にできません。 

電源を切って、印字ヘッドにひ
っかかっているものを取り除
いてください。 
 

印字ヘッドを固定している輸送
用固定材が取り外されていない
ため、電源投入時の印字ヘッドの
左右動作(イニシャル動作)が正
常にできません。 

電源を切って、輸送用固定材を
取り外してください。 
(「輸送用固定材の取外し」11
ページ参照) 

モーターやセンサー、回路の故
障、その他を検出しました。 

電源を切って、再度電源を投入
し、再現する場合は、修理を依
頼してください。 

電源投入後「電源」ラン
プ以外が消灯。 

フロントカバーが開いています。 
(カバーオープンを検出しました) 

フロントカバーを閉じてくだ
さい。 
再現する場合は、修理を依頼し
てください。 
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■ 単票用紙吸入時の不具合 

単票用紙吸入がうまくできない場合の、処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

吸入しない。 プリンターがオンライン状態です。 オンラインスイッチを押してオ
フライン状態にしてください。 

連帳単票切替えレバーが「連帳」
側になっています。 

連帳単票切替えレバーを「単
票」側にして下さい。 

前回吸入した用紙を、手で引き抜
いたため、プリンターの状態が紙
有り状態となっています。 

用紙セットスイッチを押し、一
度排出動作をさせてから、再吸
入してください。 

機能設定で『オートローディン
グ』が「無効」になっています。 

用紙セットスイッチを押して
吸入させるか、機能設定を変更
してください。 

用紙検知部分で用紙に綴じ穴等
の穴があいています。 

用紙セットスイッチを押して
吸入してください。 

連帳用紙が印字開始位置まで送
られています。 

連帳用紙を退避位置まで後退
させてください。 

吸入途中で用紙がつまる。 用紙厚調整レバーの設定が正し
くありません。 

用紙厚調整レバーを正しく設
定して下さい。 

用紙の仕様が合っていません。 仕様に合った用紙を使用して
ください。（「第 4 章 用紙に
ついて」71 ページ参照） 

用紙の先端の折れ、曲がりがあり
ます。 

折れたり、曲がったりしている
用紙は使用しないでください。 

吸入後用紙切れランプが
点灯したままである。 

印字ヘッドの用紙センサーが用
紙を検出できなくなりました。 

用紙センサーを清掃してくだ
さい。（「清掃のしかた」111
ページ参照） 

プレプリントによりセンサーが
誤検出しています(プレプリント
のない用紙は問題無い)。 

プレプリントに関しては、「プ
レプリント用紙を使用すると
き」(86ページ)を参照してくだ
さい。 
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■ 連帳用紙吸入時の不具合 

連帳用紙がうまく吸入できない場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

吸入しない。 プリンターがオンライン状態で
あります。 

オンラインスイッチを押してオ
フライン状態にしてください。 

連帳単票切替えレバーが「単票」
側になっています。 

連帳単票切替えレバーを「連
帳」側にして下さい。 

前回吸入した用紙を、手で引き抜
いたため、プリンターが紙有り状
態となっています。 

用紙セットスイッチを押し、一
度排出動作をさせてから、再吸
入してください。 

単票用紙が印字開始位置まで送
られています。 

単票用紙を排出してください。 

吸入途中で用紙づまりと
なる。 

左右のトラクター間で用紙が弛
んでいます。 

左右のトラクター間隔を軽く
用紙が張る程度に調整してく
ださい。 

トラクターへ連帳用紙をセットす
るとき、左右で穴がズレています。 

正しくセットし直してください。 

用紙の上端部に損傷、折れ曲がり
があります。 

損傷したり、折れ、曲がりのある
連帳を使用しないでください。 

用紙厚調整レバーの設定が正し
くありません。 

用紙厚調整レバーを正しく設
定して下さい。 

用紙の仕様が合っていません。 仕様に合った用紙を使用して
ください。（「第 4 章 用紙に
ついて」71 ページ参照） 

印字済みの用紙が残っています。 印字済みの用紙を手で取り除
いてください。 
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■ 印字中の問題点 

印字中の問題点に対する対処方法を説明します。 

現象 原因 処置 

印字が始まらない。 「オンライン」ランプが消えてい
ます。 

オンラインスイッチを押して、
「オンライン」ランプを点灯さ
せてください。 

オンライン状態であるの
に、印字できない。 

プリンターケーブルの接続に問
題があります。 

プリンターの電源を切り、プリ
ンターとパソコンをつなぐプリ
ンターケーブルの接続を確かめ
てください。（「パソコンとの
接続」13 ページ参照） 

印字音はするのに印字し
ない。 

リボンカセットを取り付いてい
ません。 

リボンカセットを取り付けて
ください。（「リボンカセット
を取付ける」17 ページ参照） 
リボンカセットが取り付けて
あるのに印字しないときは、印
字ヘッドとリボンガイドの間
にリボンが入っているかどう
かを確かめてください。 

プリンター動作中に「用
紙切れ」ランプが点滅し、
プリンターが停止した。 

印字ヘッドの左右動作に異常が
発生しました。 
<要因> 
1. 段差のある用紙を使用して

いる。 
2. 紙厚設定が正しくない。 
3. 用紙つまりが発生した。 
4. リボンが印字ヘッドに引っ

かかった。 

電源を切って、用紙仕様、紙厚
設定を見直してください。 

全く異なる印字結果が出
力される。（不正な文字・
記号が印字されたり、ブ
ザーが鳴動するなど） 

印字中にエラーが発生した場合、
エラーを解除しないで、そのまま
再印字を行ないました。 

印字中にエラーが発生した場
合、操作パネルで“リセット”
を実行するかプリンターの電
源を一旦 OFFしてから次の印字
を行ってください。 

用紙が途中でスリップ
する。 

排紙用ローラーとプラテンロー
ラーに紙粉がついています。 

電源を切って、排紙用ローラー
とプラテンローラーを清掃し
てください。（「清掃のしかた」
111ページ参照） 
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■ 印字結果の問題点 

印字結果の問題点に対する処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

リボン汚れが出る。 用紙厚調整レバーが正しくセッ
トされていません。（適正値に対
して狭くなっている。） 

使用している用紙に合わせて
正しくセットしてください。
（「用紙厚を調整する」67 ペー
ジ参照） 

リボンカセットの交換時期が近
づいています。リボン生地の波う
ちが激しくなっています。 

新しいリボンカセットと交換
してください。 
(「リボンカセットを交換する」
93ページ参照) 

縦棒のつなぎの左右方向
にズレが大きい(行間ズ
レが大きい)。 

用紙厚調整レバーが正しくセッ
トされていない（適正値に対して
狭くなっている）ため、印字ヘッ
ドの左右動作の精度が悪くなっ
ています。 

使用している用紙に合わせて
正しくセットしてください。
（「用紙厚を調整する」67 ペー
ジ参照） 
 

行間ズレ調整が正しくありません。 「行間ズレを直す」(38 ページ)
を参照し、行間ズレを直してく
ださい。 

印字がうすい。 用紙厚調整レバーが正しくセッ
トされていません。（適正値に対
して広い） 

使用している用紙に合わせて
正しくセットしてください。
（「用紙厚を調整する」67 ペー
ジ参照）(狭めに設定し直して
ください。) 

リボンカセットの交換時期が近
づいています。リボン生地の印字
跡部の黒さが薄くなっています。 

新しいリボンカセットと交換
してください。 
（「リボンカセットを交換す
る」93ページ参照） 

印字ヘッドの交換時期が近づい
ています。 

印字ヘッドを交換してください。 
当社 プリンター相談窓口にご
連絡ください。 

印字を構成するドットが
横一列に欠ける。 

印字ヘッドのピンが折れています。 印字ヘッドを交換する必要が
あります。当社 プリンター相
談窓口にご連絡ください。 

印字の下の部分が欠ける。 リボンカセットが正しく取り付
けられていません。 
 

印字を中止して、リボンカセット
を正しく取り付けてください。 
（「リボンカセットを取り付け
る」17ページ参照） 

印字が所々でよじれたよ
うに欠ける(用紙を変え
ても発生する)。 

リボンがたるんだり、よじれたり
しています。 

印字を中止して、リボンカセッ
トを点検してください(リボン
つまみを回してリボンのよじ
れが無いか確認します)。 
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■ 印字位置の問題点 

印字位置に問題点がある場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

印字開始位置が上、また
は下にズレる。 

用紙のバラツキにより、印字位置
がわずかにズレます。 

印字開始位置を調整してくだ
さい。（「印字開始位置につい
て」69 ページ参照） 

プリンタードライバーでの余白
の設定、プリンターの上端余白の
設定がアプリケーションに適合
していません。 

アプリケーションに合わせて、
プリンタードライバーの給紙
方法、余白量設定、プリンター
の機能設定を正しく設定して
ください。 

ソフトウェアによっては上端余
白の設定を変更する必要が有り
ます。 

アプリケーションソフトの説
明書で確認してみてください。 
 

用紙上端のプレプリント禁止領
域にプレプリントがあります。 

プレプリントを修正するか、吸
入後用紙の位置合わせを行な
って印字してください。 

■ 印字位置がページによってズレる 

印字位置がページによってズレる場合の処置方法を説明します。 

現象 原因 処置 

連続用紙の印字位置がペ
ージによってズレる。 

用紙の仕様が合っていません。 仕様に合った用紙を使用して
ください。（「第 4 章 用紙に
ついて」71 ページ参照） 

連続用紙の置きかたが悪く、正し
く搬送できません。 

連続用紙は給紙口の下に置き、
斜めになったり、途中に引っか
かりのない様にしてください。
また、箱からスムーズに引きだ
されない用紙は、箱から出して
設置してください。 
（「連続帳票用紙の置きかた」
53 ページ参照） 

用紙のページ長さと、ソフトウェ
アのページ長設定値が異なって
います。 

ソフトウェアのページ長指定に
合う用紙を使用してください。 

用紙の特性により、吸入位置に対
してわずかながら印字位置がず
れる事があります。 

機能設定の種類【補正量設定】
（35 ページ参照）の値を変更し
てください。 
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■ カットシートフィーダー使用時の不具合 

現象 原因 処置 

カットシートフィーダ
ーが動作しない。給紙ロ
ーラーが回転しない。 

カットシートフィーダーがプリ
ンター装置に正しくセットされ
ていません。 

カットシートフィーダーを正
しくセットし直してください。 

カットシートフィーダー
に用紙が残っているのに
用紙が吸入されない。 

右と左の用紙ガイドで用紙をは
さんでいます。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせ
て正しくセットしてください。 

用紙が厚すぎます。 仕様にあった用紙を使用して
ください。 

カットシートフィーダーにセッ
トした用紙の枚数が多すぎます。 

用紙の枚数を単票用紙の場合
は 160 枚以内，はがきの場合は
50 枚以内にしてください（用紙
ガイドの赤線以内にセットし
てください）。 

用紙づまりになっています。 つまった用紙を取り除いてく
ださい。 

リリースレバーが“開”になって
います。 

リリースレバーを用紙の種類
に合わせて，“閉”または“ハ
ガキ”にしてください。 

プリンター装置の連帳／単票切
替レバーが，「連帳」になってい
ます。 

連帳／単票切替レバーを「単
票」側にしてください。 

複数枚の用紙が同時に
送られてしまう（ダブル
フィード）。 

用紙を十分にさばいていません。 用紙を十分にさばいてセット
してください。 

単票用紙セットで，リリースレバ
ーが“ハガキ”になっています。 

リリースレバーを“閉”にして
ください。 

用紙が薄すぎます。 
用紙に折れ，曲がりがあります。 

仕様にあった用紙を使用して
ください。 

左右の用紙ガイドの間隔に狭す
ぎるか広すぎます。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせ
てください。 

カットシートフィーダーに用紙
が不揃いの状態でセットされて
います。 

用紙をカットシートフィーダー
に正しくセットしてください。 

種類の異なった用紙が混在して
います。 

用紙の種類は一種類にして紙
置台へセットしてください。 

紙づまりが起きる。 左右の用紙ガイドの間隔が狭す
ぎるか広すぎます。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせ
て正しくセットしてください。 

仕様以外の用紙を使っています。 
用紙に折れ，曲がりがあります。 

仕様にあった用紙を使用して
ください。 

種類の異なった用紙が混在して
います。 

用紙の種類は一種類にしてカ
ットシートフィーダーへセッ
トしてください。 

カットシートフィーダーにセッ
トした用紙の枚数が多すぎます。 

用紙の枚数を単票用紙の場合
は 160 枚以内，はがきの場合は
50 枚以内にしてください（用紙
ガイドの赤線以内にセットし
てください）。 
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現象 原因 処置 

紙づまりが起きる。 カットシートフィーダー内の用
紙が不揃いの状態でセットされて
います。 

用紙をカットシートフィーダ
ー内に正しくセットしてくだ
さい。 

プリンター装置の紙厚調整レバ
ー位置が正しくセットされてい
ません（狭い）。 

紙厚調整レバー位置を使用す
る用紙厚に合わせてセットし
てください。 

給紙ローラー、プリンター装置の
用紙送りプラテンと用紙がすべ
っています。 

給紙ローラー、プリンター装置
の用紙送りプラテンを清掃して
ください。 

用紙が極端にかたむく。 用紙不良です。 新しい用紙を使ってください。 
左右の用紙ガイドの間隔が広す
ぎます。 

用紙ガイドを用紙幅に合わせ
て正しくセットしてください。 

カットシートフィーダー内の用
紙が不揃いの状態でセットされて
います。 

用紙をカットシートフィーダ
ー内に正しくセットしてくだ
さい。 

プリンター装置の紙厚調整レバ
ー位置が正しくセットされてい
ません（狭い）。 

紙厚調整レバー位置を使用す
る用紙厚に合わせてください。 

リリースレバーの位置が正しく
セットされていません。 

リリースレバーを用紙の種類
に合わせて“閉”または“ハガ
キ”にセットしてください。 

行間隔が極端につまる。 プリンター装置の紙厚調整レバ
ー位置が正しくセットされてい
ません（狭い）。 

紙厚調整レバー位置を使用す
る用紙厚に合わせてセットし
てください。 

給紙ローラー、プリンター装置の
用紙送りプラテンと用紙がすべ
っています。 

給紙ローラー、プリンター装置
の用紙送りプラテンを清掃して
ください。 

用紙が正常に排出され
ない。 

スタッカーに用紙が一杯になり
ました。 

スタッカーの用紙を取り除い
てください。 

仕様以外の用紙を使っています。 仕様にあった用紙を使用して
ください。 

プリンター装置の紙厚調整レバ
ー位置が正しくセットされてい
ません（狭い）。 

紙厚調整レバー位置を使用す
る用紙厚に合わせてください。 
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■ エラー表示と対処方法 

エラー発生時に点滅するランプによりアラーム内容が識別できます。

その場合の処置方法を説明します。 

ランプ名 

 

 

アラーム名 

用
紙
切
れ 

高
速 

モ
ー
ド 

書
体 

オ
ン
ラ
イ
ン 

ランプ

の点滅

回数 

原 因 対処方法 

LES アラーム ●  ●   ３回 印字キャ

リアホー

ムポジシ

ョン検出

に失敗し

ました。 

1. プリンターの電源を切って

印字を中止してください。 

注) 印字を中止しない場

合、正しく印字されな

いことがあります。 

2. プリンター（給紙口、内部、

排出部）の用紙を取り除い

てください。 

3. 印字ヘッドが冷えている

ことを確認し印字ヘッド

を手で、両端まで動くこと

を確認してください。異物

があった場合は、取り除い

てください。 

4. 電源を入れて、再度印字し

直してください。 

オーバーロード

アラーム 

● ●  ●  ２回 電源電圧

の異常を

検出しま

した。 

1. プリンターの電源を切って

印字を中止してください。 

注） 印字を中止しない場

合、正しく印字されな

いことがあります。 

2. 電源を入れて、再度印字し

直してください。 

低電圧アラーム ● ●  ●  ３回 

過電圧アラーム ● ●    ２回 

ROM/RAMアラーム ● ● ● ●  ２回 ROM/RAM

の異常を

検出しま

した。 

 

 ！注意 ！  
 

使用中や使用直後は、印字ヘッドが高温になります。

温度が下がるまで触らないでください。 

 

 

対処方法の通りに処置を行っても復旧しない場合は、当社 プリンター相談

窓口にご相談ください。 

 

お願い 
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テスト印字をする ––––––––––––––––––––– 

テスト印字は、単票及び連帳のどちらでも行えます。 

ここでは、連帳用紙を使用した場合のテスト印字の手順を説明します。 

1 連続帳票用紙をセットする 

用紙のセットのしかたは「第 3 章 用紙のセット」（47 ページ）を参

照してください。 

2 電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

3 改行スイッチを押しながら電源を入れ、テストパターンを印字する 

印字が始まる前に改行スイッチから手を離すと、連続して印字します。 

● テストモードを切り替えるとき 

印字中に印字ヘッドが左端または右端に移動したときに 

改ページスイッチを押すと、次の順序でテストモードが 

切り替わります。 
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【ESC/P エミュレーション】 

・ 漢字モードのとき、 

   非漢字   第一水準漢字   第二水準漢字 

 

 

の印字を繰り返します。 

・ ANKモードのとき、高品位文字を印字します。 

【FM エミュレーション】 

・ 漢字モードのとき、 

   非漢字   第一水準漢字   第二水準漢字 

 

 

の印字を繰り返します。 

・ ANKモードのとき、ドラフト文字を印字します。 

● 印字モードを切り替えるとき 

高速スイッチを押します。 

スイッチを押すたびに、高速印字モードと標準印字モードが

交互に切り替わります。高速印字モードのときは、「高速」

ランプが点灯します。 

4 テスト印字中にオンラインスイッチまたは改 行スイッチを押し、

テスト印字を終了する 
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清掃のしかた ––––––––––––––––––––––––– 

プリンターを良好な状態で使用できるように、定期的に清掃してくだ

さい。 

！注意！  
 

・ 清掃の際は、必ず電源を切ってください。 

・ シンナーやベンジンなど、揮発性の薬品は使用

しないでください。 

プリンターの表面が変質したり、変形したりす

る恐れがあります。 

・ プリンターの内部を濡らさないでください。 

電気回路がショートする恐れがあります。 

・ プリンターに潤滑油を補給しないでください。

プリンターの故障の原因となる場合があります。 

潤滑油の補給が必要な場合は、当社 プリンター

相談窓口にご連絡ください。 

清掃は、次の手順で行います。 

1 プリンターの電源を切り、電源コンセントを抜く 

2 リアカバーを取り外し、フロントカバーを開ける 

3 プリンター内部を拭く 

中性洗剤を薄めた水に、清潔な柔らかい布を浸し、よく絞って、プ

リンター内部やフロントカバーの内側を拭きます。 

但し、プラテンなどのゴムローラーは乾拭きをしてください。 

また、排紙用ローラーは下図のように乾いた綿棒などで清掃してく

ださい。 

 

排紙用ローラーの清掃のしかた 

4 リアカバーを拭く 

5 リアカバーを取り付けて、電源を入れる 

 

綿棒 

イジェクションカバー 
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プリンターを輸送するとき –––––––––––––– 

プリンターを衝撃から守るため、以下の手順で梱包してから輸送して

ください。 

1 プリンターの電源を切る 

（電源スイッチが（○）側に倒れた状態になります。） 

2 用紙を取り去り、リアカバーを取り外す 

3 プラグを電源コンセントから抜いて、プリンターケーブルをプリ

ンターから取り外す 

4 リボンカセットを取り外す（93ページ参照） 

5 リアカバーを包装する 

6 印字ヘッドを保護するために、輸送用固定材を取り付ける 

7 用紙厚調節レバーを、“D”目盛りに設定する 

8 プリンターを衝撃から守るため、梱包材などでくるみ、届いたと

きと同じ状態にして箱に入れる 
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プリンタードライバーの入手方法 ––––––––– 

プリンタードライバーは、当社ホームページからダウンロードするこ

とができます。当社ホームページではサポートサービスなどに関する

さまざまな情報も提供しています。 

下記に示した URL よりプリンタードライバーをダウンロードしてくださ

い。 

https://www.fujitsu.com/jp/group/fit/ 

 ガイド  

・ 上記 URL は、本マニュアル発行時現在のものです。 

・ 当社ホームページをご利用になる際は、Web ブラウザおよび

インターネットに接続できる環境が必要です。 

・ 添付の CD-ROM には、製品出荷時での最新版プリンタードラ

イバーが収められており、当社ホームページからダウンロー

ドできるものと同一の可能性があります。 

お使いのプリンタードライバーのバージョンを確認してか

らダウンロードを行ってください。 

 
 
 
 

消耗品の廃却について –––––––––––––––––– 

使用済みの消耗品は、法令・条例に従って産業廃棄物としてお客様に

て処分をお願いします。 

お客様が処理業者に処理を委託する場合で、（財）日本産業廃棄物処

理振興センターが発行する伝票（産業廃棄物マニュフェスト）への記

載が必要となった場合に、下記に本消耗品の種類・特性などを示しま

すので、伝票記載時の参考にしてください。 

産業廃棄物処理マニュフェスト情報 

消耗品内訳 マニュフェスト情報 

名称 種類 形状 重金属等有無 特性 

リボンカセット 廃プラスチック 固形 無し － 

 

https://www.fujitsu.com/jp/group/fit/
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アフターサービス ––––––––––––––––––––– 

 

・ 本製品に添付されている『お客様登録カード』にご記入の上、必ず

ご返送ください。ご返送くださったお客様に「保証書」を送付いた

します。 

・ 「保証書」をお持ちのお客様には、保証書の規定による本製品の無償

修理サービス（お買い上げ日より 6 ヶ月間に限ります。詳細につきま

しては、「保証書」をご覧下さい。）を実施させていただきます。 

・ プリンターのご使用にあたっては、純正サプライ用品の使用をお奨

めします。非推奨品の使用が原因で不具合や故障が発生した場合は、

無償保証期間内や保守契約期間内であっても有償修理となります

ので、ご注意ください。 

・ 補修用部品の保有期間は製造打ち切り後５年です。 

・ 操作および機能についての不明な点や修理については、以下へご相

談ください 

富士通アイソテック株式会社 プリンター相談窓口 

〒960-0695 福島県伊達市保原町東野崎 135 

TEL (024)574-2263  FAX (024)574-2382 

https://www.fujitsu.com/jp/group/fit/ 

お問い合わせ電話番号 お問い合わせ受付時間 

故障・修理に関するお問い合わせ 

0120-106-722 月曜日 - 金曜日 9：00 - 17：00 

土、日、祝祭日、夏季、年末年始は 

休ませていただきます。 

(当社都合により、これら以外に休ま

せていただく場合がございます。) 

その他(保守サービス申込を含む)の 

お問い合わせ 

024-574-2263 

024-574-2382(FAX) 

 

 

https://www.fujitsu.com/jp/group/fit/
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オプション 

この章では、オプションの取付け、取外しおよび使用方法につ

いて説明します。 
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オプションの概要–––––––––––––––––––––– 

 カットシートフィーダー 

fit3250 プリンターオプションである別売のカットシートフィーダー

は、セットした単票用紙を 1 枚ずつプリンターへ送り出し、印字した

用紙をスタッカーへ排出するユニットです。 

更に，A3 横長サイズまでの用紙を，手挿入口からプリンターの印字位

置まで手差しでセットして，一枚ずつ印字することもできるようにな

っています。 

このプリンターでは、カットシートフィーダーを取り付けたまま、連

続帳票用紙を使用できます。ただし、この場合は、連続帳票用紙を先

にセットしておくことをおすすめします。連続帳票用紙を使用すると

きは，リリースレバーを“開”にしてください。 

品 名 型 名 備  考 

カットシート 

フィーダー 
FIT3200CSF 

カットシートフィーダーをプリ

ンターに取り付けると、複数枚の

単票用紙がセットできます。 

 

！注意！  
 

カットシートフィーダーを取り付けたり、取り外した

りするときは、必ず電源を切ってください。 

 

！注意！  
 

カットシートフィーダーの上部を手で押さないでく

ださい。 

強く押すと、プリンターが倒れることがあります。 

 

 

 LANカード(PR-LN1) 

100BASE-TX/10BASE-Tのネットワーク環境に対応した LANカードです。 

プリンターの側面に取り付けて使用します。 

LAN カードは、fit3250 のみ使用可能です。 

 

 感  電 オプション機器を接続する場合には、当社推奨品以

外の機器は接続しないでください。 

感電・火災または故障の原因となります。 
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カットシートフィーダー使用上のご注意 ––– 

1）カットシートフィーダーを使用して「逆改行コマンドおよび，それ

に類するコマンド（用紙を逆方向へ送るコマンドおよび，逆方向送

り動作が含まれるコマンド）」で印字した場合は，用紙送りの精度

が悪くなるばかりでなく，用紙の送り不良になることがあります。 

2）設置は，直射日光の当たる場所を避けてご使用ください。 

3）用紙は，温度，湿度などの影響を受け易く，安定した用紙送りへ悪

影響を及ぼすため，保管も含め常温常湿のもとでご使用ください。 
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カットシートフィーダーの搭載方法 ––––––– 

カットシートフィーダーの搭載は、次の手順で行います 

なお、カットシートフィーダーの組立および装着手順は、カットシートフ

ィーダーの取扱い説明書を参照してください。 

1 プリンター装置の電源が OFF になっていることを確認する 

2 プリンターのイジェクションカバーの左右のフタを取り外す 

① トップカバーを開けます。 

② イジェクションカバー左右のフタを後側からツメを押しながら上部

へ取り外します。（イジェクションカバー左右のフタは，カットシー

トフィーダーを取り外した時に再び使用するのでなくさないように

してください。） 

 

3 リアカバーを外す 

リアカバーを手前に起こしながら外します。 

 

リアカバー 

②ツメ 

①トップカバー 

②ツメ 

フタ 
フタ 

イジェクションカバー 
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4 カットシートフィーダーをプリンターに搭載する 

イジェクションカバーの穴部にカットシートフィーダーの脚を差し

込み、プラテン軸に挟み込みます。 カットシートフィーダーをや

や手前に傾けて差し込み，脚が軸に載ったら水平に戻します。 

 

 

 

シートフィーダー脚 

プラテン軸 

脚 

脚 

イジェクションカバー 
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カットシートフィーダー仕様 –––––––––––– 

 

 カットシート 

フィーダー 

（FIT3200CSF） 

使用可能用紙サイズ 

注 1) 

用紙幅 182～364mm 

用紙長 182～364mm 

用紙収容量 

注 2) 

給紙側 160 枚 

スタッカー側 160 枚 

外形寸法 
525(W)×365(D)×

353(H)mm 

重量 （非梱包状態） 2.4Kg 

注1) 詳細は、第 4 章「用紙について」（71 ページ）を参照してください。 

注2) A4 サイズ連量 55Kg の未印字用紙の場合です。 

注3) FIT3200CSF1 と FIT3200CSF2 を装着した場合の寸法です。 

 
 

(２) 装置外観図 
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LANカードのご使用方法 ––––––––––––––––– 

 
別売の LAN カードをプリンター側面にとりつけて使用することにより、
100BASE-TX/10BASE-T の高速ネットワーク環境でのプリンター共有が可能に
なります。 
LANカード搭載時は、パラレルインターフェイスおよび USB インターフェイス
との同時接続はできません。 
LANカードは、fit3250 のみ使用可能です。 

 
品 名 型 名 備  考 

LAN カード PR-LN1 

プリンターに取り付けると、

ネットワーク環境で直接印字

できます。 

 
 

 
 

LAN カードを取り付けたり、取り外したりするとき

は、必ず電源を切ってください。 

 

 
 

LAN カードを取り付け/取り外しするときに、LAN カ

ード取り付け用ネジ以外は緩めたり取り外したり

しないでください。 
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LAN カード搭載方法 –––––––––––––––––––– 
 

LANカードの搭載は次の手順で行います。 
なお、取り付け後のネットワーク接続については、LAN カードのオンライン
マニュアルを参照してください。 

1 プリンター装置の電源が OFF になっていることを確認する 

2 下図のように設置台の端からプリンターの左側面部を 10cm ほど

はみ出す位置にプリンターの位置を移動する 

 
シャッターの取り外し、取り付けは、15 ページの「シャッターの取

り外し・取り付け」を参照してください。 

3 プリンターのオプションインターフェイスカバーを外す 

固定ネジの取り付けはプラスドライバーにて行ってください。 
取り外したオプションインターフェイスカバーは、保管しておいてくだ

さい。 

 
 

 
 

ネジやインターフェイスカバーを、プリンター内部

に落さないでください。 

 

設置台 

約 10cm 

プリンター左側面 
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4 取り付け口のガイドに従って、LANカードを差し込み、取り付ける。 

 

 

 

 

 
 

5 プリンターの電源が OFF になっていることを確認し、電源コードを

差し込む 

6 LANケーブルを接続して、プリンターを元の位置に戻す 

 
 

 
 

プリンター本体の基板の一部が高温になっているこ

とがありますので注意してください。 

また、故障の原因になりますので基板には手を触れな

いでください。 

 

Pt 板 
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LAN カードの取り外し –––––––––––––––––– 
 

LANカードの取り外しは次の手順で行います。 

 

 
 

電源が入っている状態で LAN カードを取り外すと、故

障の原因になることがあります。 

 

1 プリンター装置の電源が OFF になっていることを確認する 

2 下図のように設置台の端からプリンターの左側面部を 10cm ほど

はみ出す位置にプリンターの位置を移動する 

 
シャッターの取り外し、取り付けは、15 ページの「シャッターの取

り外し・取り付け」を参照してください。 

3 LAN カードの固定ネジを外す 

固定ネジの取り外しはプラスドライバーにて行ってください。 

 

設置台 

約 10cm 

プリンター左側面 
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4 下図矢印付近を持って、本製品を取り外す 

 

 
 

5 プリンターのオプションインターフェイスカバーを取り付ける 

固定ネジの取り外しはプラスドライバーにて行ってください。 

 

 

6 プリンターを元の位置に戻す 

 
 

 
 

プリンター本体の基板の一部が高温になっているこ

とがありますので注意してください。 

また、故障の原因になるので基板には手を触れないで

ください。 

 

 
 

ネジやインターフェイスカバーを、プリンター内部

に落さないでください。 
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プリンターの概略仕様 –––––––––––––––––– 

● 印字方式 24 ワイヤドットマトリックス 

● 印字速度 

単位：文字／秒 

印字モード 印字速度 

漢字（27/180 インチ）  75 

漢字高速（27/180 インチ) 149 

ANK レギュラー（パイカ） 112 

ANK レギュラー（エリート） 134 

ANK レギュラー高速（パイカ） 224 

ANK レギュラー高速（エリート） 268 

ANK ドラフト（パイカ） 360 

ANK ドラフト（エリート） 432 

注） ANK ドラフトは ESC/P モードでフォントを指定する事で

選択可能 

● ドット径 0.2mm 

● ドットピッチ 1／180 インチ（縦、横共） 

● 印字桁数 

 fit3150 fit3250 

漢字全角 53（文字／行） 90（文字／行） 
半角文字 106（文字／行） 180（文字／行） 

ANK（パイカ） 80（文字／行） 136（文字／行） 

ANK（エリート） 96（文字／行） 163（文字／行） 

縮小文字 144（文字／行） 244（文字／行） 

● 文字構成 漢字全角 ：24(横)×24(縦)ドット 

半角文字 ：12(横)×24(縦)ドット 

ANK（FM） ：13(横)×19(縦)ドット 

ANK（ESC/P） ：36(横)×24(縦)ドット 

縮小文字 ： 7(横)×19(縦)ドット 

● 印字動作 両方向最短距離印字 
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● イメージ印字 

 fit3150 fit3250 

FM 
モード 

行ドット数 1440 2448 
最小縦・横ドット間隔 180 ドット/インチ 

改行 180 ドット/インチ×n 

ESC/P 
モード 

行ドット数 2880 4896 

最小縦・横ドット間隔 360 ドット/インチ 

改行 360 ドット/インチ×n 

注) n はプログラム設定による 

● 用紙送り 用紙送り方式 ： 押込みトラクター方式 連続帳票用

紙） 

フリクション方式(単票用紙) 

改行間隔 ： 1／180 インチ×n (FM モード時) 

1／360 インチ×n (ESC/P モード時) 

(n はプログラム設定による) 

改行速度 ： 約６０ｍｓ以下(1/6 インチ改行時） 

● 使用環境 温 度 ： 稼働時    5～35℃ 

非稼働時  －15～60℃ 

湿 度 ： 稼働時    30～80％RH 

非稼働時   5～95％RH 

（ただし、結露しないこと。 

湿度勾配 30％RH／日以下） 

● インターフェイス IEEE1284 双方向パラレルインターフェイス 

USB2.0 インターフェイス 

● 電源仕様 入力電源種別 ： 商用単相 

電源電圧 ： AC100V±10％ 

電源周波数 ： 50／60±1Hz ＋2％,－4％ 

● 消費電力 

 fit3150 fit3250 

平均  70W 
最大 180W 

待機時 10W 以下 28W 以下 

電源 OFF 時   0W 

● 外形寸法 fit3150 ：415mm（幅）×330mm（奥行）×120mm（高） 

fit3250 ：570mm（幅）×330mm（奥行）×120mm（高） 

● 重量 fit3150 ：約 7.5 ㎏ 

fit3250 ：約 9.7 ㎏ 

● 稼働音 50dB(A) 
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● リボン 種 類 ： エンドレスリボンカセット 

(リボンカセットインク補給型) 

リボン寿命 ： 黒リボン  

500 万字 (ANK ドラフト文字) 

80 万字 (漢字印字） 

注) 上記の寿命は、製造後 2 年以内ものを下記の環境

で保存した場合に保証する値です。 

温度  －10～50℃ 

湿度  20～90％RH 

● 耐用期間 プリンター装置 ： ５年 
(電源の通電条件：８時間/日以内) 

または、５００万改行 

(いずれか早い方) 

・ 耐用期間はプリンターの設置環境、使用頻度

により大幅に変動します。 

・ 24 時間通電による運用の耐用期間は 1/3 に減

少します。 

印字ヘッド ： 3 億打／ピン 

注） 黒率の高い印字を連続して行うと、印字ヘッドの寿命

を縮める原因となります。 

● 制限事項 連続改行 LF モータ劣化防止のため、連続改

行、連続改ページ動作は 3 分間以上

行なわないでください。 

スペース動作 スペースモータ劣化防止のため、5

桁以下(パイカピッチ)の連続印字

または、スペース動作は 5 分間以上

行わないでください。 

連続印字動作 印字ヘッド劣化防止のため、50％デ

ューティー以上のパターン印字は、

5 分間以上行わないでください。 

逆改行動作 単票用紙での下端 16mm 以内及び連

続帳票用紙での下端 85mm 以内での

逆改行は行わないでください。 
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外観図 –––––––––––––––––––––––––––––– 

■ 標準外観図 
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■ カットシートフィーダー（オプション）取付け時の外観図 
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テスト印字サンプル –––––––––––––––––––– 

■ ESC/P モード 
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■ FM モード 
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インターフェイス仕様 –––––––––––––––––– 

■ パラレルインターフェイス 

 基本仕様 

IEEE 1284 に準拠した双方向パラレルインターフェイス 

 インターフェイスコネクター 

プリンター側 ：レセプタクル アンフェノール(DDK)57-40360 相当 

ケーブル側 ：プラグ    アンフェノール(DDK)57-30360 相当 

 インターフェイスケーブル 

素 材 ： 7/φ0.12（AWG28 相当)以上 

タイプ ： シールド 

長 さ ： ツイストケーブル：1.5m 以下 

 信号レベル 

LOW ： 0.0V～＋0.4 

HIGH ： ＋2.4V～＋5.0V 

 データ転送方式 

8 ビットパラレル 

 コネクターピン配列 

インターフェイスコネクター（36 ピン） 

 

※ パソコンの BIOS 設定 

本プリンターを接続するパソコンのパラレルポート設定は、

必ず「Bidirectional（双方向）」にしてご使用ください。 

確認および設定の方法については、パソコンのマニュアルを

参照してください。 
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● ESC/P モード 

ピン No. 信 号 ピン No. 信 号 

1 *STROBE 19 *STROBE-RET 

2  DATA1 20  DATA1-RET 

3  DATA2 21  DATA2-RET 

4  DATA3 22  DATA3-RET 

5  DATA4 23  DATA4-RET 

6  DATA5 24  DATA5-RET 

7  DATA6 25  DATA6-RET 

8  DATA7 26  DATA7-RET 

9  DATA8 27  DATA8-RET 

10 *ACKNLG 28 *ACKNLG-RET 

11  BUSY 29  BUSY-RET 

12  PE 30 *INIT-RET 

13  SLCT 31 *INIT 

14 *AUTO FEED XT 32 *ERROR 

15  NC 33  SG 

16  SG 34  NC 

17  FG 35  NC 

18  +5V 36 *SLCT IN 

注 1） -RET信号は、すべて SG に接続されています。 

注 2） “*"は、負論理信号であることを示します。 

 

・ 入力信号の説明 

DATA1～8 プリンターの受信データです。 

“H”で信号あり、“L”で信号なしです。 

*STROBE DATA1～8 を読み込むためのパルス信号です。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になると

き、データを読み込みます。 

*INIT プリンターを初期状態にする信号です。 

初期状態については、144ページを参照してください。 

“L”になるとプリンターは初期状態になります。 

*SLCT IN DC1/DC3 を無効にする信号です。 

電源投入時に“L”になっていると、DC1/DC3 コー

ドが無効になります。 

*AUTO FEED XT 復帰改行する信号です。 

“L”になっていると、CR コードを受信して復帰改

行します。 
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・ 出力信号の説明 

*ACKNLG *STROBE に対する応答信号です。 

データ入力完了時に出力される負のパルス信号です。 

PE 用紙切れを通知する信号です。 

用紙が残り少なくなると、この信号は“H”になり、

「用紙切れ」ランプが点灯します。 

BUSY プリンターのビジー状態を通知する信号です。 

この信号が“H”のとき、プリンターはビジー状態

で、データは受信できません。 

以下の状態のとき、この信号は“H”です。 

- 受信データ処理中 

- アラーム状態 

- オフライン状態 

- 電源投入時または*INIT 信号を受信しての初期化 

  動作中 

SLCT 常に“H”です。 

*ERROR アラーム状態、オフライン状態を通知する信号です。 

この信号が“L”のときは、アラーム状態、オフラ

イン状態です。 

 

・ タイミングチャート 
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● FM モード 

ピン No. 信 号 ピン No. 信 号 

1 *DSTB 19 *DSTB-RET 

2  DATA 1 20  DATA 1-RET 

3  DATA 2 21  DATA 2-RET 

4  DATA 3 22  DATA 3-RET 

5  DATA 4 23  DATA 4-RET 

6  DATA 5 24  DATA 5-RET 

7  DATA 6 25  DATA 6-RET 

8  DATA 7 26  DATA 7-RET 

9  DATA 8 27  DATA 8-RET 

10 *ACKNLG 28 *ACKNLG-RET 

11  BUSY 29  BUSY-RET 

12  PE 30 *INPRM-RET 

13  SLCT 31 *INPRM 

14 ±0V(RINF1) 32 *FAULT 

15  OSCXT(RINF2) 33  LD(RINF3) 

16  SG 34 *EXPRM 

17  FG 35  NC 

18 +5V 36  SG 

注 1） -RET信号は、すべて SG に接続されています。 

注 2） (  )内の信号は、ステータス出力です。 

注 3） “*" は、負論理信号であることを示します。 

 

・ 入力信号の説明 

DATA1～8 プリンターの受信データです。 

“H”で信号あり、“L”で信号なしです。 

DSTB DATA1～8 を読み込むためのストローブ信号です。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になると

き、データを読み込みます。 

*INPRM プリンターを初期状態にする信号です。 

初期状態については、147ページを参照してください。 

実行中の動作が終了した後、プリンターの初期化を

行います。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、

実行中の動作を正常終了し、“L”から“H”になる

とき、初期化します。 

*EXPRMとの相違点は、実行中の動作が終了した後初

期化を行うことと、外字登録が保持されることです。 
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*EXPRM プリンターを初期状態にする信号です。 

外字登録データはすべてクリアされます。 

動作中でもプリンターの初期化を行います。 

初期状態については、147ページを参照してください。 

定常状態では“H”です。“H”から“L”になるとき、

実行中の動作を中断し、“L”から“H”になるとき、

初期化を開始します。 

 

・ 出力信号の説明 

*ACKNLG *DSTBに対する応答信号です。 

データ入力完了時に出力される負のパルス信号です。 

PE 用紙切れを通知する信号です。 

用紙が残り少なくなると、この信号は“H”になり、

「用紙切れ」ランプが点灯します。 

オンライン状態のときに、プリンター内に用紙がな

くなり、プリンター動作コマンドを受信すると、動

作終了後、オフライン状態になり、ブザーが鳴動し

ます。 

上記の状態で用紙を新しくセットすると、この信号

は“L”になり、「用紙切れ」ランプが消灯します。

このとき、DC1 コードは無効です。 

この後、オンラインを押すと、オンライン状態に戻

ります。(エラーが無い場合) 

BUSY プリンターのビジー状態を通知する信号です。 

この信号が“H”のとき、プリンターはビジー状態

で、データは受信できません。ただし、DC3 コード

によるオフライン状態のときは、DC1 コードを受信

できます。 

以下の状態のとき、この信号は“H”です。 

- 受信データ処理中 

- プリンターエラー状態 

- オフライン状態 

SLCT プリンターのオンライン、オフライン状態を通知す

る信号です。 

この信号が、“L”のときはオフライン状態を、“H”

のときはオンライン状態を示します。 

次の動作で、オフライン状態になります。 

・ オンライン状態でオンラインを押したとき、ま

たは DC3 コードを受信したとき 

・ 電源投入、または*EXPRM, *INPRM コマンド受信

により、初期動作中にアラーム、用紙無しを検

出したとき 

・ 印字動作中に、用紙無し、スペースエラーを検

出したとき 
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次の動作で、オンライン状態になります。 

・ オフライン状態でオンラインを押したとき 

・ 電源投入、または*EXPRM, *INPRM コマンド受信

による初期化動作が終了した後、アラームでな

く用紙がセットされているとき 

・ オフライン状態で DC1 コードを受信したとき 

(ただし、オンライン押下､および用紙無し､ス

ペースエラーを検出してオフライン状態になっ

たときは無効です) 

*FAULT アラーム状態、オフライン状態を通知する信号です。 

この信号が“L”のときは、アラーム状態、オフラ

イン状態です。 

*±0V(RINE1) プリンターのエラー状態を通知する信号です。 

OSCXT(RINF2) 

LD(RINF3) 

 

・ タイミングチャート 

 

注１) は、途中でＰＥ等が発生した場合は変化します。 
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 インターフェイス回路 

・ 入力回路 

 

ピン No. 
信号 

(ESC/P モード) 
 

2～9 DATA1～8 

  

 

ピン No. 
信号 

(ESC/P モード) 
 

14 *AUTOFEED XT 

  

 

ピン No. 
信号 

(ESC/P モード) 

 1 *STROBE 

31 *INIT 

34 NC 

 

・ 出力回路 

ピン No. 
信号 

(ESC/P モード) 

 10 *ACKNLG 

11 BUSY 

12 PE 

13 SLCT  

15 NC  

32 *ERROR  

33 SG  
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■ USB インターフェイス 

 ケーブル 

仕様 ：ＵＳＢ２．０ 

タイプ ：シールドタイプ 

長さ ：５ｍ以下 

 コネクターピン配列 

 

ピン№ 信号線名称 機能 

1 vbus 電源 

2 D- データ転送用 

3 D+ データ転送用 

4 GND 信号グランド 

Shell Shield  

 

 

 

 

 コネクター仕様 

プリンター側 ： ｔｙｐｅＢレセプタクル（メス） 

アップストリームポート 

ケーブル側 ： ｔｙｐｅＢプラグ（オス） 

 仕  様 

基本仕様 : ＵＳＢインターフェイス準拠 

注) 全てのＵＳＢデバイスとの接続を保証するものではありま

せん。 

電力制御 ： セルフパワーデバイス 

伝送モード ： フルスピード（最大１２Ｍｂｐｓ＋０．２５％） 

 

 

2 1 

3 4 
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ESC/Pモードの制限事項 ––––––––––––––––– 
ここでは、このプリンターを ESC/P モードで運用するときの制限事項

について説明します。 

注 1) このプリンターは、ESC/P モードと FM モードの２種類のプリンターモ

ードに対応しています。 

プリンターの動作モードは、機能設定で、ESC/P モードと FM モードに

設定することができます。(31ページ参照) 

 サポートコマンド 

このプリンターは、ESC/P 24-J84 に準拠していますが、印字方式、解

像度の違いによりサポートしていないコマンドがありますので注意し

てください。 

(「ESC/P モードコマンド一覧表」150ページ参照） 
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初期状態 ––––––––––––––––––––––––––––– 

■ ESC/P エミュレーションモード 

設定値 

・電源投入 

・*EXPRM 

・*INIT 

・リセット 

 スイッチ 

・*INPRM 

リセット 

コマンド 

ESC @ 

エミュレーション 

切換えコマンド 

（FM⇒ESC/P） 

ホストインターフェイス識別 行う 行わない   

印字ヘッドセンタリング 行う  行わない  

印刷バッファー クリア   印字する 

受信バッファー クリア  保持  

送信バッファー クリア  保持  

スイッチによる高速指定 解除 保持  解除 

ページ先頭位置 現在の位置    

単票残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

連帳残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

右マージン設定 136桁目    

左マージン設定 1桁目    

水平タブ位置設定 8文字毎    

ページ長設定 
セットアップ 

（11インチ） 
   

ミシン目スキップ設定 セットアップ（0インチ）    

改行量設定 
セットアップ 

（1/6インチ） 
   

垂直タブ位置設定 無し    

VFUチャネル選択 0チャネル    

VFUタブ位置設定 無し    

ANK文字ピッチ セットアップ（10CPI）    

プロポーショナル指定 解除    

国際文字選択 セットアップ（日本）    

スーパー／サブスクリプト 

指定 
解除    

文字品位選択 セットアップ（LQ）    

書体選択 セットアップ（クーリエ）    

文字コード表選択 セットアップ（カタカナ）    

文字間スペース量設定 0    

縮小指定 セットアップ（解除）    
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設定値 

・電源投入 

・*EXPRM 

・*INIT 

・リセット 

 スイッチ 

・*INPRM 

リセット 

コマンド 

ESC @ 

エミュレーション 

切換えコマンド 

（FM⇒ESC/P） 

アンダーライン指定／解除 解除    

縦倍拡大指定／解除 解除    

自動解除付倍幅拡大指定 解除    

倍幅拡大指定／解除 解除    

強調指定 解除    

二重印字指定 解除    

一括指定 解除    

イタリック指定 解除    

文字スタイル選択 通常文字    

位置揃え選択 左寄せ    

縦書き指定 解除    

半角縦書き 2文字指定 解除    

4倍角指定／解除 解除    

漢字アンダーライン 

指定／解除 
解除    

漢字一括指定 解除    

漢字モード指定 解除    

半角文字指定 解除    

1/4角文字指定 解除    

漢字書体選択 セットアップ（明朝体）    

全角文字スペース量設定 左＝０  右＝３    

半角文字スペース量指定 左＝０  右＝２    

半角文字スペース量補正 解除    

漢字高速印字指定／解除 解除    

ビットイメージ ESC+”K” 8ドット単密度    

ビットイメージ ESC+”L” 8ドット倍密度    

ビットイメージ ESC+”Y” 8ドット倍速倍密度    

ビットイメージ ESC+”Z” 8ドット 4倍密度    

ビットイメージ変換 上記ビットイメージ    

ダウンロード文字セット 

指定/解除 
内蔵文字    

ダウンロード文字定義 解除 保持   

文字セットコピー 解除 保持   

外字定義 解除 保持   

カットシートフィーダー制御 1ビン選択    

上位側コントロールコード 

制御 
解除    



付 録 

146 

設定値 

・電源投入 

・*EXPRM 

・*INIT 

・リセット 

 スイッチ 

・*INPRM 

リセット 

コマンド 

ESC @ 

エミュレーション 

切換えコマンド 

（FM⇒ESC/P） 

単方向指定／解除 セットアップ（解除）    

MSB=1指定 解除    

MSB=0指定 解除    

用紙吸入量設定 セットアップ（8.5mm）    

オートティアオフ実行可否 

情報 
禁止  保持 禁止 

1インチカット送り出し情報 
電源投入時クリア 

その他は保持する 
保持  クリア 
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■ FM エミュレーションモード 

設定値 

・電源投入 

・*EXPRM 

・*INIT 

・リセット 

 スイッチ 

・*INPRM 

リセット 

コマンド 

RSI/RBS 

エミュレーション 

切換えコマンド 

（ESC/P⇒FM） 

ホストインターフェイス識別 行う 行わない   

印字ヘッドセンタリング 行う   行わない 

印刷バッファー クリア   印字する 

受信バッファー クリア  保持  

送信バッファー クリア  保持  

スイッチによる高速指定 解除 保持  解除 

ページ先頭位置 現在の位置    

単票残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

連帳残行管理 
電源投入時はクリア 

その他は保持する 
保持する   

片方向印字指定 セットアップ（両方向）    

高速印字指定(コマンド) クリア    

行組：右端 終端    

行組：左端，左端 1，左端 2 始端    

イメージ転送モード 解除    

ページ長 11インチ    

スキップパーフォレーション行 0    

改行ピッチ 1/6インチ    

ANK文字ピッチ 1/10インチ    

アンダーライン指定 クリア    

ANK文字サイズ指定 標準    

スーパー／サブスクリプト 

指定 
クリア    

ANK書体 ドラフト    

漢字書体(コマンド) セットアップ（明朝体）    

プロポーショナル指定 クリア    

プロポーショナル空白幅指定 1/10インチ    

漢字指定 解除    

漢字文字ピッチ 3/20インチ    

アンダーライン指定 クリア    

漢字縦書き指定 横書き    

漢字縦書き指定 2 パターン無意識    

半角縦書き時 2文字ペア    

漢字縦倍角時の基準 上端合わせ    
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設定値 

・電源投入 

・*EXPRM 

・*INIT 

・リセット 

 スイッチ 

・*INPRM 

リセット 

コマンド 

RSI/RBS 

エミュレーション 

切換えコマンド 

（ESC/P⇒FM） 

漢字文字サイズ指定 標準    

罫線接続指定 非接続    

漢字未定義コード ■印字    

1バイト半角文字指定 クリア    

外字登録文字の半角扱い 全角漢字    

外字登録文字 クリア 保持   

外字登録領域指定 クリア    

タブセット（水平，垂直） クリア    

CSF自動ビン選択指定 解除    

用紙吸入量設定 セットアップ（22.0mm）    

1インチカット送り出し情報 
電源投入時クリア 

その他は保持する 
保持  クリア 
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コマンド一覧表 ––––––––––––––––––––––– 

本プリンターで使用できるコマンドについて、簡単に説明します。 

 

 

本プリンターでは、1 インチ以上の逆改行を行わないてください。 

これを行うと、印字が乱れたり、用紙づまりの原因になったりします。 

 表の見方 

・＜  ＞16内の文字は 16 進表記です。 

・コマンド欄の記号は、次のコードを意味します。 

ESC＝＜1B＞16 CSI＝＜1B＞16＋＜5B＞16  FS＝＜1C＞16 

CEX＝＜1C＞16 PU1＝＜1B＞16＋＜51＞16 

・ は、スペース（空白<20>16）を示します。 

・Pa、P1、P2、…、Pn はパラメーターを示します。 

お願い 
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■ ESC/P モードコマンド一覧表 

ESC/P モードコマンドは、下表のとおりです。 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 
書
式
設
定
・
実
行 

印字領域 

設定 

行単位ページ長設定 ESC＋C＋Pa 行単位でページ長を設定します。 

インチ単位ページ長設定 ESC＋C＋NUL＋

Pa 

インチ単位でページ長を設定します。 

ミシン目スキップ設定 ESC＋N＋Pa ページ長下端からのミシン目スキップ位置

を設定します。 

ミシン目スキップ解除 ESC＋O ミシン目スキップ設定を解除します。 

右マージン設定 ESC＋Q＋Pa 右マージン位置を桁数で設定します。 

左マージン設定 ESC＋ｌ＋Pa 左マージン位置を桁数で設定します。 

改行量設定 1/8インチ改行量指定 ESC＋0 改行量を 1/8インチに設定します。 

1/6インチ改行量指定 ESC＋2 改行量を 1/6インチに設定します。 

n/180インチ改行量指定 ESC＋3＋Pa 改行量を Pa/180インチに設定します。 

n/60インチ改行量指定 ESC＋A＋Pa 改行量を Pa/60インチに設定します。 

n/360インチ改行量指定 ESC＋ + ＋Pa 改行量を Pa/360インチに設定します。 

タブ設定 垂直タブ位置設定 ESC＋B＋P1＋P2

＋…Pn＋NUL 

ページ先頭行からの垂直タブ位置を設定し

ます。 

水平タブ位置設定 ESC＋D＋P1＋P2

＋…Pn＋NUL 

左マージン位置からの水平タブ位置を設定

します。 

VFUチャネル選択 ESC＋/＋Pa チャネル番号を指定します。 

VFUタブ位置設定 ESC＋ｂ＋Pa＋

P1＋…Pn＋NUL 

Paで指定されたチャネル番号に対して、ペー

ジ先頭行からの垂直タブ位置を設定します。 

印字・紙送り 印字復帰 CR バッファー内のデータを印字後、受信位置

を同一行の左マージン位置にします。 

改行 LF バッファー内のデータを印字後、現在の改

行ピッチに従って受信位置を次行の左マー

ジン位置にします。 

改ページ FF バッファー内のデータを印字後、設定されて

いるページ長にしたがって改ページします。 

n/180インチ順方向紙送り ESC＋J＋Pa 1/180インチ単位で、受信位置を現在位置か

らの移動量で指定します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 
書
式
設
定
・
実
行 

印字位置 

設定 

水平タブ実行 HT 受信位置を同一行の次の水平タブ位置へ移

動します。 

垂直タブ実行 VT バッファー内のデータを印字後、受信位置

を次の垂直タブ位置の左マージン位置へ移

動します。 

後退 BS 受信位置を直前の文字の文字ピッチに従っ

て 1文字分左へ移動します。 

絶対位置指定 ESC＋＄＋P1＋

P2 

受信位置を左マージン位置からの移動量で

指定します。 

相対位置指定 ESC＋￥＋P1＋

P2 

受信位置を現在位置からの移動量で指定し

ます。 

テ
キ
ス
ト
処
理 

ANK

文
字 

文
字
セ
ッ
ト 

12CPI指定 ESC＋M ANK文字のピッチを 12CPIに設定します。 

10CPI指定 ESC＋P ANK文字のピッチを 10CPIに設定します。 

15CPI指定 ESC＋ｇ ANK文字のピッチを 15CPIに設定します。 

プロポーショナル指定/解除 ESC＋ｐ＋Pa プロポーショナル印字の指定、解除を行い

ます。 

国際文字選択 ESC＋R＋Pa 各国別の文字セットを選択します。 

スーパー/サブスクリプト 

指定 

ESC＋S＋Pa ANK 文字のスーパー/サブスクリプトを指定

します。 

スーパー/サブスクリプト 

解除 

ESC＋Ｔ スーパー/サブスクリプトの指定を解除し

ます。 

文字品位選択 ESC＋ｘ＋Pa ANK文字の文字品位を指定します。 

書体選択 ESC＋ｋ＋Pa ANK文字の書体を指定します。 

文字コード表選択 ESC＋ｔ＋Pa ANK文字のコード表を選択します。 
文
字
定
義 

ダウンロード文字セット 

指定/解除 

ESC＋％＋Pa ANK文字のダウンロード文字セットの指定、

解除を行います。 

ダウンロード文字定義 ESC＋＆＋NUL＋

P1＋P2＋｛Pa1＋

Pb1＋Pc1＋D1～

Dn｝×ｎ 

ダウンロード文字を定義するコードを指定

し、定義開始コードおよび定義終了コード

を指定します。 

文字セットコピー ESC＋：＋NUL＋

P1＋P2 

ダウンロード文字セットへコピーする書体

を選択します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 

テ

キ

ス

ト

処

理 

ANK

文
字 

文
字
ピ
ッ
チ
調
整 

文字間スペース量設定 ESC＋ ＋Pa ANK 文字幅に付加するスペース量を指定し

ます。 

位
置
揃
え
選
択 

位置揃え選択 ESC＋ａ＋Pa 文字の印字位置の揃えかたを指定します。 

装
飾 

縮小指定 SI ANK文字の縮小印字を指定します。 

どちらのコマンドも同一内容の ANK 文字縮

小印字をします。 
縮小指定 ESC＋SI 

縮小解除 DC2 ANK文字の縮小印字指定を解除します。 

アンダーライン指定/解除 ESC＋－＋Pa ANK文字のアンダーラインの指定、解除を行

います。 

縦倍拡大指定/解除 ESC＋ｗ＋Pa ANK文字の縦倍拡大の指定、解除を行います。 
共
通 

装
飾 

自動解除付き倍幅拡大指定 SO ANK および漢字文字の自動解除付き倍幅拡

大を指定します。 自動解除付き倍幅拡大指定 ESC＋SO 

自動解除付き倍幅拡大解除 DC4 ANK および漢字文字の自動解除付き倍幅拡

大の指定を解除します。 

倍幅拡大指定/解除 ESC＋W＋Pa ANKおよび漢字文字の倍幅拡大の指定、解除

を行います。 

強調指定 ESC＋E ANKおよび漢字文字の強調文字を指定します。 

強調解除 ESC＋F ANK および漢字文字の強調文字指定を解除

します。 

二重印字指定 ESC＋G ANKおよび漢字文字の二重印字を指定します。 

二重印字解除 ESC＋H ANK および漢字文字の二重印字指定を解除

します。 

自動解除付き倍幅拡大指定 FS＋SO ANK および漢字文字の自動解除付き倍幅拡

大を指定します。 

自動解除付き倍幅拡大解除 FS＋DC4 ANK および漢字文字の自動解除付き倍幅拡

大の指定を解除します。 

一括指定 ESC＋！＋Pa ANK 文字および漢字の文字修飾を一括指定

します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 

テ
キ
ス
ト
処
理 

共
通 

装
飾 

イタリック指定 ESC＋4 ANK および漢字文字のイタリック印字を指

定します。 

イタリック解除 ESC＋5 ANK および漢字文字のイタリック印字指定

を解除します。 

文字スタイル選択 ESC＋ｑ＋Pa ANK および漢字文字の文字スタイルを選択

します。 
漢
字 

装
飾 

縦書き指定 FS＋J 漢字文字の縦書きを指定します。 

横書き指定 FS＋K 漢字文字の横書きを指定します。 

半角縦書き 2文字指定 FS＋D 漢字文字2文字の半角組み文字を指定します。 

4倍角指定/解除 FS＋W＋Pa 漢字文字の 4倍角の指定、解除を行います。 

漢字アンダーライン 

指定/解除 

FS＋－＋Pa 漢字アンダーラインの指定、解除を行います。 

漢字一括指定 FS＋！＋Pa 漢字文字および ANK 文字の文字修飾を一括

指定します。 
文
字
セ
ッ
ト 

漢字モード指定 FS＋＆ 漢字モードを指定します。 

漢字モード解除 FS＋． 漢字モード指定を解除します。 

半角文字指定 FS＋SI 漢字文字の半角印字を指定します。 

半角文字解除 FS＋DC2 漢字文字の半角印字指定を解除します。 

1/4角文字指定 FS＋ｒ＋Pa 漢字文字の1/4角文字の印字を指定します。 

漢字書体選択 FS＋ｋ＋Pa 漢字文字の書体を選択します。 
文
字
定
義 

外字定義 FS＋2＋P1 ＋P2

＋D1～D72 

外字登録コード、登録パターンを指定します。 

文
字
ピ
ッ
チ
調
整 

全角文字スペース量設定 FS＋S＋P1＋P2 漢字全角文字に付加するスペース量を指定

します。 

半角文字スペース量設定 FS＋Ｔ＋P1＋P2 漢字半角文字および 1/4 角文字に付加する

スペース量を指定します。 

半角文字スペース量補正 FS＋U 漢字半角文字のスペース量を 2 文字ごとに

補正します。 

半角文字スペース量 

補正解除 

FS＋V 漢字半角文字のスペース量補正の指定を解

除します。 



付 録 

154 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 
イ
メ
ー
ジ
処
理 

 8ドット単密度 

ビットイメージ 

ESC＋K＋P1＋P2

＋D1～Dn 

8 ビット単密度のビットイメージを指定し

ます。 

8ドット倍密度 

ビットイメージ 

ESC＋L＋P1＋P2

＋D1～Dn 

8 ビット倍密度のビットイメージを指定し

ます。 

8ドット倍速倍密度 

ビットイメージ 

ESC＋Y＋P1＋P2

＋D1～Dn 

8 ビット倍速倍密度のビットイメージを指

定します。 

8ドット 4倍密度 

ビットイメージ 

ESC＋Z＋P1＋P2

＋D1～Dn 

8ビット4倍密度のビットイメージを指定し

ます。 

ビットイメージ選択 ESC＋＊＋Pa＋

P1＋P2＋D1～Dn 

ビットイメージのモードおよびカラム数を

指定します。 

ビットイメージ変換 ESC＋？＋P1＋

P2 

8 ビット系のビットイメージ(ESC＋K,ESC＋

L,ESC＋Y,ESC＋Z)のビットイメージを変換

します。 
補
助
機
能 

初期化 初期化 ESC＋＠ プリンターを初期状態にします。 

キャリッジ 

制御 

単方向印字指定/解除 ESC＋U＋Pa 単方向印字の指定、解除を行います。 

漢字高速印字指定/解除 FS＋ｘ＋Pa 漢字高速印字の指定、解除を行います。 

リターンホーム ESC＋＜ プリントヘッドを左端まで移動します。 

データ入力 

制御 

デバイスコントロール 1 DC1 プリンターを選択状態にします。 

デバイスコントロール 3 DC3 プリンターを非選択状態にします。 

1文字削除 DEL 直前のデータを 1文字クリアします。 

データ抹消 CAN バッファー内のデータをクリアします。 

CSF制御 カットシートフィーダー 

制御 

ESC＋EM＋Pa プリンターの給紙方法を選択します。 

ブザー ブザー BEL ブザーを鳴動させます。 
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■ FM モードコマンド一覧表 

このプリンターは、基本ピッチが 1/180 インチです。FM モードでは

180dpi モードで動作します。 

また、このプリンターのドット位置は次のとおりです。 

始端：1 ドット 

終端：1440 ドット（fit3150） 

   2448 ドット（fit3250） 

FM モードのコマンドは、下表のとおりです。 

※ 欄の記号は次の意味を表します。 

○：本プリンターで使用できる 

×：本プリンターではサポートしていない 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 
装
置
制
御 

リセット RIS リセット ESC+c プリンターを初期状態にします。 

初期状態については「初期状態」(147ペー

ジ)を参照してください。 

○ 

RBS リセット CEX+] 

動作モード

設定 

DCH 解像度変更指定 PU1+Pa+!+A 解像度を変更します。 × 

装置制御 DC1 デバイス・コントロ

ール 1 

<11>16 オンライン状態にします。 ○ 

DC3 デバイス・コントロ

ール 3 

<13>16 印字後、オフライン状態にします。 

PDIR 印字方向指定 PU1+Pa+ +｀ 印字方向を指定します。 

Pa＝ 0 両方向印字指定 

  （初期値） 

 1 片方向印字指定 

○ 

HSPR 高速印字指定 

 

PU1+Pa+ +－ 高速印字を指定します。 

Pa ＝0 通常印字 

（初期値） 

 1 高速印字 

BEL ベル <07>16 ブザーが鳴ります。 

装置機能設定の「ブザー」の設定が「鳴動

しない」に設定してある場合は無効です。 

○ 

CAN 抹消 <18>16 バッファー内のデータをクリアします。 

DEL 削除 <7F>16 1文字削除します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 
ペ
ー
ジ
制
御 

用紙制御 CSF カットシート 

フィーダー制御 

PU1+Pa+ +[ カットシートフィーダーの動作（吸入・排

出)、吸入する用紙の種類と吸入口を指定

します。 

Pa＝ 0 用紙を吸入 

 1 用紙を排出 

 10 一般紙  

（上端余白約 22.0mm) 

（注 1） 

 11 はがき縦 

(上端余白約 12.7mm) 

 12 はがき横 

(上端余白約 9.7mm) 

 20 第 1ビン 

 21 第 2ビン 

 22 無効 

○ 

CSF2 カットシート 

フィーダー制御 2 

PU1+Pa+ +\ カットシートフィーダーの自動給紙を指

定します。 

Pa＝ 0 自動給紙を解除 

 3 自動給紙を指定 

印字領域 SPF 自動改ページ指定 PU1+Pa+ +K スキップパーフォレーション行を指定し

ます 

○ 

LMRG 左端指定 PU1+P1+;+P2+ +Q 左端位置を指定します。 

ページ長 

設定 

PGL1 ページ長指定 1 PU1+Pa+ +A 行単位でページ長を指定します。 ○ 

PGL2 ページ長指定 2 PU1+Pa+ +B インチ単位でページ長を指定します。 
印
字
位
置
制
御 

基本制御 CR 復帰 <0D>16 印字後、受信位置を同一行の左端にします。 ○ 

BS 後退 <08>16 印字後、受信位置を 1文字分後退します。 

LF 改行 <0A>16 印字後、受信位置を次の行の左端にします。 

NEL 復改 ESC+E 

NEL 復改 CEX+@ 

FF 改ページ <0C>16 印字後、受信位置を次のページの左端にし

ます。 

注 1) 上端余白とは、用紙の上端から印字開始行の文字上端までのことを言い

ます。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 

印

字

位

置

制

御 

ピッチ 

制御 

CP 漢字文字ピッチ 

指定 

CEX+$+Pa 

 

漢字文字ピッチを指定します。 ○ 

LP 改行ピッチ指定 CEX+%+Pa 改行ピッチを指定します。 

LP2 改行ピッチ指定 2 PU1+P1+;+P2+ +G P1/P2インチで改行ピッチを指定します。 

SPI 改行ピッチ/ 

ANK文字ピッチ 

指定 

CSI+P1+;+P2+ +G 改行ピッチおよびANK文字ピッチを指定し

ます。 

タブ位置 

設定 

HTS 水平タブセット ESC+H 現在位置に水平タブストップを設定します。 ○ 

SCT 水平タブセット CEX+F 

STF 水平タブ位置 

指定 

CEX+#+P1+…+Pn 水平タブストップを指定します。 

HTSA 水平タブ位置 

指定 

CSI+P1+;+… 

+Pn+ +N 

VTS 垂直タブセット ESC+J 現在行に垂直タブストップを設定します。 

SLT 垂直タブセット CEX+H 

VTSA 垂直タブ位置 

指定 

PU1+P1+;+… 

+Pn+ +@ 

垂直タブストップを指定します。 

タブ位置 

解除 

RCT 水平タブリセット CEX+G 現在位置の水平タブストップを解除します。 

TBCで Pa＝0を指定したときと同じです。 

○ 

RLT 垂直タブリセット CEX+I 現在行の垂直タブストップを解除します。 

TBCで Pa＝1を指定したときと同じです。 

TBC タブクリア CSI+Pa+g タブストップを解除します。 

Pa＝ 0 現在位置の水平タブストッ

プを解除 

（RCＴと同じ） 

（初期値） 

 1 現在行の垂直タブストップ

を解除 

（RLＴと同じ） 

 3 すべての水平タブストップ

を解除 

 4 すべての垂直タブストップ

を解除 



付 録 

158 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 
印
字
位
置
制
御 

タブ移動 HT 水平タブ <09>16 受信位置を、次の水平タブストップに進め

ます。 

○ 

CHBT 水平逆タブ CEX+D 印字後、受信位置を手前の水平タブストッ

プにします。 

HPA 絶対水平タブ CSI+Pa+  受信位置を指定した位置にします。 

HPA2 絶対水平タブ 2 PU1+Pa+ +P 受信位置を指定します。 

HPR 相対水平タブ CSI+Pa+a 受信位置を指定した分だけ進めます。 

PS 指定間隔 CEX+!+Pa 

HPB 相対水平逆タブ CSI+Pa+j 同一行内で、指定した分だけ受信位置を戻

します。 

VT 垂直タブ <0B>16 印字後、受信位置を次の垂直タブストップ

にします。 

VPA 絶対垂直タブ CSI+Pa+d 印字後、受信位置を指定した行の左端にし

ます。 

VPR 相対垂直タブ CSI+Pa+e 印字後、受信位置を指定した行の左端にし

ます。 

SAP 動作位置指定 CEX+"+P1+P2 印字後、受信位置を指定した位置にします。 

HVP 動作位置指定 CSI+P1+;+P2+f 

行組み LC 行組み指定 CEX+)+P1+P2+ 

P3+P4 

右端、左端 1、左端 2を指定します。 ○ 

KNL1 漢字復改 1 CEX+A 印字後、受信位置を次の行の左端1にします 

KNL2 漢字復改 2 CEX+B 印字後、受信位置を次の行の左端2にします 

NPH 段落 CEX+C 印字後、受信位置を次の行の左端から漢字

1文字分進めます。 
文
字
印
字
制
御 

漢字/ANK SCS 漢字指定 ESC+$+@ JIS-78漢字モードを指定します。 ○ 

ESC+$+B JIS-83漢字モードを指定します。 

ANK指定 ESC+(+H ANKモードを指定します。 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 
印
字
位
置
制
御 

漢字/ANK TF 書体指定 CEX+(+P1+P2 ANK文字と漢字文字の書体を指定します。 

・レギュラー文字はドラフト文字より印

字速度が低下します。 

・レギュラー文字で文字ピッチを 1/10

インチ未満にすると文字の右側が欠け

ることがあります。 

○ 

  P1＝0 

(ANK) 

P1＝1 

(漢字) 

 

 P2＝0 ドラフト 明朝 ← 

初期値 

 P2＝1 レギュラー ゴシック  

     HSS2 半角指定 2 PU1+Pa+ +｜ 1バイト半角文字を指定します。 

Pa＝ 0 標準文字（ANK文字） 

（初期値） 

 1 半角文字 

プロポー

ショナル 

SPS 欧文ピッチ処理 

開始 

CEX+T プロポーショナル印字を指定します。 ○ 

EPS 欧文ピッチ処理 

終了 

CEX+U プロポーショナル印字を解除します。 

上つき/ 

下つき 

文字 

SSP 上つき文字開始 CEX+N 上つき文字を指定します。 ○ 

ESP 上つき文字終了 CEX+O 上つき文字を解除します。 

SSB 下つき文字開始 CEX+P 下つき文字を指定します。 

ESB 下つき文字終了 CEX+Q 下つき文字を解除します。 

拡大/縮小 KGM 漢字拡大印字指定 CEX+'+P1+P2 漢字文字の拡大（縮小）印字のサイズを指

定します。 

SFC コマンドのスケーラブル指定が無効の

場合 

P1,P2の範囲 50,100,200% 

SFC コマンドのスケーラブル指定が有効の

場合 

P1,P2の範囲 1～999% 

○ 

GSM ANK倍幅拡大 

印字指定 

CSI+P1+;+P2+ +B ANK文字の倍幅拡大印字を指定します。 

縦方向に 100%、横方向に 100、200%を指定

できます。 



付 録 

160 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 
文
字
印
字
制
御 

拡大/縮小 SFC スケーラブル 

文字制御 

PU1+P1+;+P2+;+P

3+;+P4+;+P5+!+Q 

スケーラブル文字を制御します。 

P1＝ 0 スケーラブル無効 

（初期値） 

 1 スケーラブル有効 

P2＝ 0 ドットフォント優先 

 1 アウトラインフォント優先 

P3＝ 0 固定 

P4＝ 0 固定 

P5＝ 0 200%拡大時にアウトライン

フォント使用 

 1 200%拡大時にドットフォン

ト使用 

× 

強調 HL カラー/漢字 

アンダーライン 

指定 

CEX+*+Pa 漢字アンダーラインを指定します。 

Pa＝ 0 通常印字（初期値） 

4  漢字アンダーライン 

10 

13 無効 

15 

16 

○ 

SGR カラー/ANK 

アンダーライン 

指定 

 

CSI+Pa+m 

 

 

ANKアンダーラインを指定します。 

Pa＝ 0 通常印字（初期値） 

4  ANKアンダーライン 

30 

33 無効 

35 

36 

縦書き 
横書き 

VWF 漢字縦書き指定 CEX+J 漢字の縦書きを指定します。 ○ 
VWF2 漢字縦書き指定 2 PU1+Pa+ +q 漢字縦書き時の文字の回転の扱いを指定

します。 
Pa＝ 0 物理的に 90度回転 

（初期値） 
 1 パターンによる最適変換 

HWF 漢字横書き指定 CEX+K 漢字の横書きを指定します。 

HVWF 半角文字縦書き 
指定 

PU1+Pa+ +p 漢字縦書き時の半角文字の扱いを指定し
ます。 
Pa＝ 0 2文字ペア （初期値） 
 1 1文字中心 
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機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 
文
字
印
字
制
御 

その他 KC 罫線接続指定 PU1+Pa+ +t 罫線接続を指定します。 
Pa ＝0 接続しない （初期値） 
 1 接続する 

○ 

KUDC 漢字未定義コード PU1+Pa+ +x 漢字未定義コードの扱いを指定します。 

Pa ＝0 ■印字（初期値） 

 1 漢字スペース 

 

TSS スペース幅指定 CSI+Pa+ +E プロポーショナル文字のときの、スペース

コードの幅を指定します。 

イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
印
字 

イメージ 

処理 

NIMG イメージ転送 PU1+Pa+ +W+ デ

ータ 

 

イメージを印字します。 ○ 

SIMG 単密度倍幅 

イメージ転送 

PU1+Pa+ +V+ デ

ータ 

 

単密度倍幅イメージを印字します。 

DIMG 倍幅イメージ転送 PU1+Pa+ +X+ デ

ータ 

倍幅イメージを印字します 

外
字
登
録 

外字登録 CPT 外字登録 CEX+2+0+P1+P2+D

1+…+D144 

24×24ドットの、ユーザー定義文字を登録

します。 

○ 

CPT2 外字登録 2 CEX+2+1+P1+P2+D

1+…+D576 

48×48ドットの、ユーザー定義文字を登録

します。 

× 
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【非推奨コマンド】 

以下のコマンドは逆改行動作を伴います。 

機能名称 名 称 コマンド 機 能 ※ 
非
推
奨
コ
マ
ン
ド 

逆改行 

タブ 

LBT 垂直逆タブ CEX+E 印字後、受信位置を手前の垂直タブストッ

プの左端にします。 

○ 

VPB 相対垂直逆タブ CSI+Pa+k 印字後、指定した行だけ逆改行して受信位

置を左端にします。 

印字位置 KSM 漢字モード 

セット 

CEX+－+t 文字中心合わせを指定します。 ○ 

KRM 漢字モード 

リセット 

CEX+.+t 文字下端合わせを指定します。 

KUPF 漢字基準線指定 PU1+Pa+ +d 文字中心/下端/上端合わせを指定します。 
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■ バーコード指定コマンド 

本プリンターでは、バーコードの選択、およびバーコード印字を指定

することができます。 

バーコードコマンドは、ESC/P エミュレーションモード時のみ有効です。 

本コマンドは、位置揃え選択コマンドが解除（左寄せ）されている時

のみ有効です。 
位置揃え選択コマンドで、中央寄せ，右寄せ，両揃えのいずれかが指定

されている時は、ESC+DC4と以降の m バイトのデータを受け捨てます。 

バーコード印字は、片方向印字となります。 

◆ 書式 

ESC ＋ DC4 ＋ m ＋ R ＋ c ＋ w ＋ h 

<1B>16  <14>16 

<94>16 

   <52>16 

<D2>16 
      

     ＋ a ＋ ch1 ＋ … ＋ chn 

◆ パラメーター範囲 

m = (次ページを参照してください。) 

c = 31h , 32h , 33h , 34h , 35h , 36h , 37h , 41h , 42h , 45h , 

B1h , B2h , B3h , B4h , B5h , B6h , B7h , C1h , C2h , C5h 

w = 00 ≦ w ≦ 256 

h = 00 ≦ h ≦ 256 

a = 00 ≦ a ≦ 256 

注) 各パラメーター（m , c , w , h , a）の MSB は無視します。 

各パラメーターの有効範囲については、次ページを参照してください。 
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パラメーター m の有効範囲は、バーコードの種類（パラメーター c，

a の値）により以下のようになります。 

パラメーター c の値 パラメーター a の bit0 m の有効範囲 

31h , B1h - 7≦m≦72 , 135≦m≦200 

32h , B2h 
0 m = 18 , 146 

1 m = 19 , 147 

33h , B3h 
0 m = 13 , 141 

1 m = 14 , 142 

34h , B4h 
0 7≦m≦69 , 135≦m≦197 

1 7≦m≦70 , 135≦m≦198 

35h , B5h 0 7≦m≦69 , 135≦m≦197 

37h , B7h 1 7≦m≦70 , 135≦m≦198 

36h , B6h 
0 7≦m≦69 , 135≦m≦197 

1 7≦m≦70 , 135≦m≦198 

41h , C1h 
0 m = 17 , 145 

1 m = 18 , 146 

42h , C2h 
0 7≦m≦72 , 135≦m≦200 

1 7≦m≦72 , 135≦m≦200 

45h , C5h 
0 m = 13 , 17 , 141 , 145 

1 m = 14 , 18 , 142 , 146 

◆ 機能 

ch1～chn のキャラクターコードを、パラメーター（c , w , h , a）

で指定されたバーコードで、ラインバッファーに展開します。 

・ 本コマンド受信で印字起動はかかりません。 

・ 本コマンド受信により、右マージン位置を越えた場合、ESC ～ chn

までを受け捨て、受信位置は本コマンド受信時の位置に戻ります。 

(m-6)バイトのキャラクターデータをデータ数（n）とし、バーコ

ードに変換します。 

ESC + DC4 + m + R + c + w + h + a + ch1 + ････ + chn 
   

   

・ m がパラメーター有効範囲以外の場合、ESC+DC4 と以降の m バイ

トのデータを受け捨てます。 

(m が 0 の時は、ESC+DC4+0 の 3 バイトを受け捨てます) 

m バイト 
m-6 バイト 
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第 4 バイトが”R”以外ならば、ESC+DC4 と以降の m バイトのデータを

受け捨てます。 

パラメーター c で印字するバーコードの種類を指定します。 

パラメーター c バーコードの種類 

31h , B1h Codabar (NW-7) 

32h , B2h EAN 13 (JAN 13) 

33h , B3h EAN 8 (JAN 8) 

34h , B4h Code 3 of 9 

35h , B5h Industrial 2 of 5 

36h , B6h Interleaved 2 of 5 

37h , B7h Matrix 2 of 5 

41h , C1h UPC type A 

42h , C2h Code 128 

45h , C5h UPC type E 

・ c がパラメーター有効範囲以外の場合、ESC+DC4 と以降の m バイトの

データを受け捨てます。 

パラメーター w で印字するバーコードのナローバーの幅を 1/1440

インチ単位で指定します。 

・ ナローバーの幅は、印字したい「理論値」を指定してください。

［1/1440 インチ単位］ 

・ 実際の印字： プリンターは 1/180 インチ単位で以下の幅で印字

します。 

パラメーター w ナローバーの幅 

 0 ～ 19 2 ドット (2/180 インチ) 

20 ～ 27 3 ドット (3/180 インチ) 

28 ～ 4 ドット (4/180 インチ) 

パラメーター h で印字するバーコードの高さを、ナローバーの幅を基

準にして 1/1440 インチ単で指定します。 

・ バーコードの高さ≒（パラメーター w）×（パラメーター h） 

［1/1440 インチ単位］ 
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・ 実際の印字は以下のようになります。 

(1) 『バーコードの高さ ＜ 192/1440 インチ（24/180 インチ）』

の時は、ナローバーの幅、バーコードの種類により、以下の

高さとなります。 

ナローバーの幅 

EAN 13 

UPC(type A , E) 

Code 128 

EAN 8 その他 

2ドット 

(16/1440インチ) 

162ドット 

(1296/1440インチ) 

130ドット 

(1040/1440インチ) 

108ドット 

(864/1440インチ) 

3ドット 

(24/1440インチ) 

234ドット 

(1872/1440インチ) 

187ドット 

(1496/1440インチ) 

135ドット 

(1080/1440インチ) 

4ドット 

(32/1440インチ) 

312ドット 

(2496/1440インチ) 

249ドット 

(1992/1440インチ) 

162ドット 

(1296/1440インチ) 

注) 1 ドット = 1/180 インチ     (   )は 1/1440 インチ単位での換算値です。 

これらの値は、それぞれのバーコードの標準の高さです。 

（標準でよいときには、高さ＜24/180 となるような値を入力してください） 

(2) 『バーコードの高さ ＞ 15840/1440 インチ（11 インチ）』

の時は、バーコードの高さを強制的に 11 インチ（15840/1440

インチ）にします。 

(3) バーコードの高さが(1),(2)以外の時は、 

バーコードの高さ＝ （パラメーター w）×（パラメーター h） 

÷（1440/180）……（1/180 インチ） 

となります。（余りは切り捨て） 

パラメーター a の Bit2～0 で、チェックキャラクター及び OCR キャラ

クターにする設定を選択します。 

Bit 指 定 内 容 値 設 定 値 

0 チェックキャラクター付加指定 *1 0 付加する 

1 付加しない 

1 OCR キャラクターの印字指定 *2 

（OCR-B で印字） 
0 印字する 

1 印字しない 

2 フラグキャラクターの印字位置 *3 0 バーコードの中央 

1 バーコードの左下 

注１） Codabarの時は、指定に関係なく常に非付加モードが選択されます。 

注２） OCR キャラクターを印字する場合は、第一ドット目からバーコード展開位置まで

の間に 26/180 ドット以上のスペースが必要です。（26/180 ドット以上のスペース

が無い場合には、フラグキャラクターが印字されません） 

注３） EAN（EAN 13）, UPC（type A , E）に対してのみ、指定が有効になります。 

未定義のビットは、無視されます。 
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ch1 ～ chnは、バーコードで印字するキャラクターコードを指定します。 

データ数および印字可能な文字セットは下記を参照してください。 

バーコードの種類 使用可能な文字セット データ数 （n） 

Codabar 数字： 0～9 

記号： + - . $ / : 

スタート，ストップ： 

A, a, B, b, C, 

c, D, d, T, t, 

N, n, *, E, e 

1≦n≦66 

スタート，ストップを含む 

EAN 13 数字： 0～9 チェックキャラクター付加モード 

 n = 12固定 

チェックキャラクター非付加モード 

 n = 13固定 

EAN 8 数字： 0～9 チェックキャラクター付加モード 

 n = 7固定 

チェックキャラクター非付加モード 

 n = 8固定 

Code 3 of 9 数字： 0～9 

アルファベット： A～Z 

記号： + - / % $ . SPACE 

スタート，ストップ： * 

チェックキャラクター付加モード 

 1≦n≦63 

チェックキャラクター非付加モード 

 1≦n≦64 

Industrial 2 of 5 数字： 0～9 チェックキャラクター付加モード 

 1≦n≦63 

チェックキャラクター非付加モード 

 1≦n≦64 

Matrix 2 of 5 

Interleaved 2 of 5 数字： 0～9 チェックキャラクター付加モード 

 1≦n≦63 

チェックキャラクター非付加モード 

 1≦n≦64 

UPC type A 数字： 0～9 チェックキャラクター付加モード 

 n = 11 

チェックキャラクター非付加モード 

n = 12 

Code 128 ASCII： 128 文字すべて 

スタートコード： 

A （set A） 

B （set B） 

C （set C） 

チェックキャラクター付加モード 

 1≦n≦117 

チェックキャラクター非付加モード 

 1≦n≦119 

UPC type E 数字： 0～9 チェックキャラクター付加モード 

 n = 7 or 11 

チェックキャラクター非付加モード 

 n = 8 or 12 
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・ 入力データのチェックは、以下のように行います。 

(1) 全バーコード共通 

・ 規定のデータ数及び使用可能な文字セット以外を検出した

時は、ESC+DC4 と以降の m バイトのデータを受け捨てます。 

(2) Codabar の場合 

・ スタート，ストップコードのチェックは行わず、入力デー

タ通りに印字します。 

・ スタート，ストップコードは、使用者が選択し、データと

して入力するものとします。 

・ スタート，ストップコードのアルファベットは、大文字・

小文字のどちらも可とします。 

ただし、OCR-B 文字は、大文字で印字します。 

(3) Code 3 of 9 の場合 

・ アルファベットは、大文字のみとします。 

・ スタート，ストップコード（*）は、プリンター側で入力デ

ータの前後に付加します。 

・ 付加されたスタート，ストップコード（*）は、OCR-B 文字

の印字対象となります。 

(4) Interleaved 2 of 5 の場合 

・ バーコードの構成上、印字データ数は偶数でなければなり

ません。従って、入力データが奇数の場合は、データの先

頭に”0”を付加して印字します。 

・ 付加された”0”は、OCR-B 文字の印字対象となります。 

(5) UPC type E の場合 

・ データ数（n）が 7, 8 の時は、type E 用に圧縮されたデー

タ形式であると判断し、プリンター側でのデータ圧縮は行

いません。 

・ データ数（n）が 11, 12 の時は、type A 用のデータ形式で

あると判断し、プリンター側でデータ圧縮を行い、type E

用のデータ形式に変換します。 

(6) Code 128 の場合 

・ データの 1 文字目はスタートコードと判断するため、A, B, 

C 以外のキャラクターが 1 文字目にある場合は、ESC+DC4 と

以降の m バイトのデータを受け捨てます。 
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Code 128 について 

(1) Code 128 は、set A, set B, set C という 3 つのデータ群を

持っています。 

・ Code 128 で送るデータの先頭には、データ群を選択するた

めのスタートキャラクターが必要です。 

データ群 スタートキャラクター 

set A を選択する “A” (41h) 

set B を選択する “B” (42h) 

set C を選択する “C” (43h) 

(2) １つのバーコードデータ内でも、コードキャラクター（CODE 

A,B, C），シフトキャラクター（Shift）により、途中から

データ群を変更することが可能です。 

コードキャラクター データ群 

CODE A 以降のデータは、set A のデータ群になる 

CODE B 以降のデータは、set B のデータ群になる 

CODE C 以降のデータは、set C のデータ群になる 

Shift 
Shift 直後のデータのみ set A（set B）に 

変更する 

(3) set C のデータ群は、1 つのデータを 2 バイトのキャラクタ

ーで指定します。 

そのため、データ中に set C を含む時と含まない時とで、有

効なデータ数（n）が異なります。 

また、set C の入力データが奇数の場合は、データの先頭に”0”
を付加して印字します。 

バーコードデータ データ数（n）の有効範囲 

Set C のデータ群を含

まない時 

(set A, set B のみ) 

チェックキャラクター付加モード 

 1≦n≦59 

チェックキャラクター非付加モード 

 1≦n≦60 

Set C のデータ群を 

含む時 

チェックキャラクター付加モード 

 1≦n≦117 

チェックキャラクター非付加モード 

 1≦n≦119 
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■ バーコードスペース幅微調整コマンド 

本コマンドにより、バーコードのスペース幅（間隔）を微調整するこ

とができます。 

本コマンドは、ESC/P エミュレーションモード時のみ有効です。 

◆ 書式 

ESC ＋ e ＋ X ＋ Pa 

<1B>16  <65>16 

<E5>16 

 <58>16 
  

◆ パラメーター範囲 

a  = ＜00＞16 ， ＜01＞16 ，＜02＞16 ，＜03＞16 ， ＜FD＞16 ， 

＜FE＞16 ，＜FF＞16 

Pa = -3 ≦ Pa ≦ 3 

◆ 機能 

パラメーター Pa でスペース幅の調整値を指定します。 

(マイナスの指定は、負値（2 の補数）で指定します) 

パラメーター Pa 調整量 

-3 ＜FD＞16 -3/360 インチ 

-2 ＜FE＞16 -2/360 インチ 

-1 ＜FF＞16 -1/360 インチ 

 0 ＜00＞16 0 (デフォルト) 

 1 ＜01＞16  1/360 インチ 

 2 ＜02＞16  2/360 インチ 

 3 ＜03＞16  3/360 インチ 

・ 微調整とは、バーコードのスペース幅を上記の表に定められた値

分、変化させることです。 

(マイナスは、スペース幅を狭くすることを意味します) 

・ スペース幅とは、ナロースペース，ワイドスペース，キャラクタ

ー間ギャップの全てのスペースのことです。 

・ 本コマンドによる指定は、電源投入、*EXPRM、*INPRM、*INIT、

リセットコマンド受信によりデフォルトに戻ります。 

・ 本コマンドによる指定は、それ以降に受信するバーコード指定コ

マンドに対して有効となります。 
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文字コード一覧表 ––––––––––––––––––––– 

■ ESC/P モード文字コード一覧表 

ESC/P モードの文字コードは以下のとおりです。 

 カタカナコード 

 

注 1） <15>16 を除く、<00>16～<7F>16 はカタカナコード、拡張グラフィックスコード

に共通です。 

注 2） <23>16、<24>16、<40>16、<5B>16～<5E>16、<60>16、<7B>16～<7E>16 のコード

は国際文字選択によって入れ替わります。 

【国際文字コード】 
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 拡張グラフィックスコード 

 

注 1） <15>16を除く、<00>16～<7F>16はカタカナコード、拡張グラフィックスコード

に共通です。 

注 2） <23>16、<24>16、<40>16、<5B>16～<5E>16、<60>16、<7B>16～<7E>16 のコー

ドは国際文字選択によって入れ替わります。 

【国際文字コード】 
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■ FM モード文字コード一覧表 

FM モードの文字コードは以下のとおりです。 
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非漢字一覧表 ––––––––––––––––––––––––– 

モードによって、コードが割り当てられている文字が異なるものがあ

りますので、注意してください。 

 ESC/Pモードおよび FMモード共通文字コード一覧表 

JIS コードはすべて 16 進形式 

 

 

 

注 1） 区点コードは点の部分を加算して求めます。 

％の区点コードは 0180＋03 で 0183 となります。 

区点コードは 10 進数です。例えば、％の JIS コードは 2173 と読みます。

実際の使用には、“&H"をつけて、「&H2173」とします。 

注 2） コード表の空白部分を印字させますと、何らかの文字が出力される場合

があります。 
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 ESC/Pモード文字コード一覧表 
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外字登録領域 

 

 

 

注） ※部（7720,777F,7820,787F）は登録できません。 
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 FMモード文字コード一覧表 

JIS-78モード外字登録領域 

 

 

 

注） ※部(2820,287F,2920,297F)は登録できません。 

JIS-83モード 

追加文字 
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外字登録領域 

 

 

 

注 1） ※部（2920,297F,2A20,2A7F）は登録できません。 

注 2） JIS-83の 2A21～2A7E と JIS-78の 2821～287E は同一エリアです。 

半角漢字 

 

 

 

※

※ 

※
※ 

7F
95 
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JIS-90第一水準漢字一覧表 ––––––––––––––– 

JIS コードはすべて 16 進形式 

 

注） 「茜」の JIS コードは 302B と読みます。実際の使用には、“&H"をつけて、

「&H302B」とします。 
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JIS-90第二水準漢字一覧表 ––––––––––––––– 
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■ ご注意 

このプリンターが印字する漢字は JIS C6226-1983（情報交換用漢字符

号系）に準拠していますが、JIS C6234-1983（ドットプリンター用 24

ドット字形）は採用していません。したがって、パソコンの表示画面の

文字および記号なども必ずしも一致いたしませんのでご了承ください。 

JIS C6234-1983 の字体との違いはおおむね次の表の通りです。 

 

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ ﾌﾟﾘﾝﾀｰ ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 
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 第一水準と第二水準が入れ替わった文字 

 

 第二水準に追加された文字 
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